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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　緋呂河とも







　目次






第一章　三人目の男

第二章　簡かん易い法ほう医い学がく講こう座ざ

第三章　軽けい挙きよ妄もう動どう

第四章　時の氏うじ神がみ







　あとがき








	
		[image: ]

	




[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 第一章　三人目の男]







　　十二月七日　午後二時三十五分　国道




　雪国を抜ぬけると、そこはトンネルだった。




　……はて。何か間ま違ちがってるような気はするが、まあ別に俺おれは文学の道を志こころざしているわけでもないので気にしないことにする。

　三時間かけて東北自動車道を抜け、さらにひたすら車を走らせ続けること三十分。辺りの風景はすっかり雪景色へと変わっていた。

　ポツポツとしか人家がないド田舎いなかの、地方交付税ぜいをやたらとつぎこんで整せい備びされたであろう広い国道。そこを俺の運転する白いセダンが走っていた。さすがにこんな田舎だけあって、行きかう車の数も非ひ常じように少ない。

「雪ゆき奈な、次は左折でいいのか？」

　前方に交差点が見えたので、俺は助手席に座すわっている雪奈にそう尋たずねた。

「ええと、ちょっと待って下さい」

　雪奈は持っていた地図と数秒睨にらめっこした後、

「はい、ここは左折ですね。その次の交差点を右折すればすぐのはずですよ」

「了りよう解かい」

　いい。実にいい。自分の運転している車の助手席で、自分の惚ほれた女が地図を見て行き先を示しめしてくれる。まるで夫ふう婦ふが二人で進むべき道を一いつ緒しよに探してるようで実にいい。

　しかし、今の俺にはそんな小さな幸せに身を委ゆだねることすら許ゆるされていなかった。

「ねー、善ぜん行こー、まだ着かないの？　こんなにトロトロ走ってないでもっとスピード出しなさいよ」

　雪道の怖こわさを知らず、好き勝手なことをほざきながら俺の席を後ろから蹴けりつける不良共産主しゆ義ぎ中学生。その名を皐さ月つき伊い予よという。

「あきらめな、そいつは無理な注文だ。こいつが素す早ばやく動かせるのは舌したぐらいしかないんだからな」

　そしてそのガキの隣となりで相あい槌づちを打つ同じ穴あなのムジナ、影かげ野の英えい治じ。

「うるせえぞお前ら！　すぐ着くから少し黙だまってろ！」

　もはや我が慢まんの限げん界かいである。声を荒あららげてなんとか黙だまらせようと試みる。

　しかし、法ほう廷ていではあらゆる証しよう人にんをたじろがせる俺の気き迫はくも、たじろぐという概がい念ねん自体が消失している二人にはまったく効こう果かがなかった。

「うん、ほんとにマトモに動いてるのは舌だけね」

「それも一枚まいじゃない、もう一枚余よ計けいについてるんだから始末が悪い。もうすぐ着くってセリフ、これで一体何度目だったか？」

「ちょっと、余計なんて言っちゃだめよ。二枚舌じゃない善ぜん行こーを想そう像ぞうしてみなさいよ、その辺に降ふり積もってる雪と同じぐらいに邪じや魔まなだけだわ」

「いや、それをいうなら雪合戦ができるだけまだ雪の方がマシだな」

「…………こいつら」

　本来ならそこまで言われて黙っている俺ではない。

　だがあいにく今の俺は慣なれない雪道を運転中で、文字通り手も足も出せなければ反はん論ろんの言葉を考える余よ裕ゆうもなく、ただ二人の言いたいように言わせるしかなかったのだ……。

　しかし。

「ごめんなさい、二人とも。ほんとにもう少しで着くからもうちょっとだけ我慢してね」

　と、雪奈が言ったその次の瞬しゆん間かんだった。

「分かったわ、雪奈がそう言うんだったら仕方ないわね」

「そうだな」

　あっさりと引き下がる邪じや魔ま虫むし二匹ひき。殺虫剤ざいでもかけてやったらもっと早くにおとなしくなっていたかもしれず、俺は自分の準じゆん備びの悪さを嘆なげいた。

　この旅行も、ぎゃあぎゃあとわめくこの二匹さえいなければ、俺も心から楽しめる素す晴ばらしいものになったのだろうが……。




　　　　◆




　事の発ほつ端たんは、ちょっとした幸運からだった。

　今月の初め、俺が弁べん護ごを引き受けていたとある刑けい事じ裁さい判ばんが無事に解決した。その解決を祝し、ちょっとした打ち上げでもやろうということになったのだが、そのための買い物に出かけた雪奈と皐月が、商店街でやっていた福引でまんまと特等賞品──一泊ぱく二日の温おん泉せん旅行四名様御ご招しよう待たい券けんを手に入れてしまったのだ。

　断ことわっておくが、俺は別に温泉なんてものには興きよう味みがない。断だんじてない。今時都合よく混こん浴よくの温泉なんてあるはずもないし、仮かりに露ろ天てん風ぶ呂ろぐらいあったとしても、まさか弁護士が覗のぞきなんて下げ劣れつな行こう為いをやるわけにはいかない。万が一下へ手たを踏ふんでとっ捕つかまろうものなら、十代のガキならまあ一晩正座で許されるかもしれないが、これが品行方正たるべき弁護士となると全国紙に顔と名前を晒さらされるのがオチだからだ。ただでさえ俺は事じ務む所しよから一歩外に出れば七人の敵てきがいる身なのだ、足元をすくわれかねない行為は断じてできない。つまり、温泉なんぞへ行ったところで目の保ほ養ようとなるようなことは何一つ期待できないというわけだ。

　いやもちろん混浴の温泉が皆かい無むということもないだろうし、何らかの不ふ可か抗こう力りよく的な理由によって隣の浴場が視し界かいに入ってしまうという可か能のう性せいも、まあゼロと言えなくもないかもしれないのだが。

　……まあとにかく、俺は別に温泉など行きたくもなかったのだが、ちょうど仕事の方は一ひと段だん落らくしていたし、何よりも雪奈が行きたがったこともあって、そう、あくまで雪奈の強い希望があったために、今回の温泉旅行とあいなったわけである。重ねて言っておくが断じて俺に何らかの下心があったわけではない。断じて。

　ところがである。

　これが俺と雪奈の二人っきりの旅行だったら文もん句くのあろうはずはない。しかし、なぜか余計なオマケが二匹も付いてきやがったのだ。

『特等を引き当ててあげたの誰だと思ってんの!?』

『日ひ頃ごろからお世話になってる人にはこういう時に恩おん返がえしすべきだよな』

　これらの発言が誰のものであるかは、いちいち説明したくない。

　当然俺は余計な随ずい行こう者しやの参加には反対だったのだが、

『きっとみんなで行った方が楽しいですよ』

　という一見ヒューマニズムに溢あふれているが、俺にとっては無む慈じ悲ひとしか言いようがない雪奈の一言ですべてが決まってしまったのである……。




　　　　◆




　その町は、山やま間あいにある大きな湖の傍そばにあった。

　湖の名はあぶく湖というそうだ。湖自体は別に温かくもない普ふ通つうの湖だが、湖底からぼこぼこと温泉が湧わき上がってくるのがその名の由来らしい。もっとも、湖に湧き出している温泉の量はわずかで、この時期になると湖全体が分厚い氷に覆われてしまい、天気によってはアイススケートぐらいできるそうだ。

　そしてこの町の名は〝あぶく町ちよう〟というらしい。分かりやすいのは結けつ構こうだが、とりあえず命名した人間のセンスは疑うたがいたい。

　町の規き模ぼはそれほど大きい方ではない。ガイドブックによると人口は二千人ほど。だが温泉地としてはそこそこ有名であり、この県の県けん庁ちよう所しよ在ざい地ちから車でわずか三十分ほどの距きよ離りということもあってか、ひなびているという印象はまったく受けない。町のあちこちに新しん築ちくの旅館やホテルと思おぼしき大きな建物が建ち並ならび、その合間を温泉地らしく湯気が立ち昇のぼっている。

　俺達の目的地である宿も、たかが地元の小さな商店街の福引の賞品にしてはそれなりに立りつ派ぱな旅館だった。

「〝旅館うたかた〟……？　朝起きたら消えてそうな名前ね」

　皐月が旅館の看かん板ばんを見て呟つぶやいた。まああぶく町にある旅館としてはお似に合あいだというべきだろう。

　建物は鉄てつ筋きんコンクリート製せいの二階建て。あぶく町の中心からはいくぶん外れた場所にあり、その分土地が安いのか横よこ幅はばはかなり広い。

　四人で玄げん関かんをくぐる。左手に受付、右手にみやげもの屋、正面にはソファや低いテーブルが置かれたホール。いや、旅館だから広間か談話室とでも呼よんだ方がいいのだろうか？　とにかく、典型的な日本旅館の造ぞう形けいがそこにあった。

「いらっしゃいませ、ようこそ旅館うたかたへ」

　受付から声をかけてきたのは、古風で美人な若わか女将おかみ──などではなく、すっかり髪かみの毛が薄うすくなった中年のオッサンであった。

　俺には雪奈というものがあるからいいにしても、サービスの面から言っていきなりオッサンが出で迎むかえるのはどうかと思う。

「お客様のお名前をお聞かせ頂いただけますか？」

「ああ、山やま鹿しかだ」

　オッサンは帳ちよう簿ぼらしきものを見ると、すぐに頷うなずいて俺に用紙とペンを差し出した。

「はい、山鹿様ですね。伺うかがっております。宿帳にご記入をお願いします」

「ああ」

　ペンを受け取り、住所氏名に職しよく業ぎよう、同行者その他の必要事じ項こうを書いていく。今のご時世、個こ人じん情じよう報ほうを外部に残していくというのはどうにも気がひけるが、まさか弁護士が虚きよ偽ぎの記き載さいをするわけにもいかない。おとなしく素す直なおに書くことにする。

　やがて記入を終え、ペンと宿帳を返す。

　と、俺の記入した用紙を見るなり、オッサンの表情が変わった。

「あ、あの、ひょっとして弁護士の山鹿先生でいらっしゃいますか？　つい先日も裁さい判ばんで無む罪ざいを勝ち取った……？」

　驚おどろきと尊そん敬けいの混まざったような眼まな差ざしで俺を見る。

「ま、山鹿なんてけったいな名前の弁護士は私ぐらいのもんでしょうが」

「ああやっぱり！　あ、申し遅おくれました、私この旅館のオーナーをやっております五十嵐いがらし浩こう太た郎ろうと申します」

「へえ。オーナー自ら接せつ客きやくを？」

「ええ、従じゆう業ぎよう員いんは優ゆう秀しゆうなんですが、なにぶん私は心配性しようなもので。どうしても自分でお客様をお迎えしないと気がすまないんです。

　いやあ、それにしてもあの山鹿先生にお泊とまり頂けるとは光栄ですよ。先生の裁判はいつも注目しておりまして」

「ああ、そりゃどうも」

「前回の裁判も凄すごかったですなあ。いえ、その前の裁判も凄かったですが。とにかく私は新聞で先生の記事を読ませて頂くのが最近の楽しみの一つになってまして」

「いやいや、あんなのは私にとっちゃ大した裁判じゃありませんよ。ま、とりあえずあなたも殺人事じ件けんに巻まき込こまれるようなことがあればいつでもご一報下さい」

「おおっ、先生にご助力頂けるなら無む敵てきです、強ごう盗とうでも殺人でもなんでもできますな！　はっはっは！」

「…………はははは」

　一見するとただのお世せ辞じなのだが、どこか引っかかるところがあるのはなぜだろう。

　正直なところ、頭がバーコードになりかけた中年のオッサンにファンだと言われても嬉うれしくもなんともない。それでもこういう場面を見せつけてやれば、日ひ頃ごろから俺にまったく敬けい意いを払はらおうとしない邪魔虫どもに少しは俺を見直させてやることぐらいはできるだろう。もちろん、雪奈の俺へのポイントだってアップ間ま違ちがいなしである。

（ふっ、見たか聞いたか）

　俺は少し自じ慢まんげに後ろの三人を振ふり返った。

「あ、ねえ雪奈、見て見て。あぶくまんじゅうにあぶくせんべえだって」

「あらほんと。こういうのって必ずあるのね」

「食う前に消えてなくなりそうな名前だな」

　……三人ともすでにみやげもの屋を物色中だった。




　　　　◆




　案内された部屋は、〝よくある旅館のよくある部屋〟という観点から見れば実に無個こ性せいな部屋だった。

　二階の二〇三号室。東向き。窓まどの外はこの旅館の庭と雪化粧が施された山々が見え、眺ながめはまあそこそこといったところだろう。

　床ゆかは当然のように畳たたみ敷じきで、広さは八畳じようぐらい。部屋の隅すみにテレビと金庫、それから冷れい蔵ぞう庫ことユニットバスが付いている。まさに日本の旅館といった感じだ。風ふ呂ろ場ばだけ洋風なのは気になるが。

　さて。

　日本の旅館にチェックインした場合、最初にまずやることといえば決まっている。言うまでもなく、浴衣ゆかたに着き替がえることである。

　浴衣というものは非ひ常じようにいい。

　襟えり元もとから覗のぞく白いうなじ。裾すそから覗く白い足。

　おまけに脱ぬがしやすいし手も入れやすい。それどころか着たままでも容よう易いに可か能のうだ。「何が？」などと質しつ問もんするようなガキとは語り合いたくない。浴衣姿すがたの雪奈を想そう像ぞうしただけでも充じゆう分ぶんくるというのに、その着替えてる姿を想像した日にはもう言わずもがなである。

　だがしかし。

　俺おれは今日ほど自分の運命を呪のろった日はなかった。せっかくの泊とまりがけの旅行、せっかくの浴衣である。

　それなのに。それだというのに──

「なんで貴き様さまと同室なんだこのクソ影野！」

「知るかあほう」

　影野は帯を締しめながら呆あきれきった声を返した。

　そう。なぜか俺達が案内されたのは和風の二人部屋だった。そして俺と同室だったのは、なぜか影野であった。雪奈は防ぼう音おんの効きいた分ぶ厚あつい壁かべの向こう側である。

　……俺は思う。世の中は理り不ふ尽じんなことばかりである。善ぜん人にんは早死にし、悪人は世にはびこる。腹はらをすかせた不幸な子こ供ども達が日々餓が死ししていく一方で、先進国では毎日山のような残飯が無む駄だに捨すてられている。俺達弁べん護ご士しがいくら活動したって、この世から無実の罪つみを着せられる不幸な人々が消えることはない。

　それらを踏ふまえた上で、力いっぱい主しゆ張ちようしたい。そもそもだ、確たしか今回の福引の賞品は「温おん泉せん旅行四名様御ご招しよう待たい」のはずである。なにしろ商店街の福引だ、これで四名様とくれば普ふ通つうは四人家族を想定して然しかるべきだろう。それなのに。

　それなのに、なぜ四人部屋ではなく二人部屋を二つ取りやがったのだあのクソ商店街！

　いや、百歩譲ゆずって二人部屋二つという現げん実じつを受け入れざるを得ないにしても、俺と雪奈が同室なら何も問題はない。ところがだ、いざ部屋割わりを決める段だん階かいになると、まるで最初から決まっていたかのように雪奈はどこぞのクソガキと同じ部屋にさっさと入ってしまったのだ。

　そりゃまあ確かに、俺と雪奈が同室になれば、必然的に影野と皐月が同じ部屋で一夜を明かすということになる。

　影野に変な趣しゆ味みがないのは知っているが、未成年の、それも中学生が、なんの血の繫つながりもない成年男性と一いつ緒しよに宿しゆく泊はくしたことが世間に知られるようなことがあれば、さすがに何を言われるか分かったものではない。

　そりゃあ影野が淫いん行こう罪ざいか迷めい惑わく防ぼう止し条じよう例れい違い反はんでとっ捕つかまって新聞に顔と名前が出るようなことがあったとしても大笑いしてやればすむことだ。だが、同行者として弁護士たる俺がいたことが明るみになろうものなら非常にマズイ。ただでさえ俺は敵てきが多い上に、〝倫りん理り観の欠けた弁護士〟などというまったくの濡ぬれ衣ぎぬを着せられることが少なくないのだから。

　そんなわけで、極きわめて不本意なことながら、俺は影野と同室という現実を受け入れざるを得なかったのである。

　と、その時。ドゴンドゴンとドアを蹴ける音がした。

　こんなノックをする不ふ逞ていの輩やからは一人しか知らない。やがて俺達の返事も待たずに入ってきたのは、浴衣に着替えた皐月であった。

「二人とも、いつまで部屋に閉とじこもってんのよ！　さっさと温泉行くわよ！」

「……へいへい」

　俺は浴衣姿の雪奈をもうすぐ見られるということを最後の望みにして身を奮ふるい立たせると、タオルを片かた手てに部屋を出た。




　　　　◆




　俺の最後の希望は報むくわれた。

「あ、善行さん。早く温泉行きましょう」

　にっこりと俺に微笑ほほえみかける浴衣姿の雪奈。

　襟元から覗く白いうなじ。裾から覗く白い足。さらに付け加えるなら、雪奈の普段着からは想像がつかない胸むな元もとの膨ふくらみ。どうやら着やせする方らしい。

　別に着ている浴衣はそれほど綺き麗れいなものではない。白っぽい生き地じに黒っぽい模も様ようが入っただけの地味な浴衣だ。

　それでも、着ている人間次し第だいで印象はいくらでも変わる。そう実感させられる見本がそこにあった。

「ぜ、善行さん、あんまりじっと見ないで下さいよ」

　俺の視し線せんに気付いたのか、どこか居い心地ごこち悪そうに顔を伏せる雪奈。

「いや、いいじゃないか。似に合あってるぜ、その浴衣」

「あ、ありがとうございます……」

　別に俺は女の扱あつかいが不ふ慣なれなチェリーボーイではない。その気になればこれぐらいは素すで言ってやれるのだ。

　しかし雪奈はこういう褒ほめ言葉には慣れていないのか、頰ほおを赤らめてうつむいてしまった。

　いい。実にいい雰ふん囲い気きだ。ここでもう一つ二つ口説き文もん句くを口にすれば、あるいは雪奈だってその気になってくれるかもしれない。

　だが、世の中はどこまでも理り不ふ尽じんだった。

「何やってんの雪奈、さっさと温泉いこー！」

「え、え？」

　雪奈が戸と惑まどう間すらなかった。後ろからやってきた皐月が、雪奈の腕うでを摑つかむとさっさと連れて行ってしまったのである。

「何やってんだ善行、俺達も行こうぜ」

　そして俺の傍そばに残ったのは、無ぶ愛あい想そうにして無ぶ骨こつな野や郎ろうが一人。




　……四人での旅行となった時から、薄うす々うす予感がしないではなかった。

　ひょっとして今回は、こんな寸すん止どめの展てん開かいばかりなのではなかろうかと……。




　　　　◆




　この旅館は、どこをどう見てもごく普ふ通つうの日本旅館という感じだった。玄げん関かんもそうだったし部屋もそうだ。

　そして、前もって調べておいた情じよう報ほうによると、これから向かう浴場でさえも例外ではないらしい。室内の浴場と外の露ろ天てん風ぶ呂ろが一緒になっている、それこそどこの温おん泉せん旅館にもよく見られそうなごく普通の浴場。

　何度も言うが、俺は別に温泉なんてものにはこれっぽっちも興きよう味みはない。混こん浴よくでないことはすでに分かっているからなおさらだ。普通の湯より温泉の方が体にいいことは分かるが、そんなものに頼たよらずとも健康には自信がある。普通にシャワーを浴びればそれで充じゆう分ぶんだ。

　露天風呂であろうと同じことだ。風呂なんて入れれば外にあろうが中にあろうが関係ない。むしろ野外の風呂と聞いただけで、湯冷めしそうだとか不ふ衛えい生せいだとかそんな悪いイメージしか抱いだけない。

　無む論ろん、露天風呂の付加的な価か値ち──とても開かい放ほう的であるという点については興味がないわけではないが、弁べん護ご士しとして法に触ふれる行こう為いができない以上、その価値もまるで意味を成さない。

　こうなると、風呂上りの雪奈を見られることが唯ゆい一いつの慰なぐさめとなるのだが……よく考えるとこれはとてつもなく志こころざしの低い慰めである。盛さかった高校生ではないはずだ、俺は。

　そんなわけで、浴場へ向かう俺の足取りが、まるで被ひ告こく人にんが罪つみを認みとめている裁さい判ばんに臨のぞもうとする弁護人のようになってしまったのは無理からぬことだった。

　しかし。

　浴場へと向かうその途と上じようで、事じ件けんは起こったのだ。




　おぎゃあおぎゃあという赤ん坊ぼうの泣き声が聞こえた。

　ふと前を見ると、俺達と同じく浴場へ向かっている夫ふう婦ふらしい男女がいた。赤ん坊の泣き声は男の方から聞こえてくる。恐おそらく腕の中に赤ん坊を抱だいているのだろう。

　それにしても、やけに背せの高い男だった。俺や影野よりも高いだろう。決していかつい体たい格かくというわけではなさそうだが、やたらと骨ほね太ぶとそうな印象を受ける。

　女の方は、後うしろ姿すがたから推すい測そくしたところでは二十五、六歳さいぐらいに見えた。ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみが印象的である。

「くそ、どうして俺がやるとすぐ泣き出すんだ？」

　そんな男の声が聞こえた瞬しゆん間かん──俺と影野は顔を見合わせていた。

「おい影野。俺の聞き間ま違ちがいならいいんだが、今の声、なんか聞き覚えがないか？」

「……いや。不本意だが、俺もお前と同じ感想を抱いた」

　影野の顔は、心なしか青ざめているようにさえ見えた。今回ばかりは俺も似たような顔をしていたかもしれない。

「あらあら、ダメですよ功く徳どくさん。女の子なんだからもっと優やさしくしないと」

　妻つまらしき女が赤ん坊を取り上げる。すると、あっさりと泣き声が止やんだ。

　功徳。そんなふざけた名前を持つやたらと背の高い男に、俺は一人だけ心当たりがあった。

「まさか……氏うじ神がみか？」

　無む意い識しきの内に俺の口からそんな固有名めい詞しが出ていた。

　反はん応のうはすぐに返ってきた。その夫婦らしき男女が俺達の方を振ふり返ったのだ。

　女の方は知らない顔だった。向こうも俺達のことを知っている由よしもなく、キョトンとしている。

　だがもう一人──背の高い男の方は、

「げ」

　俺達を目にするなり、心底嫌いやそうな顔をしていた。

　後姿からでは分からなかったが、男はメガネをかけていた。そう、二年前と同じように。

「善行さん、知ってる人なんですか？」

　雪奈が小首を傾かしげる。

「……ああ。ちょっと昔のな」

「功徳さん、お知り合いの方ですか？」

　氏神の連れの女も、同じことを尋たずねていた。

　しかし、

「いや、人違いだ。さっさと行こう」

　功徳と呼よばれた男はそう言って何も見なかったフリをしようとした。

　もはや間違いない。あの口調、あの性せい格かく。やはりあいつは氏神功徳だ。

「ダメですよ功徳さん、お知り合いの方でしたらちゃんと挨あい拶さつしないと」

　氏神のあからさまな態たい度どにウソを見て取ったのか、女の方が氏神の腕うでを引っ張ぱってこっちに連れてくる。

　氏神功徳。

　メガネをかけていることから、見方によっては理知的に見えないこともない顔立ちをしているが、それでも生せい来らいの目つきの悪さを隠かくすには至いたっていない。そして俺や影野さえも上回る大きな体格。

「お前、やっぱり氏神か？」

　確かく認にんするようにそう言ったのは影野だった。

　氏神は小さく舌した打うちをしてから、しぶしぶといった感じに口を開いた。

「ああ。まさかこんなところで再さい会かいすることになるとはな。久ひさしぶりだな影野。それに山鹿も」
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「……あ、ああ」

　あまりにも唐とう突とつな再会。俺でさえ、わずかな動どう揺ようを禁きんじえなかった。

　この場の雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、こういう状じよう況きようでは必ず首を突つっ込こんでくる皐月も、今回ばかりは黙だまって様子をうかがっている。

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがその場を支し配はいしかけたそのとき、

「こんにちは、みなさん」

　氏神の連れの女がにっこりと微笑ほほえみながら言った。

　胸むな元もとには十じゆう字じ架かのアクセサリーをぶら下げている。腕の中には無む邪じや気きな顔をした赤子を抱き、柔にゆう和わな笑みを浮うかべたその様は、まさに聖せい母ぼのようだった。なんでこんな女が氏神のような悪あく逆ぎやく非ひ道どうな男と一いつ緒しよにいるのだろう。そもそも、その赤子は一体誰のガキなのだ？

　その女は、俺達が風ふ呂ろへ行く格かつ好こうをしていることを見て取ると、

「主人のお知り合いの方だそうですね。きっと積もるお話もあるでしょうから、ここで立ち話をするのもなんですし、とりあえず温おん泉せんまでご一緒しませんか？」

　それはこの時点では非ひ常じように建けん設せつ的な提てい案あんだった。




　　　　◆




「……少し熱いな」

「バカヤロウ、これぐらいが丁度いいんだよ」

　屋外の露ろ天てん風呂。その湯に浸つかった俺の感想に、氏神は江戸っ子のような口調で答えた。メガネをかけていると一いち応おうは理知的に見えてしまうため、妙みように違い和わ感がある。

　硫い黄おうの臭においと湯気が立ち込める屋外の浴場は、想そう像ぞうしていたよりもずっと広かった。

　あまり先客がいなかったのも俺にとっては幸いだった。こんな目つきの悪い連中と一緒にいるところを見られれば、俺おれまで同類ではないかとあらぬ誤ご解かいを受けてしまいかねない。

　辺りはすでに夜の帳とばりが降おり始めている。確たしかガイドブックによれば〝舞まい落ちる雪を見ながら入れる露天風呂〟が名物だったはずだが、あいにくと天気は好天で雪は降ふっていない。

「それにしても、まさかこんなところでお前らに会うとはな」

　氏神はしみじみと言った。

「そいつはこっちのセリフだな。何であんたがこんなところにいる？」

「俺が温泉に来ちゃ悪いような言い方だな。近所の商店街の福引で温泉旅行を引き当てちまったんだよ、文もん句くあるか」

「なんだ、俺達と同じか」と影野。

「ああ、ってことはお前らも同じ福引か？　なるほど、それなら納なつ得とくできるな」

　確かに、無数にある県外の温泉旅館の一つに、それも同じ日に宿しゆく泊はくするなどという偶ぐう然ぜんがそうあり得うるものだとは思えない。

　しかしよく考えてみると、ここしばらく会ってなかったとはいえ、氏神は俺達と同じ町に住んでいるのだ。同じ福引の特賞を引き当てるという偶然は……限かぎりなく低いことは確かだが、有り得ないこともないだろう。

「しかし、あんたと会うのは何年ぶりだ？　もう二年ぐらいになるんだっけか」

「まあそれぐらいだろうな。……ちっ、やっぱりここじゃメガネは無理か」

　影野の問いかけに、氏神は肩かたをすくめて答えた。そしてすっかり白く曇くもったメガネを外す。おかげで少しは理知的に見えなくもなかったその面つらに、怖こわさだけが残った。

　しかし、二年か。光こう陰いん矢やのごとしとはよくいうが、もうそんなに経たつのか。

　氏神功徳。年ねん齢れいは俺より二つ上、つまり影野の一つ上である。知り合ったのは確か大学の合コンか何かだったはずだ。今だからいえることだが、せっかくの合コンで男と知り合うというのもどうかと思う。

　その時こいつは医大生をやっていた。俺が弁べん護ご士しのタマゴなら、こいつは医者のタマゴだったというわけだ。

　医者といえば弁護士に次ぐエリート職しよくと言えるだろう。そのエリート街かい道どうを驀ばく進しん中ちゆう、おまけにメガネをかけたこいつは、傍はたから見れば充じゆう分ぶん優ゆう等とう生せいに見えた。

　しかし、どういうわけかこいつはその辺の女よりも俺や影野と馬が合ってしまった。で、とりあえず三人で夜の街へと繰くり出し、色々とやったというわけである。

　……具体的に何をやったかはあまり思い出したくない。若わかさゆえの過あやまち、というヤツである。そう、三人揃そろってホスト・トリオ、略りやくしてホストリオなどというくだらないあだ名がついたのもその頃ころだ。

　しかし、医大生というものは学年が上がるごとにやたらと忙いそがしくなっていくらしく、ある時期を境さかいにばったり俺達と会わなくなってしまったのだ。俺も影野も〝来る者は拒こばまず、去る者は負け犬〟がモットーである。それから二年間、電話一つしなかったのだが……。

　たかが二年、されど二年だ。医者の試験とやらはよく知らないが、二年も経ったのだからこいつももう医者になっているはずだ。

「さて……正直積もる話は色々あるんだが、まずは何から話したもんだろうなあ？」

「何を言ってやがる」

　氏神の言葉に、影野は間かん髪はついれずに問い返した。

「まず話してもらうことは決まってるだろ。あの女と赤ん坊ぼうは一体なんなんだ？」

　そう。気にならないはずがなかった。かつての知り合いと二年ぶりに再会してみれば、なぜかその傍そばには女と赤ん坊がいたとくれば。

「見て察しろよ。俺の家内と娘むすめに決まってるだろ」

「…………」

「…………」

　俺と影野は自然と押おし黙だまった。

　まああの時の会話からすれば、うすうす感じていたことではある。しかしあらためて本人の口から言われると、やはりどうしても違和感を持ってしまう。

「どうしたお前ら、急に黙り込みやがって。俺が所帯持つのがそんなにおかしいか？」

「ああ、おかしいに決まってる」

「そうだな。新手の結けつ婚こんサギを始めたと言ってくれた方がまだ信じられるな」

　俺と影野が交こう互ごに言う。氏神はいささか呆あきれ気味なジト目で俺達を睨にらみつけ、

「……ったく。その辺の性せい格かくは変わってねーな、お前らは」

「しかし、お前に娘とはな。さては種まきに失敗したな？」

　俺はニヤニヤと笑いながら尋たずねた。なにしろ氏神は二年前からこの面つらである。女受けはいい方だったし、事実何人もの女に手を出していた。そんな遊び人が人生の墓はか場ばの代だい名めい詞しである結婚に追い込まれる理由なんてものは、〝できちゃった〟以外に考えられない。

「ふん、籍せきを入れるより妊にん娠しんの方が早かったのは確たしかだがな。それでもこれだけは言っておくが、佐さ緒お里りとは最初からそうしようと決めてたんだからな」

　佐緒里というのがあの女の名前か。

　しかし、奇き妙みようなことをいう。子こ供どもができてから籍を入れる──。あまり一いつ般ぱん的でないことは確かだ。

　俺の不信感は高まったが、どういった経けい緯いを経へてそういう結果に至いたったかについて問い質ただすのは思いとどまった。

　なぜなら氏神がどこかニヤニヤした顔で遠い目をしていたからだ。女に関連することでニヤニヤする──。その理由を問い質せば、まず間ま違ちがいなく出てくるのはノロケ話の類たぐいだ。世の中には六十億の人間がいるというが、その中でもこいつと影野の口から絶ぜつ対たいにノロケ話だけは聞かされたくない。俺がする分にはいいんだが。

「それより、俺も質問していいか？」

　氏神はニヤけていた面を元に戻もどすと、俺に向き直って尋ねた。

「……なんだよ」

「なんだよじゃねえ、お前らこそあの連れは一体どういう組み合わせだ？　お前らが女連れで泊とまりに来るってのは別に驚おどろかん。だがな、あの二人の女の片かた方ほう、あれはどうみても中学生ぐらいにしか見えなかったぞ。お前らいつからそんな趣しゆ味みになった？」

　……まあ確かに男二人に女二人という組み合わせだった以上、そういう疑ぎ惑わくを抱くのも無理はないかもしれない。

「誤ご解かいすんな。こっちも色々事じ情じようはあるが、少なくともお前が想そう像ぞうするような趣味はねえよ。あのガキは単なる俺の事じ務む所しよの不法侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はんだ」

「はあ？」

　氏神は不ふ可か解かいそうに眉まゆをしかめたが、面めん倒どうなので説明はしてやらないことにする。

「福引の温おん泉せん旅行を引き当てたのはあのガキだったんでな。不本意だが連れて来ざるを得なかったってだけだ」

　だが、さすがに氏神に変な疑惑を抱いだかれるのは嫌いやだったのか、珍めずらしく影野が俺の説明を補ほ足そくする。

「……イマイチよく分からんが、まあいい。よりにもよってお前らがそっちの趣味に走ることだけはありえんだろうしな。

　だが、あのちっこい方はともかくとしても、もう一人の綺き麗れいなねーちゃんの方はどうなんだ？」

「ああ、あれは俺のだ。手を出すなよ」

　とりあえずそう言っておく。

「ほう、お前のか。しかしそいつは不ふ釣つり合あいだな。ありゃあどう見ても清せい純じゆん派はだ、お前みたいな汚よごれきった獣けだものにゃもったいない」

「ふん、お前に人のことが言えるのかよ。お前の連れこそ一体ありゃなんだ？　まるで後光でも差してそうな女じゃないか」

「そいつは俺も疑問だった」と影野。「どうしてあんないい女がお前とくっついた？　医者の身分をひけらかしてひっかけたのか？」

　氏神は腹はらを立てる素そ振ぶりさえ見せなかった。

「ふむ。そうだな、後光が差してるってのは案外いい表ひよう現げんかもしれん。あいつはクリスチャンで元シスターだからな。……なんつったかな、ガーリックだかなんだか」

「……ひょっとしてカトリックか？」と影野。

「ああそうだ、カソリックだ」

　なるほど、そういえば首から十じゆう字じ架かを下さげていたな。なるほど、シスターと言われればあの雰ふん囲い気きもなんとなく頷うなずける。しかし、自分の妻の宗派ぐらい覚えておけっつーの。何がガーリックだ。

「だがな、これだけは言っておくぞ。確かに俺は医い師し免めん取ったが、あんまり儲もうけのよくない業種に就ついちまった。だから医者の身分で女をひっかけるなんてことは一度もしたことがないんだよ」

　氏神の言葉に、影野が不思議そうな顔をした。

「そうなのか？　医者っつえば儲かる職しよく業ぎようの代表だと思ってたが」

「いや、少なくとも俺の選んだ道はそうじゃないな。ま、公務員だから食うに困こまることはないだろうが」

「こ、公務員だと？」

　俺は思わず聞き返していた。

　公務員の医者というものはあまり聞いたことがない。

「あんた、一体どんな医者やってんだよ？　自じ衛えい隊たいか何かか？」

「違うな。監かん察さつ医いだ」

「か、監察医か！」

　監察医。行ぎよう政せい解かい剖ぼうをする医者のことだ。なるほど、あれは確かに公務員だ。

　しかし、この男が監察医になるとは──。

「なるほどな、意外だが納なつ得とくはできる。確かにてめーなら生きてる人間より死体を扱あつかってる方がお似に合あいだ」

「ああ、俺もそう思う。死体なら多少手て荒あらに扱っても文もん句く一つ言わないからな」

　医者にあるまじき発言である。

「しかしそうなると、ますますお前には不釣合いな女じゃないか。よりにもよって聖せい職しよく者しやが死体漁り専門のお前と結けつ婚こんするなんてな」

「……確かにあれは俺には過すぎた女かもしれんな」

　影野の言葉に、氏神は反はん論ろんするどころか珍しく殊しゆ勝しようなことをほざいた。しかし、遠い目をして言われるとノロケの一種にしか聞こえん。

　と、隣の浴場から悲鳴が上がったのはそんな時だった。

「えいっ」

「きゃっ！　ちょ、ちょっと伊予ちゃんどこ触さわってるの！」

　皐月の声に続き、雪奈の悲鳴が辺りに響く。何事かと俺が耳をすますと、皐月のこんな呟きが聞こえてきた。

「うーん、雪奈ってこんなに着やせする方だったのね……。いいなあ」

　俺は思わず天国と地じ獄ごくを隔へだてている竹の壁かべを見やった。一いつ瞬しゆんでも皐月のクソガキがうらやましいと思ってしまった自分が悲しい。

　あの竹の壁の向こうには天使のたむろする天国がある。薄うすい壁だ。その気になれば、隙すき間まを開けることもよじ登ることも簡かん単たんだろう。しかし今の俺は、どんな小さな障しよう害がいであろうと飛び越こすことは許ゆるされない立場にある。ああ、大人になるとはこういうことか。

　そして、今俺の目の前にいるのは──影野と氏神という、むさくるしい野や郎ろうが二人。一緒に風ふ呂ろへ入ったところで何も楽しいことなどない。

　想そう像ぞうしてみる。さっき聞こえてきた皐月の声から推すい測そくできる行こう為いも、女同士でやれば絵にもなるだろう。しかし、もしこれが男同士だったら──

『てりゃ！』

『うお!?　てめえ、いきなり何しやがる氏神！』

『ふん影野。貴き様さま、ずいぶん胸むな板いた厚あつくなったな』

「…………」

　俺は思わず湯船の中で頭を抱かかえ込こんだ。一瞬でも想像してしまった自分が嫌になる。

「どうしたんだ山鹿のヤツ。なんか急にたそがれ始めたぞ？」

「ほっとけ。この温おん泉せん来てからずっとあんな調子なんだ、あいつは」

　反論する気力はなかった。

　それでもなんとか俺が立ち直ると──なぜか氏神がニヤニヤと薄ら笑いを浮うかべていた。

「しかしあのねーちゃん、いい体してんだな。それで山鹿、実じつ際さいに見た人間としてはどうなんだ？」

　そんなことを言いながら肘ひじで俺を突つっつく。オヤジかこいつは。……いや、実際親おや父じになったのか。

「うるせーよ、妻さい子し持ちは黙だまってろ」

　内心の動どう揺ようを隠かくして言い返す。

　しかし、

「おい、見み栄えを張はるなよ山鹿」

　と、影野が余よ計けいな口を挟はさんだ。

「氏神、言っとくがこいつがそんなことを知ってるわけがないぞ。何せこいつは──」

「か、影野！　よせっ、余計なことを言うんじゃねえ！」

　しかし、未いまだかつてこの男が俺の要よう請せいを素す直なおに受け入れたことは一度もなく、それは今回も同じだった。

「──こいつは、あの女とはまだロクに手も繫つないでないんだからな」

「なにいいいいいいいいいぃぃぃぃぃぃ!?」

　露ろ天てん風呂内に、氏神の悲鳴が響ひびき渡わたった。

「なんだと!?　毎まい晩ばんのように歌か舞ぶ伎き町ちようを闊かつ歩ぽし、手にかけた女はダース単位、レディズ・キラーの二つ名で呼よばれたこいつが、たかが一人の女の手も握にぎれてないってのか!?」

「お、おい、静かにしろっ、隣となりに聞こえるだろうが！」

　慌あわてて氏神の頭を湯の中に沈しずめる。

　いっそこのまま露天風呂殺人事じ件けんでも起こしてやろうかとさえ思ったが、氏神は取り乱みだすこともなく無む造ぞう作さに俺の腕うでを払はらい、湯船から頭を上げた。そして何事もなかったかのように、啞あ然ぜんとした顔で続ける。

「信じられんな……。一体どういう心しん境きようの変化だ？　頭でも打ったのか？　それとも体の大事な部分が機き能のうしなくなっちまったのか？　ああ、そういうことなら納なつ得とくできるな。

　おい、水みず臭くさいぞ山鹿。俺だって同じ男だ、そうなった時の辛つらさは体験したことはないが、想像はできる。これでも一いち応おう免めん許きよは持ってる医者だぞ、昔のよしみで診みてやろうじゃないか」

　と、氏神はなぜか視し線せんを俺の下の方へ下げ──

「アホかてめえはっ!!」

　湯船の中から繰くり出される俺の回し蹴げり。不意を突いたはずの一いち撃げきだったが、氏神は見事なバックステップでそれをかわしてみせやがったのだった。

　野郎三人で風呂へ入ることになった時から、薄々予想はしていた。

　ひょっとして今回は、こんな展てん開かいばかりなのではないかと……。

「おい、お前ら。さっきから騒さわがしいぞ、少しは静かに入れねえのか」

　苛いら立だたしげな声に振ふり返ると、おっさんとじいさんの中間ぐらいの男が不ふ機き嫌げんそうな面つらで俺おれの方を見ていた。一見するとかなりガラの悪そうな男だ。

　まあ確かに公共の風呂で大声を出したり回し蹴りをしたりすれば、それは迷めい惑わく行為というものだ。

　だが、今回ばかりはタイミングが悪い。

「あぁ？　なんか言ったかジジイ。言いたいことがありゃこっち来てはっきり言えよ、いくらでもじっくり聞いてやるぜ？」

　検けん察さつ官かんを見るように睨にらみつける。

　我われながらとんでもない逆ぎやくギレである。今回ばかりは俺の虫の居い所どころが極きよく端たんに悪かったのだ。これでケンカにでも発展すればむしろ憂うさ晴らしになる──俺はさらに挑ちよう発はつするようにクイクイと手て招まねきした。

「……ちっ」

　しかしその男は見た目ほど度ど胸きようがあるヤツではなかったのか、舌した打うちを一つするとどこかきまり悪げにスゴスゴと屋内の浴場へと戻もどっていった。

「ふん、骨ほねのねえ野や郎ろうだ」

「……おい影野。こいつは今どこかの組にでも入ってるのか？」

「いや。信じられんかもしれんが、こいつは弁べん護ご士しなんてものをやってる」

「ああ、それならヤクザと似たようなもんだ、今の言動も大いに納得できる」

　……どいつもこいつも。

「さてと。こういつまでも湯に浸かってるとのぼせちまうからな」

　と、氏神が突とつ然ぜん立ち上がった。

「おい、お前らもそろそろ上がってちょっと付き合え」

「あぁ？　こんなところで何に付き合わせる気だ？」

　俺が問うと、氏神はニヤリと唇くちびるをゆがめた。

「何せ二年ぶりの再さい会かいだ。俺達の仲を深めるためにも、三人で輪になって背せ中なかでも洗あらい合おうじゃないか」

『ぜってーやらねえ』

　極きわめて珍めずらしいことに、俺と影野の声がハモった。




　　　　◆




　風ふ呂ろを出た時には、時じ刻こくは午後五時半を回っていた。

　脱だつ衣い場じようの前はちょっとした待合室になっている。いや、談話室と呼ぶべきか？

　マッサージチェアはもちろん、ジュースやアイスクリームの自動販はん売ばい機きが何台も並ならび、風呂上りの客から小こ銭ぜにを巻まき上げようと待ち構かまえている。

　さらに基き本ほんに忠ちゆう実じつというべきか、卓たつ球きゆう台だいとエアホッケーの台までもが置かれていた。風呂へ入る前に一ひと汗あせ流せということだろうか？　まさか風呂上りにこんなものをやってまた汗をかこうと考える輩やからがいるとも思えんし。

　しかし。

「やっぱり女の風呂は長いな。おい影野、暇ひまつぶしに一勝負やらないか？」

　コーヒー牛ぎゆう乳にゆうを飲み下した氏神は、臆おく面めんもなくそう提てい案あんした。

「冗じよう談だんじゃない。なんで風呂入った後にまた汗をかかなきゃならん」

　影野の返答は常じよう識しき的であった。

「ちっ、腰こし抜ぬけめ。じゃあ山鹿、お前付き合え。風呂場でたまったうっぷんを晴らさせてやろうじゃないか」

「あいにくだが俺も影野と同意見だ。そんなもんやってられっか」

　だが氏神は俺の返事を聞くと途と端たんにニヤリと笑った。見てるだけでぶん殴なぐってやりたくなるような顔つきだ。

「山鹿。お前、いつから影野と同じ思考をするようになった？」

「うるせえ。今回はたまたま影野と同じ意見だったってだけの話だろ」

「ウソだな。お前は昔から天邪鬼あまのじやくの化け身しんだったようなヤツだ。そんなお前が、こともあろうにひねくれものの影野と同じ意見を言うはずがない。あ、さてはお前──」

　さらにいやらしく口元を歪ゆがめる。

「──負けるのが怖こわいんだな？」

「っ上等だ！　吠ほえ面かくなよコラァ!!」




「すいません善行さん、すっかりお待たせしちゃって」

　……女湯から雪奈達が出てきたのはその三十分後だった。氏神の妻さい君くんも一いつ緒しよである。

　浴衣ゆかた姿すがたでおまけに湯上りの雪奈である。もはや否ひ定ていはしない、志こころざしが低いと言われようが、やはり俺はこれが楽しみでこんな旅館へやって来たのだ。

　温おん泉せんの熱気でやや上気した頰ほお。かすかに濡ぬれた髪かみの毛も、かえって雪奈の艶あでやかさを増ましているように見える。特に襟えり元もとから覗のぞくうなじや鎖さ骨こつの辺りの展てん望ぼうは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。水もしたたるいい女とはよく言ったものである。……いや、これは男を形けい容ようする言葉だったか？　まあどっちでもいいが。

　ちなみに、氏神の妻君の方も雪奈とはまた違ちがった大人っぽさを醸かもし出しており、なかなかにイケていた。三年ぐらい前の俺だったら声の一つもかけていたかもしれない。

　しかし、見れば見るほどこれが氏神の妻つまだという話には納得がいかない。一体この男はどこでどうやってこんな女を拾ってきたのだろうか？　本気で犯はん罪ざいの匂においが漂ただよってくるような気さえする。なにしろあの氏神なのだ、ホレ薬の作り方を見つけたと言われても納得してしまうだろう。

　とその時。二人に比くらべると色気もクソもない皐月がとてとてと俺の方へ寄よってきて、怪け訝げんそうな表ひよう情じようを浮うかべた。

「ねえ善ぜん行こー。あんた温泉入ってたんでしょ？　なのになんで汗だくになってんのよ？」

「あら、功徳さんまで」

　赤子を抱かかえた氏神の妻君も一緒に首を傾かしげる。

「いや、豪ごう華かな夕食前のちょっとした運動さ。なあ山鹿？」

「あ、ああ」

　頷うなずかざるを得なかった。

　結局、勝負の方はスコアの数え方が分からなくなってうやむやになってしまった。

　とりあえず氏神と一緒にいるとロクなことが起こらないということだけは再さい認にん識しきした。
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　　　　◆




　夕刻。旅行の楽しみの一つである夕食の時間である。

「雪奈、そこの醬しよう油ゆとってくれないか？」

「はい、どうぞ」

　と手て渡わたそうとしたところでお互たがいの手が触ふれ、「あっ……」と息を吞のむ雪奈。

　目と目が合い、沈ちん黙もくが続き、そしてムードが高まったところで以下検けん閲えつにより省しよう略りやく。

　……雪奈に「温泉に行きましょう」と提案され、こんなイメージが一いつ瞬しゆんながら俺の頭をよぎったことは、残念ながら否定できない。

　そして、俺達の旅行に余よ計けいなオマケが二匹ひき付いてくることが分かった後でも、カミサマの采さい配はいでその余計な二匹が湯当たりでもして寝ね込こんでしまう可か能のう性せいを少しばかり信じていたこともまた否定はできなかった。

　だが、運命はどこまでも冷れい酷こくであり、現げん実じつはどこまでも過酷であった。

「ねえ影野、刺さし身みばっかり食べないでよ！　そういうのは食べ盛ざかりのあたしのためにあるんだからね！」

「うるせえな。食べ盛りなら栄養のために野菜でもひたすら食ってりゃいいんだよ」

「むー」

「お子さんはもう乳ちち離ばなれなされたんですか？」

「ええ、もう離り乳にゆう食しよくなら食べられるんですよ」

「あー、またマグロ食べた！　もういいもん、残りは全部あたしが独どく占せんしてやるわ！」

「あ、このやろ！　皿ごと持ってくヤツがあるか！　刺身なんてもう何か月も食ってねえんだぞ！」

「…………」

「どうした、何たそがれてんだ山鹿」

　氏神が俺のコップにビールを注つぐ。

「……ここ最近こんな賑にぎやかな食事なんてなかったから感動してんだよ」

　思わず涙なみだでもこぼしてしまいそうだった。

「ほう、それはそれは。お前にも感動するなんて感情がまだ残ってたとは驚おどろきだ」

「うるせえ」

　俺はそう吐はき捨すててコップに口をつけた。

　ここは俺と影野の部屋である。

「どうせならみんなで一緒に食べませんか？　大おお勢ぜいで食べた方が楽しいですし」

「ええ、そうですよね！」

　という氏神の妻さい君くんの提てい案あんと、それに対する雪奈の即そく答とうにより、あっさりと六人分の夕食がこの部屋へ持ち込まれることとなったのである。

　部屋の中央に置かれたテーブルには、山菜と地じ鶏どりを煮に込こんだ鍋なべに刺身を盛もった大きな皿、その他色々な和風のおかずが所ところ狭せましと並ならべられている。どうでもいいが、日本の旅館というヤツは山の中にあろうと必ず刺身が出てくるのはなぜだろう。

　ちなみに、食事の前には氏神家のしきたりに従したがい、なぜか信じてもいないカミサマにお祈いのりをさせられることとなった。とりあえず氏神と影野が手を合わせてお祈りしている様さまは笑えた。

　料理の味の方は、まあ元がタダであることを考えれば文もん句くはなかった。だが、なぜか俺の席がテーブルの一番端はしっこで、右みぎ隣どなりには氏神が、前には影野と皐月が座すわっているという状じよう況きようだけは許きよ容ようできなかった。これでは雪奈と手が触れることはおろか、会話すらロクにできやしない。

　まあよく考えると、雪奈と二人っきりで食事なんて事じ務む所しよでも時々やってることだし、手が触れ合う程てい度どのことならそう珍めずらしいことでもない。となると、もしこの場で二人っきりで食事ができたとしても大して進しん展てんはなかったかもしれないのだが……。

　そもそもである。さっきも言ったが、俺と雪奈はよく二人っきりで食事をしているのだ。それも夜中に、ベッドもすぐ隣にある俺の事務所で。

　そんな状況である。雪奈だって多少は意識してくれてもいいはずなのだ。しかし雪奈はいつも楽しそうに食事に付き合ってくれるが、やはりそこから先へはまったく発展しない。

　これが昔の俺なら、露ろ天てん風ぶ呂ろで氏神が言った通り、多少強ごう引いんでもさっさと事を進めていただろう。

　だが雪奈の場合は半年前に再さい会かいした時の状況が状況だったし、その性せい格かくを考えると強引なやり方ではうまくいかないような気がするのだ。そんなわけで、やはり雪奈の方にもうちょっとその気になってもらうのを待っているのだが……残念ながら今のところそれといった前ぜん兆ちようもない。

　あるいは、雪奈の方が当分はこのままお互たがいが気楽でいられる状じよう態たいを維い持じしたいと願っているのかもしれない。むしろ俺としてはそう思いたい。

　それともひょっとして、昔「俺のことを兄だと思え」と言ったことが災わざわいしているのだろうか？　うーむ、よく考えるとこの説が一番これまでの雪奈の態度を裏うら付づけるだけの説得力を持っているようにも思える……。

「どうした山鹿、何を考え込んでやがる？　せっかく俺が酌しやくをしてやってんだぞ、ぐっといけぐっと」

　男に酌をされて何が楽しい？　そう思わずにはいられなかったが、こうも女のことでうじうじと悩なやんでいるとさすがに自分がアホらしくなる。俺はヤケ酒のつもりでそれを一気に飲み干ほした。

「お、いい飲みっぷりだ。偶ぐう然ぜんとは言えせっかく俺達三人が久ひさしぶりに揃そろったんだ、今日ぐらいはガンガンいこうぜ。さあ次いけ次」

　またすぐに注がれる黄色い液えき体たい。

　確たしかに地元からこんなにも遠く離れた温おん泉せん宿で、この男と再会するというのは運命的という以外の何物でもない。

「仕方ねえ、いい加か減げん俺も悟さとったぜ。今日ぐらいは運命論ろん者しやになってやる、こうなったらとことん付き合ってやらあ！」

　俺は何なん杯ばい目めかのビールをぐっとあおった。




　　　　◆




「ふう、食った食った。満足だ」

「……そりゃ、あれだけ食えば満足もするわよねえ」

　幸せそうに腹はらを押さえる氏神を、皐月はいささか呆あきれ気味に横目で見た。

　さすがに一時間も経たつ頃ころには、テーブルの上の料理もほとんど空になっていた。

　そのほとんどを食ったのは氏神である。こいつは昔から、見た目以上の大食らいだった。さすがに俺たちの分まで食うことはなかったが、それでも女三人が食べ切れなかったものをすべて胃に収おさめたし、鍋が空になってからもご飯をお代わりして雑ぞう炊すいにして食うという有様だ。間ま違ちがいなく、米だけでも三合は食っているだろう。

「その大食いっぷりだけは健けん在ざいのようだな」

「俺おれぐらいに頭を使う人間になると、消費カロリーも半はん端ぱじゃないんでね」

　俺の皮肉を込めたセリフにもまったく動じることはない。

　さすがに俺や影野は満まん腹ぷくになると酒のペースも落ち、今はビールと日本酒をちびちびとやっているだけだった。

　皐月が氏神に質しつ問もんを投げかけたのはそんな時だった。

「ねえねえ、あんたカンサツイってのやってるんでしょ？」

　年上の、それも今日が初対面で、その上目つきが怖こわくて図ずう体たいがでかい氏神に向かっていきなり「あんた」呼よばわりである。無む謀ぼうというか、無む鉄てつ砲ぽうと呼ぶべきか。

　見た目こそ友好的とは言いかねる氏神だが、大学では会話にいつも冗じよう談だんを絶たやさず、それなりに付き合いやすい男として認にん知ちはされていた。しかしその一方で、「決して怒おこらせてはいけない男の一人」として名を馳はせていたのも確かなのだ。万が一にでも怒らせようものなら、怖いぐらいにニンマリと笑え顔がおを浮うかべたこいつに意い識しきを失うまでタコ殴なぐりにされること必ひつ定じようである。それも医者のタマゴだけあって打だ撃げきは常つねに急所を捉とらえ、それでいて後こう遺い症しようは残さない程度に手加減するという徹てつ底ていぶりだった。

　知らぬこととはいえ、そんな氏神を相手に、よくもまあ堂々とあんな質問ができるものだと思う。

　……まあよく考えると、このガキの傍そばには無ぶ愛あい想そうという点では氏神以上である影野という存そん在ざいがあるのだから、いくらか免めん疫えきがついてるのかもしれないが。

「ああ、確かに俺はカンサツイってのをやってるな」

　皐月のいささか無礼な質問に、氏神は特に気に障さわった様子もなく答えた。まあさすがに自分の妻さい子しの前で、それもガキを相手にして怒るなんてことはないらしい。

「それでさあ、カンサツイってなんなの？　医者だってことはちょっと聞いたけど」

「死体を解かい剖ぼうして飯にしている連中のことだよ」

　そう俺が代わりに答えてやると、

「……ケンカ売ってるだろ山鹿。ゾンビか俺は？」

　カンサツイはジト目で俺に抗こう議ぎした。

「俺は何も間違ったことは言ってないつもりだがな」

「そりゃ間違っちゃあいないがな。言い方ってもんがあるだろ」

「死体の解剖……？　ああ、なるほど！」

　それで理解したのだろうか、皐月はぽんと手を打った。

「よーするに司し法ほー解かい剖ぼーとかする人？」

「いや、違う。確かに解剖はやるが、俺がやるのは行ぎよう政せい解剖だ」

「ん～？」皐月の顔に疑ぎ問もん符ふが浮かぶ。「何よそれ。どう違うの？」

「……めんどくせえな、いちいち説明しなきゃならんのか」

「いいじゃないですか、あなた」

　氏神がイヤそうな顔をすると、氏神の妻君が言った。

「あなたの仕事は立りつ派ぱなものです。伊予ちゃんみたいな素す直なおな子には是ぜ非ひ知っておいてもらうべきですよ」

　伊予ちゃんみたいな素直な子！　とんでもないガキにとんでもない評ひよう価かを下すヤツもいたものである。あるいは皐月のヤツ、また俺の知らないところで〝外そと面づらのいいクソガキ〟でも演えんじてきたのだろうか。そういえばさっき食事の途と中ちゆうで氏神の妻君が、

『この子も伊予ちゃんみたいな元気な子に育ってくれるといいわ』

　などととんでもないことを言っていたような覚えがある。

　皐月を量産するなどとはとんでもない、この世を破は滅めつさせる気だろうか？　それともクリスチャンというのは真っ赤なウソで、実はカルト教きよう団だんの信者でハルマゲドン待望者だったりするのだろうか。うむ、確かにそう考えるとなぜよりにもよって氏神なんかとくっついたかという理由も分かる気がする。俺は酔よいの回った頭でそんなことを考えた。

「仕方ないな、まあ時間もあることだし、説明してやるか」

　氏神はぽりぽりと頭をかきながら、それでも満まん更ざらでもなさそうに語り始めた。

「普ふ通つう、殺人事じ件けんが発生した場合、検けん察さつ官の指し揮きの下もとで法医学の専せん門もん家かによる解剖が行われる。まあ専門家っつっても、医大の教きよう授じゆとかだけどな。こういう法を司つかさどる検察官の指揮下での解剖をなんて言うか知ってるか？」

「司し法ほー解かい剖ぼーでしょ？」

「そうだ。それで、じゃあ俺達監かん察さつ医いが行う行政解剖とは何が違うかってことになるんだが……。簡かん単たんに言うとだ、こいつは行政レベルで行われる監察医の手による解剖のことだ」

「……イマイチよくわかんないわね」

　同感だった。

「まあそうだろうな。じゃあ少し話を変えよう。たとえば人が病気で死んだ場合、どういう手続きが取られるか知ってるか？」

「…………」

　誰だれも答えられなかった。

　俺も身近な人間が死し亡ぼうした覚えは何度かあるが、手続きらしきものをした経けい験けんはなかった。

「役所に届とどけ出るんじゃないんですか？」

　そう答えたのは雪奈だった。

「ああ、確たしかに役所に届けないと火か葬そうにすることもできないからな。

　だがその前に、一いつ般ぱんの医者に死亡診しん断だん書しよを交付してもらわなきゃならん。その書類があってようやく葬式に出せるようになるんだ。

　これが病死じゃなく殺人による死亡だった場合は、さっきも言ったように検察官の指揮下で司法解かい剖ぼうが行われ、一通りの調ちよう査さやら手続きが終わった後で葬式に出せるようになる。

　じゃあここで問題だ。病死や殺人なんかの明めい確かくな原げん因いん以外で死亡した場合はどういう手続きになると思う？　つまり自殺や自然死なんかだな」

「……よく分かんないけど、結局はまず医者に診みてもらうんじゃないの？　それで自然死だってことが分かれば死亡診断書を書いてもらえばいいんじゃないの？」

「確かに一昔前はそうだった。だが、生きてる人間ならともかく、死んだ人間の死因を調べるのはそこらの医者じゃ無理だ。俺達みたいな専門の教育を受けた医者じゃないとな。

　だからこういう場合は、一いつ旦たんは警けい察さつが介かい入にゆうして死亡前後の状じよう況きようを調べることになっている。その一方で俺達監察医が行政解剖を行って死因を特定し、殺人なんかの事件性せいがないことを確かく認にんするんだ。

　それで事件性が見つからなきゃそのまま遺い体たいは遺族に引き渡わたされて荼だ毘びにふされるが、もし事件性が確認されれば、その時は本ほん格かく的な刑けい事じ事件として捜そう査さが始まるってわけだ。この場合はあらためて司法解剖も行われる」

「なーるほど。そうやって自殺とか自然死を装よそおった殺人じゃないかどうか見分けるわけね？」

「ま、そういうことだ。それでだ、話を戻もどそう。

　なんで監察医の手による解剖を行政解剖と呼よぶかというとだが……こいつはぶっちゃけ地方自治体の制せい度どの一つだからだ。〝監察医制度〟なんて呼ばれてるがな。まあ実じつ際さいのところはまだ一部の都道府県にしか採さい用ようされてない制度なんだが。

　司法解剖が司法の下での解剖なら、行政解剖とは文字通り行政の下での解剖ってわけさ。死者の人じん権けんを守る仕事なんて言われてるがな」

　そう言って氏神は説明を終えた。

　俺も監察医制度についてはなんとなく耳にしてはいたが、それが行政レベルの制度の一いつ環かんだというのは初耳だった。

「ふーん。それで毎日死体ばっかり見てるの？」

「そうだな。だがそんなに悪い仕事でもないぞ、何せメスを持つ手元が多少狂くるっても死体なら文もん句く一つ言わんからな」

　皐月が珍めずらしくげっそりした顔になった、そんなとき。

「あらあら、やっぱりもう疲つかれたのね」

　氏神の妻さい君くんに抱だかれていた赤ん坊ぼうが、すやすやと寝ね入いっていた。

「すいません、私はそろそろ自分の部屋に戻りますね。この子を寝かせてきます」

「あ、もうこんな時間なんですね」

　雪奈も時計を見てそんなことを言った。

「伊予ちゃん、私達もそろそろ戻る？」

「そーね、寝る前にもう一回温おん泉せん入っときたいし」

　話は一いつ瞬しゆんにしてまとまってしまった。

　雪奈は俺に笑えみを向けると、

「じゃあ善行さん、それに皆みなさん、おやすみなさいです」

「あ、ああ。また明日な」

　引き留とめる理由があるわけもなく、俺は曖あい昧まいな挨あい拶さつを返して雪奈達を送り出すこととなった……。




　そして、必然的に部屋には野や郎ろう三人が残った。

「まあ影野、とりあえずもう一いつ杯ぱいいっとけ」

　氏神が影野の空になりかけたコップにビールを注ぐ。

「しかし、山鹿が本当にそこまでの関係にいってなかったとは驚おどろきだな。まさか〝おやすみなさい〟でそのまま部屋に戻すとは思わなかったぜ」

「まったくだ。弁べん護ご士しなんて職しよくについてからというもの、こいつはすっかり腑ふ抜ぬけになっちまった」

「うるせえぞ影野。お前だって女はいねえだろ、俺と同じ立場じゃねえか」

「別に俺はお前ほどがっついちゃいない。女なんて普ふ通つうに付き合うとわずらわしいだけだしな」

　こいつはこいつで二十代前半の男とも思えぬ意見の持ち主である。

「ふん、どいつもこいつも寂さびしい限りだな。ふっふっふ、そこいくと俺は佐緒里がいるからな。最近は佐緒里も育児と家事にかかりっきりでロクにヤれなかったし、今夜はせいぜい楽しませてもらうぜ。場所が変わると燃もえるしな」

「くっ……」

　これから影野と枕まくらを並ならべなければならない俺に、そのセリフはケンカを売ってるも同然である。殺意が湧わいてくるのを止められない。

「……お前は赤ん坊の寝てる隣となりでヤる気か？」

　影野がいささか呆あきれた口調で尋たずねる。

　どうでもいいが、二十代の男が三人集まって酒を飲むと上品な話ができなくなるのはなぜだろう。

　氏神は平然と答えた。

「ふっ。確たしかに伊い織おりの傍そばじゃそう激はげしくはできんだろうな。だが俺をあなどるなよ、こう見えても一いち応おうは医者なんだからな」

　自分で自分に〝一応〟を付けるところがこいつらしい。

　どうでもいいが、話の流れからすると伊織というのがあの赤ん坊の名前か？　母親の名が佐緒里で娘むすめの名が伊織……。こいつのことだ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきの思いつきで考えたに違ちがいない。

「医者っつってもあんたが診みるのは死体だけだろ。そもそも、医者と赤ん坊にどう関係があるんだよ？」

「分からんのか山鹿。専せん門もんは死体でも医学部で一通りのことは習ってるんだ、睡すい眠みん薬やくぐらい簡かん単たんに用意できるってことさ」

　思わず突つっ伏ぷしそうになる。

「貴き様さまは自分の欲望のために赤ん坊に薬を盛もる気か!?」

「お前がいうと妙みように大げさに聞こえるな。あのな、薬っつってもそんなに大したもんじゃねえんだ。確かに娘は可愛かわいいが、育児にかかりっきりで夫ふう婦ふのスキンシップがご無ぶ沙さ汰たになってるのも事実なんだからな。伊織だってたまには自分の両親にスッキリしてもらいたいって思ってるさ」

「とんでもなく都合のいい話だな。だからって赤ん坊に睡眠薬飲ませるのが親のやることか？」

「寝る子は育つっていうだろ？　その上夜泣きもしなくなるんだ、悪いことなんて一つもないじゃないか」

「……ああそうかい」

　もう好きにしてくれとしか言いようがなかった。

　あの赤ん坊には同どう情じようを禁きんじえない。こんな親がいるから、児童相談所への通つう報ほう件けん数すうも年々増ふえているのだ。

　しかしその一方で、極きわめて不本意ではあるが、ほんの少し、あくまでもほんのちょっぴりだが、氏神がうらやましいと思ったことも確かだった。

　片かたや赤ん坊がいるとはいえ、美人の妻つまと二人っきり。

　それに比くらべて俺ときたら、壁かべを一つ隔へだてた向こう側に据すえ膳ぜんが用意されているにもかかわらず、手を出すこともできずに結局ヘボ探たん偵ていと二人っきりという有様である。

　大体、雪奈との泊とまりがけの温おん泉せん旅行だからこそ色々期待してやってきたというのに、何が悲しくて野郎三人で酒を酌くみ交かわさにゃならんのだ──。

　思わず今日何度目かの絶ぜつ望ぼうの狭はざ間まに立たされかけてしまう。




　──それが、コンコンとドアがノックされる十五分前の出来事だった。
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　俺おれにとっては極きわめて不本意なことに、野や郎ろう三人の酒盛りは続いていた。

「ってことは山やま鹿しか。お前、裁さい判ばんで〝お前が犯はん人にんだ！〟ってなドラマみたいなことを何度もやってるわけか？」

「ああ。それが俺の仕事だからな」

「ほう、弁べん護ご士しなんざ面めん倒どうなだけかと思ってたが、それだけは面おも白しろそうだな。俺も機会があれば一度ぐらいやってみたいもんだ、〝犯人はお前だ！〟とかな」

「そいつはやめとけ氏うじ神がみ」と影かげ野の。「そんなことしたら山鹿が喜ぶだけだぞ、仕事の種が増えるってな」

「それは俺が無実の罪つみを他人に着せるってことか？　ふん、そんなヘマはしねえよ」

「どうだかな。しかしお前、死体の解かい剖ぼうなんてやってるんなら裁判に証しよう人にんとして呼よばれたりするぐらいはあるんだろ？」

「いや、ほとんどないな。そういうときに証人やるのは大たい抵てい司法解剖した人間だし、そもそも俺みたいな若わか造ぞうにそんな目立つ仕事はやらせてくれん。部下思いで出世願望の強い上司が、頼たのんでもないのに代理を買って出てくれるだろうよ」

「すまじきものは宮仕えか」

　コンコンとドアがノックされたのは、俺が率そつ直ちよくな感想を言い終えたそんなときであった。

「おい、誰か追加のビールでも頼んだか？」

「いや、覚えはないが」

　俺の問いに影野は肩かたをすくめて答えた。氏神も首を横に振ふる。はて、そうなると誰だろう。雪ゆき奈なや皐さ月つきなら遠えん慮りよせず入ってくるだろうし。従じゆう業ぎよう員いんが布ふ団とんでも敷しきにきたのだろうか？

　分かりきっていたことだが、氏神はもちろん影野にも応おう対たいに出てやろうという気はまったく見られなかった。いささか不本意ではあったが、この二人よりははるかに責せき任にん感を有していると自負する俺は仕方なく腰こしを上げ、ドアへと向かった。

　ドアを開けると、そこには二人の人間が立っていた。

　一人は髪かみの薄うすくなった中年男。見覚えはあった。宿帳に記入するときに少し話をした、バーコード頭が特とく徴ちようの五十嵐いがらしとかいうこの旅館の主人兼けん従業員だ。

　そしてもう一人は──なぜか氏神の妻さい君くんだった。

「すいません、ちょっとよろしいでしょうか？」

　まず五十嵐がそんなことを言った。

「はあ、なんですか？」

「山鹿さん、こんな時間に申し訳わけありません。ちょっと主人にやらなければならないことができまして」

　氏神の妻君が心底申し訳なさそうに言う。

「……ま、とりあえず中へ」

　妻が自分の夫に用事があると言われれば、俺に遮さえぎる権けん利りはない。とりあえず二人を部屋の中へと招まねき入れる。

「なんだ、佐さ緒お里りじゃないか。どうしたんだ、伊い織おりはもう寝ねついたのか？」

　自分の妻に気付いた氏神が声をかける。

「ええ、伊織は寝ついたんですけど……ちょっと事じ件けんが起こったみたいなんです。とりあえず五十嵐さんのお話を聞いてあげて下さい」

「みなさんすいません。こんな時間に押おしかけて大変申し訳ないのですが……」

　五十嵐は正せい座ざすると、申し訳なさそうにへこへこ頭を下げた。その様はまるでサラ金に借金返へん済さいの猶ゆう予よをお願いしにきているようである。

「ちょっと厄やつ介かいな事じ態たいになりまして、この町の駐ちゆう在ざいさんがどうしても氏神先生のお力を貸かして欲ほしいと申しておりまして」

　氏神様の力を貸して欲しいときたもんだ。そのセリフだけを見ると神頼みでもしているかのようである。もしこんな神がいたら怖こわすぎるが。

「おっ、俺に仕事ってことはひょっとして急きゆう患かんか何かか？」

　氏神はなぜか嬉うれしそうな顔をしていた。

「そうだな、こんな田舎いなかじゃ医者も不足してるだろうしな。分かった、診みてやるよ。いつも死体ばっかりで少し飽あき飽きしてたところだ」

　これが医者の発言であるとは思いたくない。

「い、いえ、それがその、確たしかに先生のお力をお借りしたいのですが、診てもらいたい人というのが、その──」

　五十嵐はさらに申し訳なさそうに薄くなった頭をさすった。




　……四人での旅行が決まった時から、薄々予感がしないではなかった。

　ひょっとして今回も、こんな展てん開かいになるのではなかろうかと。




「──死人なんです」




　　　　◆




「…………」

　わずかな沈ちん黙もくの後、影野が意味ありげに俺を見た。

　まあ何が言いたいかは分からないでもない。歴れき然ぜんたる事実として、最近の俺の行く手には絶たえず死体がつきまとっている。自分でもちょっと死神じみてきたなあという自覚さえ少々感じてしまうほどだ。

　もっとも、刑けい事じ弁べん護ご士しの行くところ死体が数多あまたということは、仕事の種に困こまらなくなるということでもある。マッチポンプとはこのことだ。不ふ謹きん慎しんではあるが俺としてはむしろ死神上等である。

　欠点があるとすれば、将しよう来らい俺が死んだら絶ぜつ対たいに地じ獄ごく行きということぐらいだろう。

「つい一時間ほど前なんですが、うちの旅館のお客様が、首を吊つった状じよう態たいで発見されたんです」

　五十嵐は頭をかきながら事じ情じようを話し始めた。そんなに頭をかくから髪の毛が薄くなるのだろう。

「慌あわてて今この町に二人しかいない駐在さんに連れん絡らくしたんです。それで駐在さんが県けん警けい察さつに応おう援えんを呼よんでくれたんですが……。寒いこの辺りにはよくあることでして、この近辺の道路は夜間通行止めになっているんです。到とう着ちやくは明日の朝になるとかで……。

　だからといって、首を吊った死体を一ひと晩ばんロープに吊り下げたままにするのは寝覚めが悪いですし、仏ほとけさんにも気の毒だと思いまして。そこで私、氏神先生のご職しよく業ぎようのことを思い出したんです。

　私ミステリーとか結けつ構こう好きなもんですから、監かん察さつ医いについても多少知ち識しきがあるんです。確かこういう自殺した死体が見つかった場合は、まず監察医の方に解かい剖ぼうしてもらうことになってるんですよね？」

「……ああ、まあそうだが」

　話の展開を予期したのか、氏神の声には若じやつ干かんの刺とげが含ふくまれていた。

「それで駐在さんも監察医のことはよくご存ぞん知じだそうでして、上には話を通しておくので是ぜ非ひお願いできないかということになりまして」

「つまりこういうことだな？」氏神はため息を吐つきながら言った。「俺に今すぐその死体を調べてくれと？」

　五十嵐は本当に申し訳なさそうに頭を下げた。

「ええ、すいません……。現げん状じようでは他ほかに方法もないようでして……」

　まあこればっかりは氏神が嫌いやそうな顔をするのも分からないではない。休きゆう暇か中ちゆうに仕事を押し付けられれば誰だれだって気分は悪くなるだろう。その上、仕事の内ない容ようが死体を調べることとなればなおさらだ。

　そして今その仕事を頼たのまれているのは、あの我が田でん引いん水すいを地で行く氏神なのだ。相手が悪すぎるというものである。いくらなんでもこの男がそんな要よう請せいを受けるとは思えない。

　しかしである。

「いえいえ、気にしないで下さい。こんなことでお役にたてるんでしたら喜んでお手伝いさせて頂いただきますから。ねえ、功く徳どくさん？」

　氏神の妻さい君くんはとても嬉しそうな顔をしてあっさりと請うけ合ったのだ。そして満面の笑えみを夫に向ける。

　すると驚おどろいたことに、氏神は舌した打うちを一つしただけで腰こしを上げたのである。

「ちっ。しょうがねえ、行ってくるか……」

「……珍めずらしいこともあるもんだな」

　俺の感想を代だい弁べんしたのは影野だった。

「お前が休暇中に、それも自発的に無む償しよう奉ほう仕しするなんてな。大雪でも降ふらせる気か？」

「ふん、今の俺を二年前の俺と同じにするなよ。人間ってヤツはな、年月とともに変わっていくもんなんだよ」

　まったくもって似に合あっていないセリフを口にする。まさか傍ぼう若じやく無ぶ人じんにして眼がん中ちゆう人なしのあの氏神がこんなことを言うとは。結けつ婚こんというものはそこまで人を変えてしまうものなのだろうか？

　氏神は緩ゆるんだ浴衣ゆかたの帯を締しめ直すと、自分の妻つまの前に立った。

「じゃあ行ってくるぜ佐緒里。一時間ぐらいで戻もどるから、お前は伊織を見てやっててくれ」

「はい、あなた」

　その後、目前で展開された光景に、俺は呆あつ気けに取られてしまうことになる。

　氏神はごく自然な動作で妻の肩かたにぽんと手を載のせたかと思うと、いきなり顔を近づけ、




　キスをしやがったのだ。堂々と。慣なれた動作で。俺達に見せ付けるように。




　影野が無表情のまま、ひゅうと口笛を吹ふいた。

　ああそうかいそうかい、夫ふう婦ふなんだから仕事行く前にキスの一つぐらい当たり前ですか。ああ、高校生のガキじゃあるまいし、今いま更さら目前でキスの一つや二つされたところで驚きやしませんとも。

　しかし、よりにもよって、あの氏神に、こうもあからさまに見せ付けられては腹はらが立つのを通り越こして殺意が湧わいてくる。ただでさえ俺は欲よつ求きゆう不満で散さん々ざんだというのに！

　許ゆるせん。これが逆さか恨うらみに類るいする感情だとは理解していたが、それでも氏神が許せなかった。今に見てやがれ、まだこの旅行は終わってないのだ。帰るまでにはなんとか雪奈をモノにして、今見せ付けられた以上に濃のう厚こうなのを一発見せ付けてやる！

　……いや、自分でもなんとなく無理っぽい気がしないでもないのだが。

「あ、そうだ」

　と、氏神はキスを見せ付けたことなどなんでもないことのような顔をして、俺と影野を振ふり返った。
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「そういや、お前らも死体にはそれなりに詳くわしい方なんだよな？」

　この男のことだから、てっきり堂々とキスできる相手がいることを自じ慢まんでもするのかと思ったが、どうやら本人にとってはどうでもいいことらしい。それはそれでかえって腹が立つが。

　結果として、氏神の質しつ問もんには俺と影野は肯こう定ていも否ひ定ていもしなかった。確たしかに一いつ般ぱん人じんよりは死体にかかわることも少なくないだろうが、毎日死体を診みて飯を食ってるヤツほどではない。

　氏神は俺達の沈ちん黙もくを肯定と受け取ったのか、軽く手て招まねきをした。

「付いてこいよ。俺の仕事ぶりの一つも見せてやる。どうせ夜になったってやることはないんだろ？　今なら体も温まってることだしな」

　何が悲しくて温おん泉せん宿へ来た挙あげ句く、クソ寒い夜中に野や郎ろうと連れ立って死体を見に行かなきゃならんのか──そんな思いが頭をよぎったのも確かだ。

　しかし職業病と呼よぶべきか、興きよう味みがないと言ったらウソになることもまた確かだった。そもそも、この場に残ったところでやることといえば酒かっくらって寝ねるぐらいしかないのだ。

「仕方ねえ。分かった、行ってやろう」

「俺も別にいいぜ。興味がないわけじゃないからな」

　こうして結局、俺はこのクソ寒い中を、野郎四人で連れ立って死体を見に行くことになったのである。

　せっかくの外がい泊はくの夜だというのに、最後まで色っぽい展てん開かいは一つもなさそうで、それだけが心残りだった。




　　　　◆




　五十嵐は俺達を旅館の外、町の外れへと連れ出した。どうやら死体が見つかったのは旅館の中ではないらしい。

　町から外れるにつれて街灯の数も減へっていき、足元を照らす明かりは五十嵐の持つ懐かい中ちゆう電灯と星明かりだけとなった。それでも除じよ雪せつは適てき度どにされていて道も整っていたので、歩くのにそれほど不自由はなかった。

「あ、影野。てめえまだタバコなんて吸すってんのか」

　その道すがら、氏神がそんなことを言った。ふと横を見ると、影野がタバコをくわえてライターを取り出している。

「……悪いか？　てめえこそ昔は吸ってただろうが」

「ふん、佐緒里と一いつ緒しよになるときにやめたんだよ。お前もタバコなんてさっさとやめちまえ、体に害なだけだぞ。医者の俺おれが言ってるんだから間ま違ちがいない」

「好きなものをやめてまで長生きしたいとは思わん」

「ちっ、頑がん固こなヤツだ。……おっとっと」

　何かにつまずいたのか、氏神がバランスを崩くずした。まあこの暗い道では仕方があるまい……と思ったが、そこで俺はあることに気がついた。

「なあ氏神。よく考えたらお前……。今めちゃくちゃ酔よってるんじゃないのか？」

「何を言ってやがる、俺が酔ってるように見えるか？　さっきのは石につまずいただけだ」

　そう答える氏神の口調はしっかりしていたし、足取りにもふらついているところはなかった。

　確かにこいつは昔から酒を飲んでも顔が赤くなったりろれつが回らなくなるようなことはなかったが……。それでもさっきはあれほどビールと日本酒を飲んでいたのだ、酔ってないはずがない。こんな状じよう況きようで死体の検分なんてできるのだろうか？




　それから三分も歩かぬ内に、目的地が姿すがたを現あらわした。

　現げん場ばは、町外れにある古い物置──いや、納な屋やだった。

　農村に行けば必ずありそうな、まさに納屋、これぞ納屋という感じがひしひしと伝わってくる小さな木もく造ぞうの一階建て。きっと中には千せん歯ば扱こきやら千せん石ごく通しといった一昔前の農機具がほこりを被かぶっているに違いない。

　入り口のところでは服を着た警けい官かんが二名、寒さに身を震ふるわせていた。もしここが都心だったら現場の周囲はテープで囲まれ、いかつい顔をした何人もの制せい服ふく警官がヤジウマにガンを飛ばしてるところだろう。だが、なにしろここは駐ちゆう在ざいが二人しかいない田舎いなか町まちである。応援が到着するまでは、ああやって現場となった納屋の入り口を見み張はるぐらいしかできないのだろう。

「お待たせしました、氏神先生をお連れしましたよ」

　五十嵐は二人の警官の内、明らかに年ねん齢れいが上の方に氏神を紹しよう介かいした。

「ああ、あなたが氏神先生ですか。こんな時間にご迷めい惑わくをおかけして申し訳わけありませんな。私はこの村の駐在をやっとります木きの下したと申します。あっちのは同どう僚りようの山やま田だです」

　木下と名乗った駐在は、寒さに舌したを震ふるわせながら握あく手しゆのために右手を差し出した。山田と紹介された方も軽く会え釈しやくする。

　木下は笑え顔がおを繕つくろってはいるが、見た目はあまり人の良くなさそうなおっさんといった感じだった。おまけに階級章は巡じゆん査さのものだった。言っちゃ悪いが年齢のわりには随ずい分ぶん下の階級である。都会の功こう績せき争いに敗れ、流されるままこんな田舎の駐在を引き受けた──そんな感じだ。

　山田の方は──もうこれ以上名前と顔を覚えるのも面倒なので気にしないことにする。

　氏神は差し出された木下の手を握にぎり返し、

「お話は大体伺うかがってます。私も風か邪ぜをひきたくはありません、すぐに現場を見せて頂いただけますか？」

「ええ、もちろんです。ただ、そちらの方々は……？」

　木下巡査は怪け訝げんそうな顔をして俺と影野を見た。

「そっちの二人は私の後こう輩はいです。後学のために是ぜ非ひ私の仕事ぶりを見たいというもんですから。大だい丈じよう夫ぶです、事じ件けん現場での行動についてはわきまえてる連中ですから」

　顔色一つ変えずにのうのうとハッタリをかます様さまは二年前と変わっていない。

　なるほど俺は確たしかに氏神と同じ大学だ、後輩と言えなくはない。だが進んだ学部は全然違うし、そもそも影野にいたっては大学すら出ていないのだ。

　氏神の説明に、木下巡査は困こん惑わくした顔になった。あまり部外者を現場に入れたくはないのだろう。しかし一方で、こんな夜中に氏神にご足労願ったことに多少引け目を感じてるのだろう。無む下げに断ことわることはできないらしく、結局最後には首を縦たてに振ふった。

「分かりました、ではどうぞ、こちらです」

　ガラリと納屋の戸を横に開ける。




　外見はボロっちいが一いち応おう電気は通っているのか、納屋の中はオレンジ色の明かりで満たされていた。

　予想通りというべきか、中には一昔前の農機具がほこりを被っている。

　そして、俺達の目的のものはすぐ視し界かいに入ってきた。

「なるほど。こいつは確かに首くび吊つりだな」

　いつも通りの感かん情じようを込こめない声で影野が言った。

　首を吊った死体。それは納屋の中央の地面から二、三十センチほど上のところにぶら下がっていた。俺たちがいる入り口に背せを向け、力なくプランとぶら下がっている遺い体たい。着ている浴衣ゆかたは俺たちのものと同じ柄がらだった。まあ同じ旅館に泊とまっていたらしいので当然か。

　遺体はどうやら老女のようだった。小柄な体にすっかり白くなった髪かみの毛。浴衣の裾すそから見える足首は随ずい分ぶんとやせこけて見える。どことなく物悲しささえ感じられるのは、そのあまりにも小さな体のせいだろうか。

　死体を吊っているロープは、納屋の上部に渡わたされた横木にかけられていた。遺体のすぐ後ろには高さ五十センチほどの木もく製せいの台が置かれている。恐おそらく、そこから飛び降おりたのだろう。ロープは首の真後ろに結び目が作られており、かなりきっちりと首を絞しめているようだった。

「このご老人の身元は分かってるんですか？」

　氏神がやけに神しん妙みような顔をしながら言った。

「はい、よく知っております。うちの旅館に泊まっておられる一いちノの宮みや昌しよう子こさんという方でして」

　五十嵐のおっさんが答える。

「遺族にはもう連れん絡らくを？」

「いえ、それはまだです。旅館にご家族の方が泊まっておられるのですが……やはりこの首を吊った状じよう態たいでお呼よびするのはどうかと思いまして」

　なるほど、それはもっともだ。家族がこんな光景を見せられようものなら、まず平静ではいられないだろう。制せい止しを振り切って死体を降ろしてしまうぐらいのことはするかもしれない。

「いささか瘦やせているようですな」

「ええ、ご覧らんの通り結けつ構こうなお歳としですし、若わかい頃ころの無理がたたったとかで、最近は大分体を悪くされていたそうですから。それでここ四か月ほど、うちの旅館でずっと湯とう治じをなさっておられたんです」

　温おん泉せん旅館で数か月の湯治。

　ということは、それなりの資し産さん家かということだろうか。金のあるところにはもめ事が集まる。氏神のただ事ではなさそうな表情といい、どうやら一ひと波は乱らんありそうな展てん開かいになってきた。

　とそのとき、影野が俺の顔を覗のぞき込んでいることに気付いた。

「なんだ？　俺の顔になんかついてるか？」

「……いや。なんでさっきからお前は嬉うれしそうな顔してるんだろうと思ってな」

「気のせいだ」

　前から分かっていたが失礼なことを言うヤツである。

「遺体が見つかったのは何時ごろと言ってましたっけ？」

　次に氏神の質しつ問もんに答えたのは木下巡じゆん査さだった。

「午後七時過すぎです。たまたまここを通りがかった人が、納屋の電気が点つけっ放しになってることを不ふ審しんに思って中に入ったところ、この遺体を発見したとのことで……」

「その目もく撃げき者しやは今どこにいるんだ？」

　第一発見者をまず疑うたがえというヤツである。俺はいつものクセで半ば反射的にそんなことを尋たずねてしまった。

　しかし、木下巡査にとってやはり俺は氏神のオマケなのだろう、部外者が余よ計けいなことを訊きくなと言わんばかりに不満げな顔をした。いい度ど胸きようである。この俺こそが天下の弁べん護ご士し、山鹿善ぜん行こうであると名乗ってやろうか。

　結局、俺の質問に答えたのは五十嵐の方だった。

「うちの従じゆう業ぎよう員いんの鈴すず木きという男です。このお客様とも顔見知りでした。今のところは自じ宅たくに待機してもらってますが……」

　なるほど。この五十嵐というおっさんがどうやってこの事件に頭を突つっ込んできたのかが少々謎なぞだったが、そういうことなら話は分かる。客が自殺したとなれば旅館にとっては大おお事ごとだ、それで一いつ旦たん旅館の主人である五十嵐に相談しに行ったのだろう。

　それにしても、鈴木とか山田とかいう名前を聞くと、事件とは関係ない人物に思えてしまうのはなぜだろう。

「それで本部に問い合わせたところ、とりあえず事じ件けん性せいの有う無むだけでも判はん明めいすれば、とのことなんですが……」

「分かりました。まあこれがただの自殺ならそれぐらいはお手伝いできるでしょう。木下さん、カメラか何かありますか？」

「ええ、必要だろうと思ってこんなものでよければ一いち応おう用意しておきましたが……」

　木下巡査が差し出したのは、その辺のみやげもの屋で売っていそうな使い捨すてカメラだった。〝スナッフキッズ〟という品名が書かれている。

「まあそれで充じゆう分ぶんですよ」

　氏神はそのスナッフキッズを受け取ると、早さつ速そくパシャパシャと撮とりだした。

　どうでもいいが、確たしか実じつ際さいに人が殺される場面を録とった写真のことを〝スナッフ写真〟などと呼ぶはずである。もしあのスナッフという品名がスナップの誤ご植しよくじゃなかったとすれば、まさにこの場におあつらえ向きのカメラだ。

　それからも氏神はフィルムがなくなるまで遺体のあちこちを写していたが、やがて充分撮ったのかカメラを下ろした。

「見たところ、死し斑はんもまだロクに出てませんな。死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくはかなり近いはずです。恐らく早くて一時間、遅おそくても二時間ってところでしょう。この段だん階かいでこれだけ写真を撮っとけば捜そう査さの足しにはなるはずです。

　できれば死体を動かして綿めん密みつに調べるべきなんですが……木下さん、死体は動かさない方がいいんでしょうね？　鑑かん識しきもいませんし」

「ええ、本部からは動かすなと厳げん命めいされてまして。でも、首を吊つったままで一ひと晩ばんも放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？　その、今以上に首に負ふ担たんがかかったりしたら……」

　木下は言い辛づらそうに語ご尾びを切った。

「ま、気温もこれだけ低いんです、腐ふ敗はいはそれほど進まんでしょう。それにいささか不ふ謹きん慎しんですが、この仏ほとけさんは体重も軽そうです。これ以上遺い体たいが破は損そんすることはありませんよ。死体を動かすのは明日警けい察さつが到とう着ちやくするのを待つにこしたことはないでしょうな」

「わ、分かりました、ではそのように。あの、それでこれは自殺……なんですよね？」

「さあて……。それはどうですかねえ」

　氏神は遺体の正面に回り込み、考え込む仕し種ぐさをしていた。

　俺もこのまま遺体の後うしろ姿すがたを見てるだけというのもなんなので、あまり気は進まなかったが氏神の傍そばに行ってみることにした。木下巡査に止められるかと思ったが、特に何も言われることはなかった。

　そして──俺は首を吊った老女と正面から対面するハメになった。

「こいつはまた……インパクトのある構こう図ずだな」

　いつのまにか俺の後ろに来ていた影野が言った。今回ばかりはまったくの同感である。

　俺とていつも殺人事じ件けんばかり扱あつかっている弁護士だ。死体を見た経けい験けんは決して少なくはない。法ほう廷ていで検けん察さつ側がどぎつい死体の写真を提てい出しゆつしてくることにだって慣なれている。

　そんな俺でさえ──目の前の光景には息を吞のまざるを得なかった。

　遺体の顔は、まるで顔中に腫はれ物でもできたかのように赤くなっていた。うっ血というやつだ。首が絞しまって毛細血管が破は裂れつしたのだろう、鼻からは少量だが鼻血が出ている。オレンジ色の薄うす暗ぐらい明かりの下では、その赤い色は一いつ層そう不気味に映うつった。

　そしてその形相。まぶたは開いており、虚うつろな目が何もない空中を見上げている。力なく開いた口からはあごのすぐ下を絞められているせいかだらしなく舌したが押おし出され、赤くなった顔とあいまって、我われながら罰ばち当あたりな感想だが、まるで怪かい談だん話に出てくる鬼き女じよのようだった。

　雪奈がこの場にいなくて良かった。むしろ皐月のクソガキでも連れてきてやればよかった。この構図は夢ゆめに出かねない。

「……妙みようだな」

　不意に、氏神が不ふ可か思し議ぎそうな顔をして呟つぶやいた。

　木下巡査から懐かい中ちゆう電灯を貸かしてもらい、さらに詳くわしく死体の顔を観察し始める。特に遺体の目の中や口の中なんかを重点的に調べているようだった。

「どうした、なんか気になることでもあったのか？」

「……ああ。こいつは変だ」

　変……？　どこがおかしいというのだろうか。別に部屋には争った様子もないし、遺体にも服の乱みだれや身を守る際にできる傷きず──防ぼう御ぎよ創そうも見受けられない。

　しかし氏神は木下巡じゆん査さに向き直ると、誰だれもが驚きよう愕がくする言葉を口にした。

「木下さん。どうやらこれは自殺ではないようですね」

「えっ!?　ど、どういうことですか!?　これはどう見ても自殺では……」

「ええ、確かに一見したところでは自殺です。ですが、この状じよう況きようをよく見て下さい」

　氏神は首を吊る時に使ったらしい高さ五十センチほどの木の台を指差した。

「木下さん。この台を見て、被ひ害がい者しやはどうやって首を吊ったか想そう像ぞうできますか？」

「ど、どうやってって……。その台に乗って、自分の首に縄なわをかけて飛び降おりたんじゃないんですか？」

「その通り、この状況を見ればそう推察するのが当然でしょう。そしてこう結けつ論ろんすることになります、これは単なる自殺だと。ですがね、絞こう殺さつってのは状況によって非ひ常じように色々な特とく徴ちようが残るんです。

　たとえばこの台です。高さは五十センチほどありますね。一方で、死体は地面から二十センチぐらい上に完全に浮ういてる状じよう態たいです。つまり被害者のこの老女の首には、自分の体重を三十センチ分も加速させただけの重量が一気にかかったことになります。しかも首にはしっかりとまんべんなくロープが巻まきついています。我々はこのような状態のことを定型的縊い死しなどと呼よんでますが。

　人間の体ってのは奇き妙みようにできてましてね。そもそも首吊りで人間が死ぬってのはどういう原理かご存ぞん知じですか？」

「首の血管だか気道だかが塞ふさがれて窒ちつ息そく死しするってことだろ？」

　俺おれはこの旅行へ来る前にかかわった事件のことを思い出して言った。あの時、被害者は絞殺されていたのだ。

「確たしかにそれもある。ですがこのような定型的縊死の状態、つまり自分の体重以上の強力な力で一気に余あますところなく首を絞められた場合、頸けい動どう脈みやく洞どうと迷めい走そう神経が瞬しゆん間かん的に圧あつ迫ぱくされ、酸さん欠けつに至いたるよりも前に心停止を起こして瞬間的に死し亡ぼうしてしまうんです」

「……氏神、頼たのむからもう少し分かりやすい日本語で言ってくれ」

「……山鹿、頼むからお前は少し黙だまっててくれ、調子が狂くるう」

　氏神は苦虫を二、三匹びき嚙かみ潰つぶした顔で言った。

　注文の多いヤツである。だがまあ仕方がない、今の主役は残念ながら氏神らしいのだ。俺も氏神の話に興きよう味みがないわけでもないし、不本意だが少し黙っててやるとしよう。

「難むずかしい話は抜ぬきにして結論だけを言いましょう。つまりこの被害者のような完全な定型的縊死の場合、窒息ではなく心停止が原げん因いんで即そく死しするんです。心しん臓ぞうが止まれば血けつ液えきの流れも止まる、つまり──」

「こんな赤い顔にはならないってことか」

　今度は影野が口を挟はさんだ。

　見せ場を取られたせいか氏神は一度だけ舌打ちしたが、すぐに気を取り直して続けた。

「ま、そういうことになります。この遺い体たいの顔を見れば分かりますが、顔は赤くなってますし、眼がん球きゆう結けつ膜まくや口の中にも溢いつ血けつ点てんと呼ばれる小さな赤い血の斑点がはっきりと出ています。

　通常、手やロープなどを使って絞殺した場合、こういった症しよう状じようはよく見られるんです。なぜそんな症状が出るかというと、首の血管が塞がれて頭部に血がたまるためなんです。しかし人間の手で人の首を絞めたところで、瞬時に何十キロもの力がかかることはありませんから、即座に心臓が止まったりするようなことはないんです。

　逆ぎやくに定型的縊死で瞬時に心停止に至った場合は、動脈も静脈も完全に止まっちまうわけですから、こんなに顔が赤くなったりはしません。溢血点も出てこない。つまり──」

「この婆ばあさんは、別の方法で絞殺されてから、偽ぎ装そうのためにこんな首を吊つった状態にされたってわけか」

　今度は俺が口を挟む。

　見せ場を取られたのが気に障さわったのか氏神は二度ほど舌打ちしたが、すぐに気を取り直して続けた。

「ああ。まあそういうことだ」

「ちょっと待てよ氏神。前の裁さい判ばんで少し耳にした覚えがあるんだが、普ふ通つうロープなんかで首を絞められると、そのロープを外そうと悪戦苦く闘とうして傷が残るらしいじゃないか。でもこの遺体にはそんな痕あとがないぞ？」

「防御創のことか？　それは健康的な人間の場合だ。この婆さんの手をよく見てみな。爪つめは指に埋うまるぐらいによく切ってあるし、その上随ずい分ぶん細い腕うでをしてる。自分の皮ひ膚ふに傷が付くほど強くは引っ搔かけなかったんだろうよ」

　垂れ下がった腕の先を見ると、なるほど確かに氏神の言った通りだった。

「と、いうことはですよ！」木下巡査がやや興こう奮ふんして言った。「これはつまり、自殺に見せかけた──」

「その通り。殺人ってわけです」

　氏神はもったいぶった口調で断だん定ていした。

「そ、そんな！」

　五十嵐が声を荒あららげた。

「じゃ、じゃあ一体誰がこんなことを……!?」

「さあ、さすがにそこまでは分かりません。私はこの遺体を見て気付いたことを言ってるだけですから。

　ですがまあ、いくつか手がかりがないわけじゃないんですが」

「そ、それは!?」

　木下巡じゆん査さが勢いきおい込こんで尋たずねる。

「簡かん単たんなことです。この遺体は一見したところでは確かに絞こう殺さつされた特とく徴ちようを多く残しています。ですがその一方で、絞殺痕こん──つまり首を絞しめた痕あとは、下あごを通って耳の後ろまで走っているこの一つしか見受けられません。つまり被害者は、同じ箇か所しよを二度ロープで絞められたと推すい測そくできます。

　そういう首吊り自殺と同じ痕が残る絞殺の方法は二つしかありません。一つはシンプルです。ロープの先に輪っかでも作って被ひ害がい者しやの首に引っ掛かけ、上から引っ張ぱり上げる方法。そしてもう一つは、相手の首にロープをかけ、背せ中なか合わせになって背負うようにして絞め上げる方法です」

「な、なるほどなるほど。確かにその方法なら下あごから耳の後ろに走る痕しか残りませんな」

　むう。よりにもよってあの氏神の言葉を素す直なおに受け入れるというのは少々抵抗があるのだが、伊だ達てに毎日死体を診みて飯を食ってるわけではないらしい。少し死体を見ただけでよくもまあここまで推理できるものだ。どうやらこの分野についてだけは、氏神を少しだけ見直さなければならないようである。

　木下巡査が氏神に深々と頭を下げた。

「先生、ご協力ありがとうございました。本当に助かりましたよ」

「なあに、これぐらい大したことじゃありません。それより、そろそろ宿に戻もどって構かまいませんか？　さすがにこの格かつ好こうじゃあ冷えてくるもんですから」

「ええ、もちろんです。ただ、後日またいくつかお話を伺うかがうことになると思いますが」

「わきまえてますよ。では我われ々われは失礼します」

　氏神は俺と影野に目配せをすると、納な屋やの外へと向かった。

　なんかあいつに仕切られているようであまり気分は良くないが、まあこれ以上ここにいる必要もないし、寒いのも確たしかだ。ここは素直に従したがっておくことにする。

　と、背はい後ごから木下巡査と五十嵐のやり取りが聞こえてきた。

「五十嵐さん。二、三お願いしたいことがあるんですが」

「はいはい。私にできることでしたら」

「今旅館の方に、この被害者の家族の方かたがいらっしゃるんでしたよね？」

「ええ、ご主人が泊とまっておられます。あと、今日は確かそのご主人の弟さんや、ご息女の方もご夫婦でいらっしゃってたはずです。お連れした方がよろしいんでしょうか？」

「ええ。殺人の可か能のう性せいが出てきた以上、本ほん格かく的な捜そう査さの態たい勢せいが整うまではあまりこのことは人に報しらせるべきではないんですが……。やはりご主人には知る権けん利りがありますし、遺体の身元確かく認にんも一度親族の方にやってもらうべきですから」

「分かりました。ではご主人だけ後でお連れしましょう」

「そうして下さい。それから、今夜はこの被害者が宿しゆく泊はくしてる部屋には誰も入れないようにして頂いただけますか？　あと、今こん晩ばん宿に泊まっている客のリストと、どの部屋に誰が宿泊しているかを紙にでもまとめていつでも教えて頂けるようにして欲ほしいんですが」

「分かりました。一ノ宮様のお部屋には鍵かぎをかけて誰も入れないようにしておきます。ではとりあえず私も一度宿に戻ってきます」

　そんな会話の後、五十嵐がドタドタと俺たちを追ってくる足音が聞こえた。




　この頃ころにはさすがに俺も寒さに身が震ふるえ始めており、死体のことよりも部屋に戻ってから飲む熱あつ燗かんの方に意い識しきが移うつっていた。

　そして、色々あった一日はようやく終わりを告げたのである──。
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　　十二月八日　午前七時三十分　旅館うたかた二〇三号室




　翌よく朝あさ。

　極きわめて不本意ながら、影かげ野のと二人っきりの夜が明けた朝である。

　だらだらと身を起こして洗せん面めんを済すませ、特にやることもないので朝のニュースなんかを適てき当とうに見ていると、やがてドアをガゴンガゴンとノックする音がした。

「ぐうたらども～！　朝ご飯食べに行くわよー！」




　この旅館では、夕食は部屋まで持ってきてくれるが、朝食は食堂まで出向かねばならないというシステムになっていた。

　なんでそんな手間のかかるシステムになっているのかは疑ぎ問もんだったが、まあごちゃごちゃしている朝に突とつ然ぜん入ってこられるのは困こまるという客は少なくないということだろう。

「おはようございます、善ぜん行こうさん」

「ああ、おはよう」

　影野と一いつ緒しよに部屋を出、廊ろう下かで雪ゆき奈な達と合流してから食堂へと向かう。

　朝から雪奈の浴衣ゆかた姿すがたを見ることができるというのはなかなかにいい。

　しかし、俺にはそんな小さな幸せに身を委ゆだねることすら許ゆるされていなかった。

「ねえねえ善ぜん行こー。昨日の夜なんかあったんでしょ？　三人でどっか行ってたみたいだし」

　皐さ月つきが俺の袖そでを引っ張ぱりまわす。こいつが何かを聞きだそうとしてくるときのしつこさはスッポン並なみであることを俺は経けい験けんから知っていた。無む視ししてもいいのだが、そうなるといつまで経っても雪奈との会話が楽しめない。

　ここで昨晩死体が見つかったのでその検けん分ぶんに付き合ってきた──と答えるのは簡かん単たんだ。しかし、今から俺たちは食事をしに行くのである。このガキにならともかく、雪奈の前でそんな話をしたくはなかった。

「今は食事が先だ。どうせ暇ひまになるんだ、帰りの車の中ででも話してやるよ」

「むぅ。絶ぜつ対たいよ？　ま、どうせロクなことじゃないんでしょーけど」

　あながち否定はできない。

　と、そのとき。

　もはやこれは運命というべきなのか、氏うじ神がみ一家とばったり出くわした。

「おはようございます。皆みなさんよく眠ねむれましたか？」

「ええ、とっても」

　非ひ常じように機き嫌げんの良さそうな氏神の妻さい君くんが挨あい拶さつし、同じく機嫌の良い雪奈が返す。彼女の腕うでの中の赤ん坊ぼうもまた機嫌良さそうに笑っている。
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　しかしそんな中で、なぜか氏神だけがやたらと不機嫌そうだった。

　これは何か都合の悪いことでもあったに違いない──と思ってると、同じことを考えたのか、影野が尋たずねた。

「どうした氏神？　昨晩たっぷり楽しんだにしては不ふ愉ゆ快かいそうじゃないか」

　すると氏神はじろりと俺たちを睨にらみつけ、ボソリと答えた。

「黙もく秘ひ権けんを行使する」

　俺はニヤリと笑った。こいつは何か相当笑える出来事があったに違いない。

「おやおや氏神先せん輩ぱい。まさかそんな言い訳わけが通るとでもお思いで？　言いたくないんだったら別に構かまわんがな、あんたの大学時代の武ぶ勇ゆう伝でんをたっぷり奥おくさんに教えてやってもいいんだぜ？」

「…………」

　氏神は目を閉とじて苛いら立だたしげに髪かみの毛をかきむしった。

　そして黙秘権が意味を成さないことを悟さとったのか、重々しいため息を吐いてから、女三人には聞こえないような小さな声で言った。

「……間違えて佐さ緒お里りが睡すい眠みん薬やく入りの白さ湯ゆを飲んじまったんだよ」

「ぶ！　ぐはははははっ！」

　俺と影野は笑いを堪こらえることができなかった。

「ざまーみろ、赤ん坊の前でよからぬことをしようとした罰ばつだな！」

「うぐっ……」

　なるほど、それで妻の方の機嫌がやたらといい理由が分かった。ぐっすりよく眠れたというわけである。

　しかし、今回ばかりは俺も氏神に同情を禁きんじえなかった。同じ男として、今日はやるぞやるぞと期待して夜を迎むかえた挙あげ句く、何もできなかったときの絶望感は容よう易いに想そう像ぞうがつく。

　その絶望感を考えると──俺の笑いはしばらく収おさまらなかった。

「くそっ、笑ってろ。まあいいさ、すぐ傍そばに目的の女がいるのにロクに手も出せてないどこぞのヘタレと違って、俺には家に戻もどってからもまだまだ機会はあるんだからな」

「うぐっ……」




　　　　◆




　その後、朝食時は大した出来事もなかった。強しいていえば、氏神がトーストを一斤きん分食って従じゆう業ぎよう員いんを驚おどろかせたぐらいか。

　そして朝食を食ってしまえば、もうあとは支し度たくを整えてチェックアウトするしかなかった。

　一泊ぱく二日の温泉旅行。かつての顔なじみ、氏神と二年ぶりの再さい会かいを果たした。夜中に野や郎ろう三人で連れ立って死体を見に行くという貴き重ちような体験もした。

　思い出深いという表ひよう現げんがこれほど似に合あう旅行はそうはないかもしれない。

　しかしである。温泉旅行に行くにあたり、俺おれが求めていた思い出というのはこんなものではなく、もっとこう〝あばんちゅーる〟な──

　……いや、もうやめよう。終わったことをウダウダと考えても仕方がない。それにどうやら雪奈が温泉好きらしいということは確認できたので、機会をまた作ることはそう難むずかしくないはずである。

　時じ刻こくは午前九時四十五分。雪奈たち女三人は売店でみやげ物を漁あさったりしながらくっちゃべっている。別にみやげなんぞ買う必要のない俺は、その光景をロビーのソファに座すわってぼけっと眺ながめていた。影野は俺の隣となりでタバコを吸すっていたし、氏神は「雪を見せてくる」とかいって娘むすめを抱だいて外へ行ってしまった。

　女の買い物というのは得てして短くはない。それがやってきたのは、退たい屈くつだがどこかのんびりとした時間が流れていたそんなときだった。

「や、山やま鹿しか先生ー！」

　ここ数日耳にしていない先生という敬けい称しようを付けて俺の名を呼んだのは、この旅館の主人バーコード五十嵐いがらしだった。よほど何か切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようにでもあるらしく、周りの客のことも気にせずにどたどたと駆かけ寄よってくる。

　その動作には見覚えがあった。この慌あわてて駆け寄ってくる様さまはまるで──

「山鹿先生！　先生は弁べん護ご士しでいらっしゃいましたよね？　それも刑けい事じ事じ件けん専せん門もんの……」

　まるで、身内が厄やつ介かい事ごとに巻まき込こまれて事じ務む所しよに駆け込んでくる依い頼らい人にんのようだった。

「ああ、確かにそうですが」

　一いち応おう敬けい語ごで答えてやる。五十嵐は必死に呼こ吸きゆうをなだめながら、

「じ、実は是ぜ非ひ先生に弁護してもらいたい人がいるんですが」

「ほう」

　なにせ昨日の今日である。恐らく昨晩見つかった死体に関連したことだろう。警けい察さつもとっくに捜そう査さを開始しているだろうし、誰だれかが重要参考人として連行されでもしたのだろうか？

「とりあえず概がい要ようを話して頂いただけますか？」

　俺は五十嵐が呼吸を整えるのを待って尋ねた。

「え、ええ。例の死体のことなんですけど、今朝八時ごろに警察が到とう着ちやくして早さつ速そく本ほん格かく的な捜査が始まったんですよ」

「ほう。で、私に弁護を依頼したいということは、もう誰かが逮たい捕ほされたんですか？」

「はい。実は捜査が始まって三十分も経たたない内に、うちに宿しゆく泊はくしている二に岡おか浩こう二じくんという方が、事じ情じようを聞きたいということで警察署しよの方へ連れて行かれてしまったんです。それでつい今しがた電話があったんです。今度は逮捕されてしまったと……」

　ふむ。今は午前十時前。捜査が始まってからたかが二時間で逮捕されたということになる。どこぞのクソ検けん事じのことを知っている俺にとっては珍めずらしいスピードではないが、相当早いことには間違いない。

　やはり玄げん関かんの外で赤ん坊ぼうを泣かしてるヤブ医者の影えい響きようが大きいのだろうか？

「それで、私にその二岡という人の弁護を依頼したいというわけですか？」

「ええ、よろしければ是非！」

「ふむ。ということは、その二岡という人は無む罪ざいを主しゆ張ちようしておられるわけですね？」

「はい！　それに彼は、昨晩死体となって見つかった一ノ宮昌しよう子こさんの義ぎ理りの息子むすこさんなんです。

　この旅館は以前、一ノ宮さんが経けい営えいしていた時期がありまして、その縁えんで私は逮捕されてしまった浩二くんのこともよく知っているんです。まあ、見た目はあまりよくないんですが、人のいい青年ですよ。彼が自分の義理の母を殺すなんてことは絶対にありえません」

　……ま、待て待て待て。話が分かり辛づらくなってきた。

「ちょ、ちょっと待って下さい。義理の息子とおっしゃいましたね？」

「ええ。娘むすめ婿むこということですよ」

「ということは、その逮捕された二岡浩二さんの奥おくさんというのが、殺された一ノ宮昌子さんの娘ってことですか？」

「ええ、そうです。二岡真ま由ゆさんという方です」

　なるほど。一ノ宮に二岡。上から順に一、二というわけだ。娘の姓せいが違ちがうのは嫁よめ入いりしたからというわけだ。

「えーとつまり、昨晩殺された一ノ宮昌子さんには娘さんがおられるわけですね？」

「ええ。それが二岡真由さんです」

　えーい、一度にこうもたくさん固有名めい詞しを出すなというに、覚えるのが面めん倒どうじゃないか。ただでさえ血縁関係というのはややこしいというのに。

「それで、逮捕されたのは彼女の夫の二岡浩二さんという方なんですね？」

「ええ」

「なるほど、分かりました。それでその二岡浩二という人物は、決して人を殺すような人物ではないんですね？」

「ええ。さっきも言ったとおり、以前この旅館は一ノ宮さんが経営されておられたんですが、その縁で何度か二岡夫妻ともお会いしたんです。お二人とも一時期はこの旅館で働いてもらったこともありまして」

　やれやれ、ようやく話が見えてきた。

　反対尋じん問もんしないと人の話がよく理り解かいできないのは弁護士の職しよく業ぎよう病びようというべきだろうか。

「なるほど、話は分かりましたよ。

　私としても、無実の罪つみをなすりつけられた人を弁護するのにやぶさかではありません。

　ですが少々問題がありましてね。ご存ぞん知じだとは思いますが私の法律事務所は関東にあります。弁護を引き受けるとなれば、こちらの裁さい判ばん所しよに通うのに毎日車を四時間は飛ばさなければならんでしょう。ご依頼を引き受ける分にはまあ構わんのですが、さすがにこの距きよ離りだけはどうにもなりません。どなたか地元の弁護士をお捜さがしになられた方がいいと思いますが」

「そ、そこをなんとかお願いします！　私には山鹿先生を超こえるような弁護士なんてまったく心当たりもありません！

　それに、先生の法律事務所から裁判所まで通って頂いただく必要はありませんよ。私どもの旅館でよろしければ、何日でもタダで部屋をお貸かししますから」

　その瞬しゆん間かん、俺の目がきゅぴーんと光ったであろうことは否ひ定ていできない。

　何日でも、タダで、部屋を貸す！

　さようなら過か酷こくな現実。おかえりなさい俺の青春である。

　ここで事件を引き受ければ、裁判が終わるまで何日でもこの旅館で過ごせるという。これは紛まぎれもなく、失われかけた野望を実現するチャンスである。

　もっとも、裁判をやるとなれば不本意ながら影野は手元に置いておく必要があるし、いきなり雪奈と同室にしろと言えるわけもない。数日宿しゆく泊はく期き間かんが延のびたところで、残念ながら俺の野望が叶かなうという保ほ証しようはどこにもないのだ。

　しかしである。さすがに義ぎ務む教育中の皐月クソガキは学校があるからここに残るわけにはいくまい。これは氏神にでも送らせればいい。つまり、雪奈は一人で部屋に泊とまることになるわけである。

　これは夜よ這ばいの──いやいや、夜中に突とつ然ぜんどうしても打ち合わせが必要になって雪奈の部屋へ押しかけるチャンスである。たとえ今日明日では無理だったとしても、明後日あさつて、明々後日しあさつてと辛しん抱ぼう強づよく待てばいつかきっとチャンスも来るはずだ。

　もはや返事をためらう理由はなかった。

「分かりました、そこまでして頂いただけるのならお引き受けしましょう」

「おおっ、ありがとうございます！　あの、では早速で申し訳ないのですが、至し急きゆう浩二くんと面会して頂けないでしょうか？　電話で話した様子だと、かなり参ってるようでしたので……」

　確かに、すでに逮捕されてしまってるのであれば、早めに面談をしておくべきである。

「分かりました、準じゆん備びができ次し第だい会いにいきましょう」

「お願いします。では、お部屋の方は用意しておきますので」

「ああ、そのことですが五十嵐さん。裁判をするとなると、私一人の手には余あまります。私の秘ひ書しよと助手も傍にいてもらう必要があるので、部屋は二つ用意して頂けませんか？」

「お安いご用です。そういえば昨晩は二人部屋二つでご宿泊なされてましたな。では同じ部屋を用意しておきましょうか？」

「そうして下さい。泊まる人数は三人でいいですから。あとは……車が欲ほしいところですなあ。私のが一台ありますが、助手が使うためにもう一台は必要です」

「分かりました、私用の車が一台あります。必要になりましたらいつでもお貸ししますよ」

「助かります」

「また何かご用がありましたら遠えん慮りよなくおっしゃってください。では、あとのことはよろしくお願いします」

　五十嵐はぺこりとお辞じ儀ぎをすると、またドタドタとどこかへ走り去っていった。

「というわけだ。いいな、影野」

　さっきから無む表ひよう情じようのままタバコを吸すっている影野に言う。

「……ま、寝ね床どこと食事が用意されてるんなら俺に文もん句くはないが。

　だが、俺はこっちの方じゃあまり顔が利きかん。知り合いの探たん偵ていを仲ちゆう介かいさせれば仕事に支し障しようは出ないだろうが……経けい費ひはいつもより高くなるぞ？」

「気にするな、どうせ払はらうのは俺じゃない」

「ああそうかい。それで結局、俺はさっき名前が出てきた一だか二だかの連中を調べりゃいいんだな？」

「そうだな。とにかく、殺された一ノ宮昌子に係わり合いがありそうな連中のことを片かたっ端ぱしから調べ上げるんだ」

「へいへい。しかし山鹿、部屋は別に一つでいいんじゃないのか？　どうせ雪奈ちゃんを手元に置いときたいって腹はらづもりなんだろうが、今回は別に部屋を掃そう除じしてもらう必要も食事を作ってもらう必要もないだろ。こんなところに何日も居いたって退たい屈くつさせるだけだと思うが」

「……う」

　言われるまで気付かなかったが、確かにそうかもしれない。

「い、いやでもほら、いつも通り調ちよう査さはお前がやるんだから俺はずっと部屋にいることになる。話し相手だってできるし、なんならその辺の観光にでも連れてってやってもいいさ。問題はない」

「俺には一人で働かせといて自分だけしっぽりかよ」

「妙みように誤ご解かいを招まねきそうな言い方だな。べ、別に二人っきりになったって変なことはしないぞ」

「…………」

　まったく信用していない目で俺を見る。

「……まあいい。荷物もあるし、俺は部屋に戻って準備しとくぞ。めんどくさいから氏神の野や郎ろうにはお前からよろしく言っといてくれ」

　影野はそう言い残すと、自分の荷物だけ持って再ふたたび旅館の二階へと歩いていってしまった。

　二年ぶりにあった知ち己きに、挨あい拶さつ一つしないでサヨナラとは。まあ影野らしいといえばそれまでだが。

　と、おぎゃあおぎゃあという盛せい大だいな泣き声が聞こえた。

「なんだ、影野のヤツどうして上に戻ってるんだ？」

　声に振ふり返ると、赤ん坊ぼうを抱かかえた氏神の姿すがたがあった。

「ああ、ちょっと用ができちまってな。で、お前はまた赤ん坊を泣かしてるのか？」

　氏神は顔をしかめて舌した打うちをし、

「泣かすつもりはないんだがな。俺がやるとどうしてもこうなっちまうんだよ」

　分からんでもない。赤ん坊の方がこの男は危き険けんだと本ほん能のう的に悟さとっているのだろう。

　氏神は泣き止やまぬ赤ん坊をあやすように揺り動かしながら、とんでもない言葉を口にした。

「おーよちよち。伊い織おりちゃん、泣き止みまちょうね～」

「……っ!!」

　その瞬しゆん間かん、俺は悪お寒かんを感じ、ソファの上で後ずさりをした。

　あの氏神が、夜の街を殴なぐり歩いたあの氏神が、頰ほおをこれでもかというぐらいに緩ゆるませてにこやかーに笑いかけているのだ。

　と、氏神は俺の反はん応のうに気付き、瞬時に元の表情へと戻した。

「……なんだよ山鹿。その反応は」

「い、いや、だってなあ」

　怖こわい。怖すぎる。

　なによりあの氏神が赤ちゃん言葉を使ってるという時点でかなり引く。どれぐらい引くのかを知りたければ、影野が「おーよちよち」と口にする場面を想そう像ぞうしてみればいい。

　何よりあの笑え顔がおが恐おそろしい。

　つい数年前まで、こいつが笑うときは必ず半死人が出るときだったのだ。そんな笑顔を見せつけられれば、赤ん坊が泣き出すのも無理はないような気がする……。

「ま、まあいい。どうでもいいからさっさと泣き止やませてくれ。さっきから視し線せんが飛んできてかなわん」

　この時間帯のロビーは、それなりに客や従じゆう業ぎよう員いんで賑にぎわっている。そのほぼ全員がチラチラとこっちの方を見ているのだ。彼らの目には、大の大人二人が赤ん坊を泣かしているようにしか見えないのだろう。俺はこと法廷ではどれだけ注目が集まろうと気にも留とめないが、この構こう図ずはさすがに居い心地ごこちが悪い。

　しかし、氏神はこの程てい度どのことで動じるような男ではなかった。

「ふん、誰だって赤ん坊の頃ころは泣いてたんだ、そんな視線なんぞいちいち気にしてたら子育てなんてできねえんだよ。お前だっていつかはこういう経けい験けんすることになるんだ、今の内に抵てい抗こうつけとけ」

「ぬ……」

　そういう切り返し方をされると、さすがの俺も少々返答に困こまる。

　正直なところ、俺が子育てをする場面なんて想像もつかない。つい一昔前まで俺は「結けつ婚こんなんぞしない」だの「子こ供どもは作らん」などと主しゆ張ちようしていたほどなのだ。

　だが、もし今、雪奈に「私、善行さんの子供が欲ほしいです」などとでも言われてみろ、喜んでこれまでの主しゆ義ぎ主張をすべてひっくり返し、場所と時間を問わず子作りに協力することだろう。

　しかしそうなると、この俺おれがついさっき氏神がやったように「よちよち、だいじょうぶでちゅよ～」などと親バカぶりを発揮しながら子育てをすることになるかもしれないのだ。そう考えると、氏神をバカにしてもいられない……。

「あらあら、どうしたんですか功く徳どくさん」

　と、自分の娘むすめの泣き声に気付いたのか、氏神の妻さい君くんがやってきていた。この場では天の助けだった。

「お、いいとこに来てくれた。見ての通りだ、ちょっとあやしてやってくれ」

「はいはい」

　赤ん坊が手て渡わたされる。

　すると不思議なことに、彼女の腕うでの中で二、三度揺ゆり動かされるだけで、火がついたように泣き叫さけんでいた赤ん坊はぴたりと泣き止んだのである。

「……なんでこうなるんだろうな」

　氏神が決まり悪げに言った。

「赤ん坊が本能で感じてるんだろうよ、この男は危険だってな」

「うるせえ」

　否ひ定ていしないところを見ると、多少は自覚があるらしい。

　今度はみやげの入った袋ふくろを提さげた雪奈と皐月が駆かけ寄よってくるのが見えた。

「善行さん、お待たせしました」

「おう。みやげはもう買ったのか？」

「ええ、もうバッチリよ」

　なぜか答えたのは皐月であった。

「これでもうこの旅館に用はないわ。たまには温泉旅館もいいけど、もう充じゆう分ぶん。あたしって一ひと晩ばんネットに繫つながないと落ち着かない性せい格かくなのよ。さっさとあたしに似に合あった都会に戻るわよ」

　こいつはネット中毒者だったのか。

「あー、そのことなんだがな。突とつ然ぜんの話で済すまないんだが、一つ用事ができちまってな。昨晩起きた殺人事件の弁べん護ごを引き受けることになった」

「ええええええええぇぇぇぇっ!?」




　先ほどバーコード五十嵐から聞いた話をかいつまんで全員に説明する。

　その場にいた全員が驚おどろいたことは言うまでもない。

「……昨日の夜あんたたちがどっか行ってたのって、ひょっとしてそれ関連？」

「ああ、まあな」

「むー。そんな面おも白しろそうな事件があったんなら、なんであたし呼よんでくれなかったのよ？」

「お前はそんなに食欲をなくしたいのか？　いっとくが結構インパクト強かったぞ、昨日見てきた死体は」

「……むぅ」

　さすがのクソガキも、今回ばかりは顔をしかめて押し黙だまった。

　生きた人間より死んだ人間を診みる方が好きなヤブ医者に、殺人と聞くと途と端たんに首を突つっ込みたがるクソガキ。なんで俺の周りにはこうも罰ばち当あたりな人間が多いのだろう。〝類は友を呼ぶ〟などとは絶ぜつ対たいに思いたくはない。

「ま、そういうわけで俺と影野はこのまま旅館に滞たい在ざいすることになったから」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　じゃああたしはどうやって帰れってゆーのよ!?　明日学校あるのよ!?」

「あの……」

　黙って話を聞いていた氏神の妻君が口を挟はさんだ。

「そういうことでしたら、伊い予よちゃんは私たちの車でお送りしましょうか？」

　氏神はともかく、この妻の方なら必ずやそう提てい案あんしてくれると思っていた。

「そうして頂ければ助かります。お願いできますか？」

　なぜか敬けい語ごになってしまった。

「ええ、もちろんです。ねえあなた？」

「あ、ああ。まあ仕方ねーな」

　氏神は口ではそう言っていたが、一瞬イヤそうな顔をしたのを俺は見み逃のがさなかった。どうせ帰り道で休憩と称して昨晩できなかったことをやらかそうとでも考えていたのだろう。

「あの、善行さん、じゃあ私は……」

　雪奈が申し訳わけなさそうに言った。

　さて、ここが正しよう念ねん場ばである。なんとかうまいこと言って引き止めねばならない。

「雪奈、お前は一緒に泊とまって手伝ってくれると助かるんだが。宿のことは心配ない、さっき五十嵐に話をつけて部屋を二つ用意してもらうことになってるからな」




　……思えば、今回旅館に来てから起こった数々の出来事を思えば、この後俺にどういう運命が待ち受けているかは容よう易いに予よ測そくできたはずだった。

　しかし、「もしかすると」「ひょっとして」という希望が、今回もまた俺の判はん断だんを狂くるわせたのである。




　雪奈は心底申し訳なさそうな顔をしながら、

「私、今週一いつ杯ぱいはちょっと外せない大学の用事があるんです。ですから今回はちょっとお手伝いは……」

「…………あ、やっぱり？」




　　十二月八日　午前十一時三十分　留りゆう置ち場じよう




　留置場。県が変わろうがその内部の構成は変わらない。

　俺が今座すわっている場所がどんなところかを説明するには、次の一文で事足りるだろう。透とう明めいなプラスチックの壁かべによって隔へだてられた面会室である、と。

　現げん在ざいの時じ刻こくは午前十一時半。逮たい捕ほされたのが午前十時ごろと聞いているので、もうかなり時間が経たったことになる。本来なら容よう疑ぎ者しやとの面めん接せつは警察の取り調べの前に行い、余計なことをしゃべらないように釘を刺しておくべきなのである。そのことを考えると、今回は少々後手に回ってしまったともいえる。

　時間をロスした主たる原げん因いんは、あぶく町からここまで来るのに車でおよそ四十五分もかかったことにある。とはいえ、他ほかに原因がないわけでもなかった。結局、雪ゆき奈なと皐さ月つきは氏うじ神がみの車で帰ることになり、俺が自分の愚おろかさを呪のろって立ち直るのに少々時間が必要だったためである……。

　一時はこんな依い頼らいなんぞほっぽって一緒に帰ろうかとさえ思ったのだが、残念ながら俺は依頼を引き受けると一度言明してしまったのである。にもかかわらず、依頼人に会いもせずにそのまま帰ってしまってはさすがにまずい。ただでさえ俺は倫りん理り規き定ていというものの覚えがよくない弁護士なのだから。

　せめて代理の弁護士でも紹しよう介かいできれば話は別だったかもしれないが、そこはそれ俺は一いつ匹ぴき狼おおかみの弁護士であって、こんな辺へん鄙ぴな土地に知り合いなど皆かい無むだった。

　そんなわけで、結局自分の判はん断だんの甘あまさを悔くやむしかなかったというわけである。こうなったらさっさと裁判を終わらせて雪奈の下もとへ帰ろう──ようやくそう決意したのが一時間前の十時半ごろだったのだ。

　やがて制せい服ふく警けい官かんに案内されて、俺の前の椅い子すに一人の男が座った。

　年ねん齢れいは三十歳前後といったところか。身長や体重は見たところ平へい均きん的で、身体的な特とく徴ちようはこれといってない。

　しかし問題は、その顔つきだった。

　恐おそらくその顔だけでこれまでの人生は貧びん乏ぼうくじ引きまくりだっただろうと、初対面の俺でさえそんなことを思ってしまう。素そ朴ぼくとか実直などといった単語がまったく似に合あいそうにない、そんな男だった。

　影野や氏神あたりも素朴などという表現からは程ほど遠とおいところにいる連中だが、この男はまったく方ほう向こう性せいが違ちがう。切れ長の目にへの字形の口で、なんというか、いやらしい感じをまず受ける。バーコード五十嵐いがらしの話によると、性格は悪くないそうだが……。

「あなたが二に岡おか浩こう二じさんですね？」

「はい。山やま鹿しか弁べん護ご士し……ですよね？　五十嵐さんからお名前は伺うかがっておりました」

　見た目の印象とは裏うら腹はらに、口調はごく普ふ通つう、いや、むしろ丁てい寧ねいな方だった。

「でしたら話は早い。まあそういうわけで私があなたの弁護を務つとめることになりましたので、とりあえずよろしく」

「いえいえ。こちらこそ先生のような著ちよ名めいな弁護士さんに弁護して頂いただけて恐きよう縮しゆくです。よろしくお願いします」

　三十度の角度でぺこりとお辞じ儀ぎをする。

　なるほど。まだ少し話をしただけとはいえ、性格が悪そうだという印象は特に受けない。こういう状じよう況きようなので萎い縮しゆくしているというわけでもなさそうだ。昔はワルをやっていたが何かのきっかけで更こう生せいしたとか、そんなところだろうか。

　しかし、それでもこの顔つきだけは頂けない。これでは警察のウケはもちろん、陪ばい審しん員いんのウケも良くないだろう。まあいつも通り陪審評ひよう決けつに至る前に決着をつけてしまえば問題はないのだが、それでもマイナス要因になるのは間違いない。保ほ釈しやく中に整形手しゆ術じゆつでも受けさせたらやっぱり逃とう亡ぼう幇ほう助じよの罪つみに問われてしまうだろうか？

「では早さつ速そくですが二岡さん。私は今朝事件のことを耳にしたばかりでしてね。あなたが殺された一ノ宮さんの義ぎ理りの息子むすこで、昨晩ゆうべは同じ旅館に泊まっていたことは聞いています。それで一体、どういう経けい緯いであなたが逮たい捕ほされてしまったんでしょう？」

「は、はい……。あのう、山鹿先生は義は母はの死についてはどこまでご存ぞん知じなんですか？」

「昨晩、町外れの納な屋やで首を吊つった状じよう態たいで見つかったという話は聞いています」

　さすがに「暇ひまだったので見に行きました」とは言えない。

「そうですか、分かりました。

　今朝の話です。今日の午前八時半頃だと思うんですが、私が宿の部屋でテレビを見ていたところ、突とつ然ぜん五十嵐さんに呼び出されたんです。義母が首を吊った状態で見つかったので、警察が呼んでいると」

「なるほど。それから？」

　二岡は複ふく雑ざつな顔をしながら目を閉とじた。

「義母が首を吊ったという現場に連れて行かれましたよ。もっとも、すでに義母の遺い体たいはありませんでしたが……。

　そしたら、現場にいた刑事さんが突然こんなことを私に言ったんです。

　遺体はすでにある程てい度ど調ちよう査さが済んでおり、自分達はある事実を摑つかんでいる。

　ついては、私が昨日の午後七時ごろどこで何をしていたかについて教えてもらいたいと……」

　なるほど、アリバイの確かく認にんというわけだ。

「それであなたは何とお答えに？」

「ええ、正直に答えました。私はずっと部屋に一人でいたと」

「つまり、あなたにはアリバイは特にないわけですね」

「え、ええ、そうです……。すると刑事さんが突然こんなことを聞いてきたんです。あなたの部屋は被ひ害がい者しやの真上でしたよねって」

「……あなたは何とお答えに？」

「確たしかにその通りだと答えました。私は旅館うたかたの二一五号室にいました。義母は丁ちよう度ど真下の部屋に泊まってたんです」

「ほう。それは何か理由でもあったんですか？」

「義母は腰こしを悪くしてましたから、二階にある部屋は使えなかったんです。あの旅館で一番眺ながめがいいのは南なん端たんにある義母の部屋でした。それで、泊まりにきた私達に義母が配はい慮りよしてくれて、一階以上に眺めのいい二一五号室を確かく保ほしてくれたんです」

「なるほど。それから？」

「はい。私の話を聞き終えると、もっと詳くわしく事情を聞きたいからって警けい察さつ署しよへ同行を求められたんです。

　まあ私は潔けつ白ぱくですし、問題はないだろうと思って付いていったんですが、向こうへついてから突然、私が義母を殺したんだろうなんて言われたんです。

　もちろん私は否ひ定ていしましたよ。でも、ずっと部屋にいたはずの義母を自殺に見せかけて絞こう殺さつできたのは私しかいない、目もく撃げき者しやもちゃんといる、なんて言われまして。

　後は……自分でも何がなんだかよく分かりませんでした。とにかく私は何もしていないと主張したんですが、しばらくしたら突然逮捕状を出されて……」

「なるほど。今に至いたるというわけですね」

　イマイチ話が見えてこない話である。

　つまり、警察はすでにこの二岡という男がどのようにして被害者を殺害したのか、その詳しよう細さいを推すい測そくし終えているのだろう。二岡が否定しようがしまいが、逮捕は決まっていたわけだ。

　それにしても警察が到とう着ちやくしたのが今朝の八時ごろだとすると、それから逮捕までわずか二時間というのはやはり早すぎる。どこぞの鬼き畜ちく検けん察さつ官かんが指し揮きを執とってるなら話は分かるが、まさかあの男がこんな辺へん鄙ぴな土地まで出しゃばってくることはないはずだろうし。

　となると、やはり原げん因いんは氏神だろうか。昨晩の氏神の話を聞いて、警察は本格的な捜査を開始する前からある程度事件のからくりに気付いた。そしてその方ほう針しんに従したがって捜そう査さが行われた結果、あっさり容よう疑ぎ者しやの逮捕に繫つながった──そう考えればある程度つじつまは合うのだが……。

「目撃者がいると警察は言ってたんですよね？　その目撃者について、何か分かりませんか？」

「さあ、詳しいことは教えてくれませんでしたから……。ただ、どうやら誰だれかがこんなことを言ったらしいんです。昨晩、私がぐったりした義母を背せ負おって外を歩いているところを見たと」

「ほう、それはそれは。当然、あなたには身に覚えがないんですよね？」

「もちろんです！　昨晩はずっと部屋に一人でいたんですから」

　なるほど、もしその目撃情報が真実だとすれば、あまりにも決定的だ。

　しかし一方で、もし逆ぎやくに真実でなかったとすれば、犯はん人にん候こう補ほが一人見つかったことになる。

　単たん純じゆんな話だ。二岡がウソをついていないとすれば、その目撃者とやらがウソをついていることになる。ウソをついてまで二岡に容疑をなすりつけなければならない理由は？　決まってる、その目撃者こそが犯人だからだ。

　しかし、やり方が少々露ろ骨こつ過ぎる気がしないでもない。ウソの証しよう言げんをしていることがバレれば、今度は自分に容疑がかかることになるのだ。その目撃者とやらが何者かは知らないが、そこまでリスクを負ってやりたいことでもあるのだろうか？

「昨晩は部屋にはずっと一人でいたということですが、何かアリバイになるようなものはまったくないんですか？　誰かに電話したとか、誰かに会ったとか」

「はい、ありません……。本当は妻つまと二人で宿しゆく泊はくする予定だったんですが、妻は急な仕事ができたのでその日だけは帰ってしまってたんです」

　やはりだめか。まあアリバイなんてものがあれば逮捕だってされなかっただろうし。

　しかし妻が突然帰ったというのは気になる。仕事が忙いそがしくなって呼び出されるぐらい、この国なら日にち常じよう茶さ飯はん事じだが、それがよりにもよって死体が見つかった日と重なったというのはどうだろう。〝偶ぐう然ぜんが二つ重なると必然になる〟とは誰のセリフだったか？

「二岡さん。これは少々お尋たずねし辛づらいんですが……。あなたの奥おくさんには、昨晩のアリバイはあるんでしょうか？」

　さすがに二岡の顔色が変わった。

「それはつまり、家内も疑うたがわれる、ということでしょうか？」

「さあて、どうでしょう。可か能のう性せいは否定できませんが」

「そんな！　その可能性だけは考えられませんよ。義母は妻が十代の頃に旦だん那なさんと死別されたと聞いてます。その後、女手一つで私の家内を育ててきたんですよ。もちろん、家内も義母のことを大切に思ってます。そんな家内が義母を殺すなんてことだけは絶ぜつ対たいに考えられません。そもそも、妻は昨晩仕事場に戻っていたんです。彼女の同どう僚りようがアリバイを証明してくれるはずですよ」

「奥さんの仕事は何を？」

「ファッションデザインの仕事と聞いてます。男の私にはあんまり分からない世界なんですが」

　これで影野に押しつける仕事ができた。このアリバイの裏うら付けをしてもらうとしよう。

「なるほど、話は大体分かりました。あと一つだけお聞きしたいんですが……警察は一体どんな動機であなたが被害者を殺害したと見てるんでしょうか？」

「それが……。義母は五、六年前に再さい婚こんして二人目の旦那さんがいるんですが、その他の直ちよつ系けいの親族は私の妻しかいません。それで刑事さんは遺い産さんが目的なんだろうと言ってましたが……」

「なるほど。では私の質しつ問もんに一つ正直に答えて頂けますか？　あなたは最近、何かお金に困こまるようなことはありませんでしたか？」

　二岡は決まり悪げに頭をかいた。

「実はその……先日、リストラされてしまいまして。今はずっと職しよくを探さがしてる状態なんです。

　あ、でも失業手当てもありますし、情なさけない話ですが妻の稼かせぎもありますから、お金に困ってるというほどでは……」

「なるほど」

　やはり動機となる話は出てきてしまうのか。この男は悪人面をしているし、どんなに本人が金に困ってはいないと主張したところで、警察がこちらにとって都合のいい解釈をしてくれるわけもない。失業手当と妻の収入があるといったところで、遊ぶ金欲しさに罪を犯すといった話は枚挙に暇がないし、充分動機にはなるだろう。

　まあこれで聞き出しておくべきことは大体聞き終えた。俺おれは今後警察に尋じん問もんされることがあっても、絶対に一言もしゃべるんじゃないと念を押してから、留りゆう置ち場じようを後にした。




　　十二月八日　午後三時四十五分　旅館うたかた二〇三号室




　昨晩泊まった部屋と同じ、旅館うたかたの二〇三号室。昨晩は六人＋赤ん坊でずいぶんと賑にぎわっていたこの部屋も、今は浴衣ゆかたを着た俺と普ふ段だん着ぎの影野がいるだけであった。

　ここに雪奈がいてくれたら──そう後こう悔かいするのはこれで何度目だろう。

「……おい山鹿。聞いてんのか？　報ほう告こく続けっぞ？」

「ああ、やってくれ」

　手をひらひらと動かして先を促うながす。

「ったく……。一度しか言わねえぞ。まず被ひ害がい者しやについてだ」

　影野も一いち応おうは独どく立りつした自じ営えい業ぎようの私し立りつ探たん偵ていである。金で頼たのまれた調ちよう査さは書類で報告するのが普通なのだが、さすがに今回は書類を作る道具がなく、口頭での報告となった。

「名前は一いちノの宮みや昌しよう子こ……ってこれはお前も知ってるか。年ねん齢れいは七十二歳さい」

「七十二か。まああの外見からすればそんなもんだろうとは思ってたが。

　しかしそうなると、随ずい分ぶん高齢で娘むすめを出産したってわけだな」

「ああ、そうなるな。戦争で両親を亡なくして、若わかいころはずいぶん色々と苦労したらしい。で色々あって三十七で結婚、四十のときに娘を出産してる。

　それからもずいぶん熱心に働いたり投とう資ししたりで、結構な資産を作り上げたらしい。だが十年ちょっと前に夫と死別、んでそのとき孤こ児じ院いんやら何やらにかなりの寄き付ふをしてる。今でも生活に不自由しない程てい度どの財産はあるが、金持ちと呼べるほどかは微び妙みようだな。で、六年前に再婚して今の夫がいる。ただし、半年ぐらい前から体調を崩くずしてここ四か月ほどは温おん泉せんで湯とう治じ中。そんなとこだな」

「最初の旦那の死因は？」

「交通事故。俺が調べた限りじゃ事件性はないな」

「大体は耳にしてる通りだな。分かった、次は？」

「次は今もちらっと話に出た被害者の二人目の夫だ。一ノ宮明あき之ゆき、七十三歳。妻の方と違って健康体だ。少し喘ぜん息そくを患わずらっているようだが。

　さっきも言ったが、被害者と結婚したのは六年ほど前だ。それ以前にも妻はいたが、癌がんで亡くしてる。結婚前は定年までマジメにサラリーマンやってたようだな。被害者と知り合ったのは高齢者向けの集まりだ。〝シルバー登山の会〟だかそんな名前のな。お互たがい配はい偶ぐう者しやを亡くした身ってことで話が合い、色々あった挙あげ句く、再婚したらしい」

「話を聞いてる限かぎりじゃワリとまともだな。実は借金を抱かかえてたりしてないのか？」

「まったくない。健全なもんだ」

「ふーむ、じゃあそいつはシロっぽいな。結婚したときは財産目当ての気もあったかもしれんが、早さつ急きゆうに金が必要ならともかく、そうでなきゃ自分の妻を殺してまで遺産をぶん取ろうとするとは思えん」

「当然、そう思うだろうな。だがあながち無関係とも言い切れそうにないぞ。この夫婦、お互いに三千万ほどの生命保ほ険けんを掛けてる。それから最近、夫の方は妻の介かい護ごに飽あきて趣しゆ味みに没ぼつ頭とうすることが多くなってるっつー話も耳にした」

「ほう。どんな趣味だ？」

「魚を飼かうことらしい。魚には詳くわしくないからよく分からんが、結構高級な魚をな」

　なるほど。趣味に没頭するあまり、もっとたくさんの金が欲ほしくなったという可か能のう性せいは確かにあるだろう。

　しかし一方で、真ま面じ目めに七十年も生きてきた男が、たかが趣味のために妻を殺すところまでいくとは思えない。

「その生命保険をかけたのはいつ頃ごろだ？」

「結婚した直後からだからもう六年前になるな。調べた限りじゃ十か月前に一度満期を迎むかえて、それからまた入り直している」

「十か月か……」

　生命保険というヤツは、得てして殺人の動機になりやすい。

　とはいえ、夫婦がお互いに適てき当とうな額がくの生命保険をかけること自体は別に珍めずらしくもなんともない。一ノ宮夫妻は高齢とはいえ、保険加入時の健康状況や支し払はらう保険料によっては三千万程度の生命保険には加入できるはずだ。今でこそ一ノ宮昌子は体調を崩しているようだが、それも半年前かららしいので、十か月前なら更こう新しんもできたのだろう。

　しかしそうなると、やはりこの保険と今回の事件との関連性は薄うすいようにも思える。本当に金が欲しいのなら十か月も待たずにさっさと殺してるだろうし。あるいは介護するのが嫌いやになって殺人に及およんだという可能性もあるが……。どちらにせよ、現時点で犯はん人にん候こう補ほにしたてあげるのは無理があるようだ。

「次、いっていいか？」

「ああ、いってくれ」

「じゃあ次だ。一ノ宮智とも康やす。一ノ宮明之の弟だ」

「ってことは、殺された一ノ宮昌子の義理の弟にあたるわけだな」

「そうだ。年齢は六十五。実は俺たちはこいつに一度会ってる」

「……ほう。心当たりはまったくないが……。いつだ？」

「風ふ呂ろに入ってる時さ。お前と氏神が大声出して暴あばれてるとき、苦く情じようを言ったヤツがいただろう？　あいつがそうだ」

「……ああ、あいつか」

　思い出した。俺が露ろ天てん風呂で氏神に回し蹴げりをかましたときに「うるせえぞ」とかなんとか言ってきたヤツのことか。

　見た目は結構でかい図ずう体たいをしていてどことなく偉えらそうだったが、あのときは俺がちょっと凄すごんでやっただけでスゴスゴと引き下がっていった。いわゆる見み掛かけ倒だおしだ。

「お前にとっちゃいい知らせがあるぞ、こいつは放ほう蕩とう人にんだ。若い頃から兄の金を頼たよりに遊びまくってる。おまけに今じゃ億に近い借金があるらしい。女に騙だまされて連帯保証人にされた挙あげ句く、逃にげられたってパターンだ。で、にっちもさっちもいかなくなったから、体を壊こわした一ノ宮昌子の世話を焼いて小こ遣づかいをねだってたらしい」

「ほう。そいつは確かに犯人に仕立て上げるにもぴったりだが……。動機の面がきついな」

　俺の言葉に影野は首を傾かしげたが、それも一いつ瞬しゆんのことですぐに遺産相続の制せい度どを思い出したようだった。

「ああそうか。人が死んでも義理の弟じゃ遺産は相続できないのか」

「そういうことだ。現状じゃ一ノ宮昌子の遺産を相続できるのは夫と娘むすめだけだ。その弟とやらに遺産を分配するよう記した遺書でも見つからない限り、一ノ宮昌子を殺害する意味はないな」

「そういやそんな制度だったな、遺産相続は」

「というわけだ、次いってくれ」

「分かった。次は被害者の主しゆ治じ医い、葛か西さい昭しよう三ぞう先生だ。お前は知らんだろうが、事じ件けん当時あの旅館に泊とまってた一人だ。喜べ、こいつも充じゆう分ぶん犯人に仕立て上げられそうだぞ。

　こいつは元々でっかい病院を経けい営えいしていた富ふ豪ごうの医者だったんだが、医い療りようミス隠かくしが発覚して病院は倒とう産さん、今じゃ破産してすっからかんだ。

　五十二歳。決して若くない上に、失しつ脚きやくした原げん因いんが医療ミス隠しだったからな、再さい就しゆう職しよくも難むずかしかったようだ。結局、昔の縁えんを頼って一ノ宮昌子に主治医として雇やとってもらってたらしい」

「なんだよ、容よう疑ぎ者しやになりうるっつっても金に困こまってるっつーだけじゃねえか。弟と一いつ緒しよだ、遺書でも出てこねえと役に立たねえよ。次いってくれ」

　手をひらひらと動かして先を促うながす。

「……お前な。雪奈ちゃんがいなくてむなしくなってるのは分かるが、もう少しやる気出して聞けよ」

「うるせえ、さっさと次いけ。依い頼らい主ぬし様の命令だ」

「ちっ。ええい、次だ。二岡真由、お前の依頼人の妻つまだ。

　年ねん齢れいは三十二、職業はファッションデザイナーだ。結けつ構こうやり手らしい。こいつに限かぎっては、あいにくと今回の事件とは無関係そうだ。親子の関係にヒビが入ってるような話は聞かなかったし、なによりアリバイの裏が取れた」

「昨晩は急な仕事が入ったとかで旅館にいなかったって話は俺も聞いた。アリバイは間違いないのか？」

「ああ。少なくとも昨日の午後三時ごろから今朝まで、ずっと仕事場で何人もの同どう僚りようと一緒だったらしい。ま、その同僚とやらがまとめてウソをついてるなら話は別だがな」

「さすがにそこまではやらないだろうな」

　そもそも、大した動機もなく娘が実の母親を殺害することがあるとは思えない。急な仕事で呼び出されて朝まで働くような女が金に困ってるとも思えんし。

「次が最後だ。一応調べといたんだが、この旅館の主人だ。五十嵐いがらし浩こう太た郎ろうってあのバーコード頭だがな。この旅館、わりと経営が苦しいらしい。被害者とも昔から面めん識しきがある」

「なるほど、遺産には興きよう味みを持ってもおかしくないってことか」

　だがやはり赤の他人には違いない。すなわち相続の権けん利りはないということだ。

「ま、今日調べがついたことはこれで全部だ」

　半日でこれだけ調べがついたのなら早い方なのだろう。

　しかし、結局のところ直ちに犯人に結びつくような情じよう報ほうは一つとしてなかった。やはり裁さい判ばんで検けん察さつの主しゆ張ちようを聞きながら反はん撃げきの準じゆん備びを整えるしかないということか。まあそれもいつも通りだと言ってしまえばそれまでなのだが。

　どうでもいいが、放蕩者の義ぎ弟ていに趣しゆ味みに没ぼつ頭とうしつつある夫、おまけに破は産さんした医者にリストラされた義理の息子。被害者のあの婆ばあさんも、妙みような連中に囲まれていたものである。

「他に何か気付いたことでもないのか？」

「あったらとっくに教えてる。とにかく半日走り回って俺は疲れてるんだ。ひとっ風呂浴びてくるからな」

「へいへい」

　そういって影野は浴衣ゆかたに着き替がえようとしたが、ふと思い出したように俺に向き直った。

「ああそうだ山鹿、そういえば一つだけ気付いたことがあったな」

「お、何だ？」

「こいつは資し料りようを見てて偶ぐう然ぜん気付いたんだがな。殺された一ノ宮昌子って婆さんのことだが」

「ああ」

「誕たん生じよう日びが昨日だ」

「ほう」

　つまり、丁ちよう度ど誕生日に殺されたことになるわけだ。

「そいつは妙な偶然だな。それで？　保険が満期になったとか、今回の事件と何か関係があるのか？」

「いや、それだけだが」

「……………………」

　一いつ瞬しゆんでもマジメに受け止めた俺がバカだった。







[image: 第四章　時の氏神]







　　十二月十日　午前十時一分　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




「池いけ上がみ裁判長の入廷です。全員、起立！」

　法廷に廷てい吏りの号令が響ひびく。

　二に岡おか浩こう二じが逮たい捕ほされてから二日。舞ぶ台たいはあっさりとこの予よ備び審しん問もんの場へと移うつっていた。

　今回の裁判は、これまでのそれとはいくつも違ちがう点があった。

　まずいつもと場所が違う。まあそれは当然だ、県が変われば管かん轄かつも変わるに決まってるのだから。

　ここはあぶく町ちようから車で四十五分ほどのところにある裁判所だった。俺の街の裁判所よりは若じやつ干かん小さいものの、当たり前のことだが法廷の内ない装そうにこれといった変化はない。検けん察さつ側と弁べん護ご側の席が向かい合うように置かれ、両者の中央には証しよう言げん台だい、そして前方には裁判長席と陪ばい審しん員いん席せき。後方には八割わり方がた人で埋うまった傍ぼう聴ちよう席があり、そこに座すわった傍聴人のほぼ全員が、チラチラと俺に視し線せんを送っている。そんなに珍めずらしいものでもあるまいに。

　そしてこれも当然のことだが、今回の裁判ではいつも勝利の女め神がみのごとく俺の隣となりにいてくれるはずの雪ゆき奈なの姿すがたがなかった。傍聴席には影かげ野のの姿が見えるがどこぞのクソガキはいない。なんというか、張り合いがない。せっかくこれから俺の見せ場が始まるというのに。

　ただし、今回は代わりに俺の依い頼らい人にんにとっての女神がいた。傍聴席と弁護側の席を隔へだてる柵さくのところに。

「もう始まります、後は私に任まかせて、あなたはそろそろ席に戻もどって下さい」

　俺がそう言うと、その女は礼れい儀ぎ正しくペコリと頭を下げた。

「分かりました。では山やま鹿しか先生、主人をお願いします。あなた、私は無む罪ざいだと信じてるわ、がんばって！」

　女の名は二岡真ま由ゆ。俺の依頼人の妻つまだ。三十を超こえているらしいがモデルでもやってそうなほど均きん整せいの取れた体つきをしている。髪かみはショートにし、見るからにキャリアウーマンという印象を受ける。

「えへへ、いい女でしょう？」

　俺おれの依頼人は、これから殺人の容よう疑ぎで裁判にかけられようとしているとは思えないような、にへらとした顔をして言った。張り倒してやりたくなる。

「……もう審理が始まる。あんたも顔を引き締しめて起立してくれ」

　俺は内心の怒いかりを押し殺してなんとかそう言った。

　まったく氏神といいこの男といい、世の中の女はなんて男を見る目がないのだろう。

　やがて一人の中年の判事が入ってくると、どっかりと裁判長席に座った。

　二岡の保ほ釈しやくを請せい求きゆうする時に一度顔を合わせていたので、その判事の名前は知っていた。池上良りよう。メガネをかけた小太りの中年だ。恐おそらく力を抜ぬいている時は人のいいオッサンなのだろうが、法廷にいる間はなんとか少ない威い厳げんを保たもとうとしてるのか、コワモテの表情を作って崩くずそうとしない。

「みなさん、着席して頂いただいて結けつ構こうです」

　だがその声にあまり威厳はこもっていなかった。

「では予備審問を始めたいと思います。……が、その前に」

　ぐるりと首を動かして俺の方を見る。それに釣つられるように、法廷中の視線も俺に集まった。

「弁護人、ちょっといいですか」

「は、なんでしょうか？」

「私の目に狂くるいがなければ、あなたの格かつ好こうは──その、浴衣ゆかたに見えるのですが」

　さっきから俺の方をチラチラと見ていた傍聴人達が、これでもう遠えん慮りよする必要はなくなったとばかりに好こう奇きの視線を送ってくる。

　そう、確たしかに俺は浴衣を着ていた。別に奇をてらいたいとか目立ちたいなどといった理由はない。温泉旅行へ行くのにわざわざ三つ揃ぞろいのスーツを準じゆん備びするヤツなんざいるわけがない──そういうことだ。一泊ぱく二日の予定がすでに三泊四日にまで延のびてしまったので、服の予備もなかった。

「ご安心下さい裁判長。あなたの目に狂くるいがないことは私が保証いたします」

　俺に臆おくする理由などないのだ。したり顔で堂々と答える。

「それは大変恐きよう縮しゆくです。ところで弁護人、他ほかに何か適てき当とうな服はなかったのですか？」

「なかったんです」

「そうですか」

　裁判長はあっさりと頷うなずいた。

「では審理を始めるとしましょう」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　慌あわてて口を挟はさんだのは滝たき検事だった。

　こちらもつい昨日に一度だけ会っている。本名は滝真まこと。年ねん齢れいは三十代半ばといったところで、賢そうな面はしているのだが、すでにお腹がぽんぽんに張っている。だがその体にはまだまだ年齢相応の活力があり余っているようだった。今回も俺という高名な弁護士を相手にしているからか、初めて会った時からやたらと張り切っているように見えたのが印象的だった。

　俺の敵てきとなる男だが、裁判長同様その実じつ態たいについては不明である。ちなみに、名前が真でお腹がぽんぽんなので〝まこぽん〟と呼よんだら怒おこられた。

「裁判長。いくらなんでも人一人の人生がかかった審理をするにあたって、浴衣姿でその弁護を行おうなどというのは、いささか誠せい実じつさに欠けているというべきではないでしょうか？」

「ほう。浴衣というのは着てるだけで誠実さを疑うたがわれるような服ふく装そうなんですか？」

　俺がしれっと答えると、まこぽんは目め尻じりを吊つり上げ、

「そ、そういうことを言っているのではありません！　プライベートな時間ならばどのような服装をしようと個人の自由です。しかしここは法廷であり、秩ちつ序じよと公正さが求められるべき場なのです。そのようなラフな服装では──」

「ですが、弁護人には他に服がないそうですから」

　裁判長は長引きそうな滝検事の言葉をそう言って遮さえぎった。

　だがその返答は滝検事にとっては好ましくないものだったらしく、そんなわけがあるかと言いたげな顔で俺をにらみつけている。

　俺はそんな視線など気にもせずに言った。

「あいにくですがまこぽん検事」

「誰だれがまこぽんだ！」

「あっと、失礼、言い直しましょう。あいにくですが滝検事。私は被ひ告こく人にんを守るためには常つねに全力を尽つくしています。あなたと違って、たかが自分の服装でモチベーションが変わるようなことはありません」

「うぬっ……」

　滝検事の顔が歪ゆがむ。裁判所が変わっても、検事をおちょくることの楽しさは変わらない。

「それに滝検事、私が浴衣を着てることはあなたにとってもいいことなのですよ。万が一にでもあなたがこの裁判で赤っ恥ぱじをかいて敗北するようなことがあれば、遠慮なくこう公言して下さって結構です。弁護人が浴衣を着ていたのが気になって審理に集中できなかった、あの浴衣が全部悪いんだとね。もし世の中にあなたと同じ考えの人がいれば、きっと同情してくれるでしょう。あなたの能のう力りよくに関係なく浴衣にすべての敗はい因いんを押し付けることができるんですよ、気楽なもんでしょう」

　傍聴席から苦く笑しようが漏もれるのと同時に、滝検事の顔の歪み具合が三割増ましになった。

「まあまあ、お二人とも落ち着いて下さい」

　例によって裁判長が一歩遅おくれた仲裁に入る。

「とにかく、多少違い和わ感があることは確かですが、本官は別に弁護人の服装で審理の結果が左右されることがあるとは思えません。こんな事で論ろんを交かわすのは時間の無む駄だです、すぐに審理に入りたいと思います。滝検事、お願いできますか？」

「……分かりました」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷く。滝検事は一度ゴホンと咳せき払ばらいをしてから、打って変わった堂々とした口調で宣せん言げんした。

「では検けん察さつ側最初の証しよう人にんとして、事じ件けんのあったあぶく町の駐ちゆう在ざい員いんである木下巡じゆん査さを召しよう喚かんいたします」




　証言台に制せい服ふくをきちんと着こなした木下巡査が立った。これで浴衣でも着て出てきてくれれば笑えたんだが。

「証人は名前と職しよく業ぎようをおっしゃって下さい」

　裁判長が言った。

「木下卓すぐる、警察官です」

「あなたは良心に従したがい、真実のみを証言することを誓ちかいますか？」

「はい、誓います」

「結構です。滝検事、どうぞ始めて下さい」

　通つう過か儀ぎ礼れいが終わり、尋問が開始される。

「あなたは今月七日の夜、あぶく町の交番に勤きん務む中、近所に住んでいる住人の訪ほう問もんを受けましたね？」

「はい」

「それは正せい確かくには何時頃の出来事でしたか？」

「十二月七日、午後八時過すぎのことでした」

「その住人は、どういった用件であなたの下もとを訪おとずれたのでしょう？」

「死体を見つけたのですぐに来て欲ほしいということでした」

「あなたは直ちにその現げん場ばに赴おもむきましたね？」

「はい、そうです。もう一人の同どう僚りようと一いつ緒しよに向かいました」

「現場に着いたのは何時前でしたか？」

「午後八時半頃だったと記き憶おくしています」

「ではまずその現場について詳くわしく証言を。あなたが案内されたその現場というのはどんな場所でしたか？」

「古い木もく造ぞうの物置──いえ、納な屋やと言った方が分かりやすいでしょうか。あぶく町は今でこそたくさんの温泉旅館で賑にぎわっていますが、一昔前までは小さな農村でした。現在でもその時の名残なごりの建物が多く残っており、物置として使われたりしてるんです」

「その納屋には何がありましたか？」

「首を吊つった老女の死体です」

　ここで滝検事は数秒間尋じん問もんの手を休め、陪ばい審しん員いんや傍ぼう聴ちよう人にん達に息を吞のむ時間を与あたえた。

　死体の話が出てくると、検察は必ずこの間を作る。そりゃまあ陪審員達にとっては初めての体験だろうし、検察としてもここでインパクトを持たせたいのだろう。それは分からんでもないのだが、さすがに毎回毎回この展てん開かいを見せられている俺としては、そのわざとらしさにいささかウンザリしてしまう。少しは俺の身になってくれたりしないものだろうか。

「では死体を発見してから、あなたはどうしましたか？」

「はい。まずは本部に応おう援えんを頼たのみました。それから、今回のことを通つう報ほうしてくれた人というのが実は被ひ害がい者しやが泊とまっていた旅館の関係者だということが分かりまして。その関係者を通して同じく旅館に泊まっていた被害者のご家族の方を身元確かく認にんのために呼よんでもらいました。その結果、被害者が一ノ宮昌子さんという方であることを突つき止め、あとは応援が到とう着ちやくするまで誰も死体に触ふれられないよう、同僚と見み張はりをしていました」

「結構です、質しつ問もんは以上。反対尋問を」

　ぬ。どうやら氏うじ神がみのことには一言も触れないつもりらしい。まあ確かにあれは正式な検死というわけではなかったし、法ほう廷ていに持ち出すのは不ふ適てき切せつと検察が考えるのは当然か。

　俺は立ち上がっていつものように反対尋問を始めた。検察の腹はらは分かったが、あいにくと氏神のことを持ち出さないのは俺にとって都合が悪いのだ。

「木下巡査。警察の応援が到着したのは何時頃でしたか？」

「……翌よく日じつの午前八時頃です」

　答えるのに若じやつ干かんの間があった。

「おや、翌よく朝あさですか。あなたが現場に到着したのが前日の午後八時過ぎだということを考えると、実に十二時間近くも間が空いたことになりますね。随ずい分ぶん時間がかかったんですねえ？」

「そ、それはその、あいにくとこの季節のあぶく町周辺の道路は夜間になると完全に凍とう結けつしてしまい、通行止めになってしまうんです。応援の到着が翌日になったのはそのためでして……」

　ふと横を見ると、陪審員達はその証言で納なつ得とくしている様子だった。やはり寒い地方に住んでいる一いつ般ぱん人じんだけあって、路面凍結の怖こわさは知っているということか。これが俺の地元の陪審員だったら、路面が凍ってただけで警察の到着が十二時間も遅おくれるとは想そう像ぞうもつかないだろう。むしろ警察の不ふ手て際ぎわを真っ先に連想するところだ。

「なるほど、応援の到着が遅れた理由は分かりました。

　ということはつまり、あなたは実に一晩もの間、ただ見張ってるだけでずっと死体を放置していたわけですか？」

「い、いえ、その、何と言いましょうか……」

　木下巡査は助けを求めるように滝検事の方を見た。

　すると滝検事は苦々しげな表情で、こうなったら仕方ないとでも言いたげに重々しく頷うなずいた。

　木下巡査はほっとしたように息を吐つき、

「確かに、応援が来るまでは私には見張ることしかできませんでした。ただ、先ほどの話にも出てきました旅館の主人の方が、こんなことを言ったんです。今うちの旅館に、監かん察さつ医いの方が泊まっていると」

　む。意外にあっさりとその存そん在ざいを持ち出してきた。さすがに滝検事も予よ測そくはしていたということか。

「木下巡査、その監察医というのはどのようなものなのですか？」

「はあ。ええと、簡かん単たんに言いますと、病気などの明めい確かくな原げん因いん以外で死んだ人を解剖し、その死因を明らかにする医者のことです。その上でもし死因に殺人などの事件性が認みとめられれば、我われ々われ警察が本ほん格かく的な捜そう査さを開始するのです。

　これは監察医制度といって、いくつかの都道府県で採さい用ようされている制せい度どなんです。この県でも近年採用されまして、今回のような首を吊った自殺と思おぼしき遺い体たいが見つかった場合はまず、監察医の方にその死因を特定してもらうことになっているんです」

「なるほど、分かりやすいご説明ありがとうございました。あなたは近所の旅館に泊まっている監察医の存在を知ったわけですね。で、それからどうしましたか？」

「本部にそういった人がいると報告したところ、様々な部ぶ署しよに連れん絡らくが行き、結果として少々異い例れいではあったのですが、その方に一いつ旦たん検けん死しをお願いするということになりました。検死というものは、できるだけ早くやっておくに越こしたことはないとのことでしたから」

「その監察医のお名前は何と言うのですか？」

「ええと……氏神功く徳どく先生です」

「氏神功徳先生ですか。また奇き妙みような名前ですね。そして結局、その監察医が検死を行ったわけですね？」

「ええ、まあ。とはいえ、鑑かん識しきが到着するまでは死体を動かすわけにもいきませんでしたから、遺体を外見から観察するだけの暫ざん定てい的なものでしたが」

　とりあえずこれで後々氏神を呼びつけるための布ふ石せきはできた。

「結構です。反対尋問は以上です」

「滝検事、次の証人の喚かん問もんを」




「次の証人は、遺体の司法解剖を行った本ほん庄じよう敦あつし氏を」

「異い議ぎあり、ちょっと待って下さい」

　俺は右手を上げながら立ち上がった。

　滝検事が心底イヤそうな顔をする。

「何です、弁べん護ご人にん？」

「先ほどの証しよう人にんが証言しましたが、遺体を調べたのは氏神功徳という監察医ではないのですか？　ならばその人物を先に喚問すべきだと思いますが」

「それは私も気になっていました」と裁判長。「どうなのですか、検事？」

「裁判長。氏神氏はあくまで遺体の表面的な部分を調べたに過すぎません。実際に解剖をしたわけではないのです。

　もっとも、死体というものは死し亡ぼうしたときの状じよう況きようによって、体が硬かたくなったり血がたまって皮ひ膚ふが変色するなどの外見的な変化が時間と共に現れます。その点から言って、できるだけ早く検死──すなわち死体の表面的な観察だけでもやっておくに越こしたことはありません。

　そのため、確たしかに氏神氏には到とう着ちやくが遅おそくなる警察に先んじて遺体を検死して頂いただきました。しかし先ほどの木下巡じゆん査さも証言しましたが、これはあくまで暫ざん定てい的な処しよ置ちでした。遺体を動かすことは許きよ可かしませんでしたし、決して正式な検死と呼べるものでもありません。

　警けい察さつの応おう援えんが現げん場ばに到着した後、結果として我われ々われは被ひ害がい者しやは自殺ではなく他殺の可か能のう性せいが高いと判はん断だんしました。他殺の疑うたがいがある場合は、監察医による検死ではなく、より正確な死因を特定するため、我々検察の指し揮きで司法解剖が行われます。

　これから我々が立証しようとしているのは被告人の死因についてですから、ここは被害者の遺体について、より専せん門もん的な解剖を行った本庄先生に証言台に立って頂くのが適てき当とうであると考えます」

　ええい滝検事め、長ったらしい説明をくどくどしやがって。〝死体を見ただけの人よりいじくった人の方がより詳くわしい証言ができます〟とだけ言えばいいものを、よくもまあここまで引き伸のばせるものだ。検事という肩かた書がきはダテではないらしい。

「なるほど、確かにもっともですね。いかがですか、弁護人？」

「結構です。とりあえず現時点では異議を取り下げたいと思います」

　また滝検事が心底イヤそうな顔をした。現時点では取り下げると言っただけで、後でまたぶり返してやろうという俺おれの魂こん胆たんがよく分かっているのだろう。




　結局、氏神ではなく本庄とかいう法医学者が証言台に立った。

　メガネを着用、目つきはきつく頰ほおはこけ、髪かみの毛は短く刈かり込んでおり、体つきも細くて顔色も青白い。氏神とは正反対の不健康そうな男だ。とはいえ、「死体を見るのが仕事です」と言われれば、氏神よりも格かく段だんに説得力があるようにも見える。

「本庄先生、あなたは被害者の司法解剖を行いましたね？」

「はい」

　本庄という法医学者は、見た目どおりの冷たい声で答えた。

「ではその結果について証言して下さい」

「結けつ論ろんから言いますと、死し因いんは首を絞しめられたことによる窒ちつ息そく死しです」

「首を絞められた──。つまり、自ら首を吊つった自殺ではないということですね？」

「はい、他殺です」

「では、そう結論するに至いたった課か程ていについて説明して頂けますか？」

「分かりました。実は、自殺か他殺かという点につきましては解剖するまでもなく遺体を一目見ただけで瞭りよう然ぜんでした」

　本庄は中指で軽くメガネをかけ直した。やけに様さまになっている動作である。

「人間は首を絞められて死し亡ぼうした場合、たくさんの変化が顔の表面に現れます。首を絞められると血けつ液えきの流れが阻そ害がいされることになりますから、顔に血がたまって赤く腫はれたり、目や口などの粘ねん膜まくに存そん在ざいする毛細血管が破は裂れつして小さな血の点が現れたりするんです」

「被害者の遺い体たいにも、そのような絞こう殺さつによる痕こん跡せきがあったわけですか？」

「そうです」

「しかしそれらの痕跡は、首を吊って自殺しても出てくるのではないのですか？　首を絞めるという点では同じなのですから」

「いいえ違います。先ほど私が言った特とく徴ちようは、確かに絞殺された遺体にはほぼ必ずといっていいほどに見られる痕跡なのですが、これが首を吊った自殺となると話が変わってくるんです。

　いわゆる首吊り自殺の場合、被害者は首にロープをかけた状態で高いところから飛び降おり、宙ちゆう吊づりになって自らの体重で首を絞めることになります。

　このようなケースのことを定型的縊い死しと呼んでいます。時々足が地面に着いてしまったり、ロープがしっかりと首にかかっていないといった場合もあり、それらは非定型的縊死と呼ばれるのですが、今回の被害者は完全な定型的縊死の状態にありました。

　定型的縊死の場合、被害者の首には何十キロという力がまんべんなく一気にかかることになります。

　人間の体というものには奇き妙みような特徴がありまして、何十キロもの強い力で一気に首を絞められた場合、迷めい走そう神しん経けいと呼ばれる脳のうの延えん髄ずいから出ている神経や頸けい動どう脈みやく洞が瞬しゆん時じに──その、ダメになってしまい、心停止を起こして即そく死ししてしまうんです」

　実に専門的な説明である。俺はあらかじめ氏神から似にたようなことを聞いていたのでなんとか理り解かいできるが、陪審員のほとんどは分かったような分からないような顔をしていた。

　それに気付いた本庄は、またメガネをかけ直すと慌あわてる様子もなく付け加えた。

「もう少し別の言い方をしましょう。ようするに普ふ通つうに人の首を絞めて殺害した場合、直ちよく接せつの死因は酸さん欠けつになるのですが、定型的縊死の場合、つまり何十キロもの力をかけて一気に首を絞められた場合は、酸欠に因よらず心しん臓ぞうが停止することによって死亡してしまうのです。

　今回のケースでは、被害者は首にきっちりと縄なわをかけ、高さ五十センチほどの台から飛び降りて地面から二、三十センチほど上のところにぶら下がっていました。

　これはまさに定型的縊死と言うべき状じよう態たいでして、このような場合でしたらまず間違いなく被害者は酸欠する以前に心臓が停止して即死します。当然、心臓が停止すれば体中の血液の流れも止まってしまうわけですから、先ほど申し上げた絞殺時に現れる特徴──頭に血がたまって顔が赤くなるなどといった症しよう状じようは出ず、逆ぎやくに顔は真っ青になっているはずなのです」

「なるほど。ところで、今回のケースの場合、被害者はその定型的縊死の状態で見つかったにもかかわらず、顔は真っ青になっておらず、赤くうっ血していたとおっしゃいましたよね？」

「はい」

「そういった痕跡から、これは自殺ではなく自殺に見せかけた殺人であると結けつ論ろんするに至いたったわけですね？」

「その通りです」

「なるほど。つまり被害者は、一度何らかの方法で絞殺された後、あらためて自殺に見せかけるためにロープに吊るされたというわけですか？」

「異い議ぎあり、誘ゆう導どう尋じん問もんです」

　大した異議ではないが、嫌いやがらせのつもりで言ってみる。机つくえをぶっ叩たたいて強調するほどのことでもない。

「滝検事、よろしければ質しつ問もんしなおして頂けますか？」

　裁判長の提てい言げんに、滝検事はこめかみを抑おさえながら、

「で、では言い替かえましょう。本庄博士はかせ、被害者は定型的縊死の状態で発見されたんでしたよね？」

「ええ」

「ですが、遺体に残った様々な痕跡から、それは偽ぎ装そうだったわけですね？」

「私はそう考えております」

「その一方で、被害者の死因は絞殺だったことも確かなんですね？」

「ええ、司法解剖した限かぎりではその特徴が顕けん著ちよに現れていました」

「つまり、被害者は首を吊った状態にされるまえに、何者かに絞殺されていたわけですか？」

「ええ、そう考えるべきでしょう」

　そこまで聞くと、滝検事は満足そうに頷いた。

「結構です。では法医学の専門家である本庄先生のご意見を伺うかがわせてください。被害者はどのように殺されたと考えるべきでしょうか？」

「はい。遺体にはもう一つだけ特徴がありました。それは首を絞めた痕あと──いわゆる絞こう殺さつ痕こんが一つしかなかったということです。これはつまり、二度、同じ箇か所しよを同じロープで絞められたのだと推すい測そくされます。

　この痕跡と、先ほど挙げた遺体の状況から推測しますと、恐おそらく犯人は何らかの方法でロープを被害者の首にひっかけ、引っ張り上げて殺害したのだろうと思われます。このような方法で殺害した場合、ロープは必ず被害者のあごの下から耳の後ろを通ることになります。これは首吊り自殺で生じる痕の位置と同じですから、その後今回のような偽装を施ほどこせば、首に残る絞殺痕は一つだけとなります。

　また、被害者の首にロープをかけ、人の力で引っ張り上げた場合、何十キロもの力が一瞬にして首にかかるということはまず考えられません。そのため、今回の事件では定型的縊死の状態であったにもかかわらず、被害者の顔が赤っぽくうっ血していたという事実も裏うら付づけることができます」

　氏神から聞いた話だと、被害者の首に縄をかけて背せ中なか合わせに背負い上げるようにして絞殺しても首吊りと同じような痕跡が残ると聞いていたが、どうやら検察はその説は採さい用ようしなかったようだ。

「ありがとうございました、質しつ問もんは以上です。反対尋じん問もんをどうぞ」

「では一つだけ」

　俺はすっと立ち上がった。

　正直なところ、こうも科学的なことばかり証言されては反はん論ろんの余よ地ちがない。だが、できることは一いち応おうやっておくとする。

「本庄博士。あなたは被害者の絞殺痕は一つしか見られなかった。つまり被害者は同じ箇か所しよを同じロープで二度絞められて殺されたことになると、そう証言しましたね？」

「ええ」

「ところで、私の記き憶おくが確かならば、たとえば柔やわらかく幅はばの広いタオルなどで人の首をしめた場合、絞殺痕が残らないことがあるそうですが」

「え、ええ。確たしかにそういったこともありますが」

「ではつまり、何者かがタオルで被害者を絞殺した後、首吊り自殺の形に偽装したという可能性も考えられるわけですね？」

「はあ、まあ確かに考えられなくはありませんが、可能性としてはあまり高くはないと思いますが」

「……なぜですか？」

「大たい抵てい、人の首を絞めるとなれば誰だれでも思い切り力を加えることになります。手て加か減げんして絞殺しようなんて考える人はまずいないでしょうしね。

　そうなると、確かに柔らかい布で絞殺すれば痕が残らない可能性はあるんですが、やはりそれ以上になんらかの痕跡が残る可能性の方が高いんですよ。たとえば首やそれに繫つながる骨ほねが折れたりとか。被害者はかなりの高こう齢れいで体もずいぶんやせていました。このような場合、被害者になんら外的な痕跡なく絞殺するということは非ひ常じように難むずかしいと思われます」

「で、ですが、可能性は決してゼロではありませんよね？」

「……ええまあ。あらゆる可能性を考こう慮りよするならば、ですが」

「法ほう廷ていとはまさにそのあらゆる可能性を考慮すべき場なんですよ。反対尋問は以上です」

　自分でもイマイチ信じてなかったりするのは内ない緒しよである。




「次の証しよう人にんとして、被ひ害がい者しやの主しゆ治じ医いであった葛か西さい昭しよう三ぞう氏を」

　出た。主治医だ。とりあえず主治医と聞くとなんとなく悪人に思えてしまうのは俺だけだろうか。

　影野の調ちよう査さで大体の素す性じようは知っているが、顔を合わせるのはこれが初めてである。一昔前まではかなり儲もうけていた医者らしく、体も顔もずいぶんでっぷりとしている。しかし借金を抱かかえている今では苦労事の方が多いのか、その顔には幾いく筋すじものしわが刻きざまれ、鼻の下に生やしたちょび髭ひげもかなり白くなっている。

「あなたは被害者である一ノ宮昌子さんの専せん属ぞくの医者をしていましたね？」

「そうです。彼女は高齢の上に、腰よう痛つうを始めとした様々な病気を患わずらっておりまして、私はその治ち療りように当たっていました」

「なるほど。ではまず、事じ件けんのあった十二月七日夜のあなたの行動について証言して下さい」

「分かりました。ええと、私は普ふ段だん、夕食後の午後七時過すぎから一ノ宮昌子さんの定期検けん診しんを行うことになっています。その日も例外ではなく、いつも通り午後七時半には一ノ宮さんの検診を終え、部屋に戻っていました」

「つまり、午後七時半には被害者は生きていたということですね？」

「ええ、そうです」

「その時の被害者の様子はどうでしたか？」

「様子……と申されますと？」

「何か普段と違うようなところはありましたか？」

「ああ、そういうことですか。いえ、最近腰痛がひどくなってきているためか、少々気落ちしているご様子でしたが、それぐらいのものです」

「もう一度確かく認にんします。あなたが被害者を最後に見たのは午後七時半頃で、その時には彼女は生きていたんですね？」

「そうです」

「質問は以上です。山鹿弁護人、どうぞ」

「反対尋問特になし」




　次に呼ばれた証人は若わかい女性だった。

「証人は名前と職業を」と裁判長。

「会あい田だ恵けい子こ、旅館うたかたの従じゆう業ぎよう員いんです」

　また俺の知らない顔だ。名前すら聞いたことがない。

　やがて型通りの宣せん誓せいが終わり、滝検事の尋問が始まる。

「あなたの勤きん務む先は、被告人と被害者が宿しゆく泊はくしていたのと同じ旅館ですね？」

「はいー」

　なぜか語ご尾びを延のばして肯こう定ていする。

「あなたの仕事には客室ごとに食事を配はい膳ぜんすること、それから食後に食器類を回かい収しゆうすることが含ふくまれてますね？」

「はいー、その通りです」

「では事件のあった十二月七日のことを思い出して下さい。あなたはその日、旅館に被告人が宿泊していたことをご存ぞん知じでしたか？」

「それはもうー。宿泊なされるお客様の名前を覚えるのは仕事の一いつ環かんですから」

「被告人は一人で宿泊していたのですか？」

「えーと、その日はそうです。正確にはご夫ふう婦ふで数日ご宿泊の予定だったんですが、その日は何か緊きん急きゆうの用事ができたということで、奥さんの方だけ一旦お帰りになられたんです」

「あなたは被告人の泊まってる部屋にも食事を配膳しましたね？」

「はいー」

　……なんか気が抜ぬける。

「それは何時頃のことでしたか？」

「午後七時過ぎでした」

「そのとき、部屋には誰がいましたか？」

「二岡様が──あ、いえ、被告人の方がお一人でした」

「では、食器を回収に行ったのは何時頃でしたか？」

「午後八時を過ぎた……えっと、十五分頃だったと思います」

「そのとき、部屋に人ひと影かげはありましたか？」

「いえ、誰もいませんでした」

「つまり、午後七時過ぎには被告人は部屋にいたが、午後八時過ぎにはいなかった──そういうことですね？」

「はい」

「被告人の部屋というのは旅館のどの辺りにあるんですか？」

「二階の一番南東のお部屋です」

「では、その部屋の下の階はどなたが使っていたんでしょう？」

「一ノ宮昌子様……いえ、えっと、被害者の方と、その旦だん那なさんです」

「つまり、被害者の泊まっていたすぐ上の部屋に、被告人が泊まっていたということですね？」

「そういうことになります」

　法ほう廷ていはしんと静まり返った。また滝検けん事じが意図的に作り出した間である。

　被ひ害がい者しやの真上の部屋に被告人が一人でいた──その意味を観客にじっくりと考えてもらいたいのだろう。

「ありがとうございます、質しつ問もんは以上です」

「山鹿弁べん護ご人にん、反対尋じん問もんを」

　裁判長に促うながされ、俺おれはすっと立ち上がって反対尋問を開始した。

「あなたは食事の配膳が仕事の一つだとおっしゃられましたね？」

「ええ、言いました」

「となると当然、たくさんの部屋を回るわけですよね？」

「はいー」

「大体一日に何部屋ぐらいですか？」

「えっとー、二十から三十ぐらいです」

「ではそこで質問なのですが、何十もの部屋を回るあなたが、その内の一つでしかない被告人の部屋へ配膳しにいった時間をどうして覚えているのですか？」

「配膳の時間は、あらかじめお客様から希望を聞いて表にまとめてますから」

　さいですか。

「なるほど、結けつ構こうです。では参考までに訊きいておきたいのですが、あなたは被害者である一ノ宮夫妻の下もとにも夕食を配膳したんでしょうか？」

「ええ、それも仕事ですから」

「それは何時頃のことですか？」

「一ノ宮さんご夫妻の場合はもうちょっと早くて、午後六時頃でした。食器を回収に行ったのは七時前です。あ、そうそう、どちらの時間も、お二人とも部屋におられましたよ」

　訊きたいことを訊く前に答えてくれてありがとう。

「……反対尋問は以上です」




「次の証人は被害者の夫である一ノ宮明之さんを」

　今度はそう来るか。被害者の夫を喚問するということは、恐らく被害者と被告人の関係についての証言と、陪審員達の同情を引くことが目的だろう。検察もいよいよ本腰を上げてきたか。

　一ノ宮明之は、七十という年ねん齢れいを超こえているにもかかわらず、まだまだ背せ筋すじもピンと伸のびた元気のよさそうなじいさんであった。今はその顔に怒いかりをみなぎらせ、時とき折おり俺の依い頼らい人にんにガンをくれながら証言台に立った。

　よく考えるとこの証人とも顔を合わせるのは初めてである。

「では早速ですが一ノ宮さん。まずあなたと被告人の関係について証言して下さい」

「分かりました」

　と、頷うなずいたところで一ノ宮はゴホゴホと咳せき込んだ。

「失礼。喘ぜん息そくを患わずらっているものでして。

　浩二──いえ、被告人は私の義ぎ理りの息子むすこということになります。実は私が昌子と結けつ婚こんしたのは六年ほど前のことでした。彼女も私もお互たがい前の伴はん侶りよを亡なくしておりまして、それで独ひとり者同士話が合ったので再さい婚こんしたのです。

　結婚する前から昌子には娘むすめが一人おりました。被告人はその夫に当たります。

　義理とはいえ、私の娘が結婚したんです、私も妻もそりゃあ喜びました。これは孫を見るまでは当分死ねないと妻と語り合ったりしました……。それなのに──」

　一ノ宮明之は目を閉じてうつむいていたが、突とつ然ぜん顔を上げて被告人をにらみつけた。

「──それだというのに、恩おんを仇あだで返しおって！　この恩知らずが!!」

　法廷に怒ど声せいが響ひびき渡わたった。恩知らず呼ばわりされた被告人が、ぶるりと身を震ふるわせる。

「落ち着いて下さい一ノ宮さん」

　滝検事が言った。

「被告人は容よう疑ぎこそかかっていますが、今はまだ裁判を受けている身です、犯はん人にんと決まったわけではありません。そうでしたよね、山鹿弁護人？」

「…………」

　返事をする必要を認みとめなかったので俺は黙だまっていた。滝検事が苦く笑しようを浮うかべて証人に向き直る。

「一ノ宮さん、質問を続行して構かまいませんか？」

「ゴホゴホッ、ええ、すいません。取り乱みだしてしまいまして……」

「いえ、無理からぬことですよ。

　では質問を続けます。あなた方ご夫婦は旅館うたかたに長期に亘わたって宿しゆく泊はくしていましたね？」

「ええ」

「それはなぜですか？」

「半年ほど前から妻が体を壊してしまったんです。それで温泉で湯治でもしようということになりまして。あの旅館を選んだのは、以前妻がそこの権けん利りを所有していたからなんです。もっとも、妻が歳としをとってからはその権利は移い譲じようしましたが」

「同じ旅館に被告人が宿泊したのは偶ぐう然ぜんではありませんよね？」

「もちろんです。最近は妻の病びよう状じようもわずかずつですが確かく実じつに悪化してまして、ここしばらくは随分と塞ふさぎこんでました。それで一度、娘夫ふう婦ふの幸せそうな顔でも見ようということになったものですから、二人を呼び寄せたんです……」

　そこまで言って、語ご尾びを震わせる。

「それが、まさかこんなことになろうとは……」

　ゴホゴホという咳混じりの嗚お咽えつが法廷内に響いた。

「心中、お察しします」

　滝検事が心にもないことを口にする。

「ええ。……すいません、どうぞ質問を続けて下さい」

「申し訳わけありませんがそうさせて頂きます。

　では、被告人があなた方が泊まっていた部屋の真上にいたのは偶然ですか？」

「いえ、違います。あの旅館は私達が泊まっていた南東の部屋が一番眺ながめがいいんです。当然二階の方がもっと眺めはいいんですが、あいにく妻は階段を上り下りするのも辛つらい状態でしたから。

　それで妻の配はい慮りよで、娘夫婦にその一番の部屋を用意しておいてもらったんです」

「当然ながら事じ件けんのあった十二月七日も、あなたは被害者と同じ部屋に泊まっていましたよね？」

「もちろんです」

「では、その日の午後七時半頃、あなたはどこにいましたか？」

「同じ旅館にある別の部屋です」

「何をしていたんですか？」

「私は魚を飼かうことが趣しゆ味みなんです。ですからあの旅館に滞たい在ざいしてる間も、一番安い部屋を別に借りて水すい槽そうを置かせてもらってるんです。先ほど主しゆ治じ医いの葛西先生もおっしゃってましたが、家内は毎日午後七時半頃に診しん察さつを受けることになってまして」

　そこまで言って、また一ノ宮はゴホゴホ咳き込んだ。

「し、失礼。とにかく妻が診察を受けてる傍そばにいるのもなんですから、午後七時を過ぎると決まって私は魚の世話をしに行くことにしてたんです」

「その習しゆう慣かんのことは、被告人も知っていましたか？」

「ええ、一いつ緒しよにエサをやったりしたこともありましたから、まず知ってると思いますが」

「次に部屋に戻もどってきたのは何時頃でしたか？」

「いえ、結局その日はその部屋には戻りませんでした」

「それはなぜですか？」

「その日、私が魚達の世話をしていると、旅館の人が私を呼びにきたのです……」

　再ふたたび一ノ宮の声のトーンが段だん々だん低くなっていた。

「その、妻が納な屋やで見つかったと……」

　またしばらく嗚咽がもれた。

「それで、その日は結局部屋には戻らなかったというのはなぜですか？」

「ええ。警察の方に、自殺であることがはっきりするまでは、妻が泊まっていた場所にはできるだけ誰だれも出入りできないようにして下さいと言われたものですから。その日は別の部屋を用意して頂いて、そちらの方で夜を明かしました」

「以上です、反対尋じん問もんをどうぞ」

「特にありません」




「草くさ加か刑けい事じを証しよう言げん台だいに」

　証言台に立ったのは、因いな幡ば刑事を思い起こさせるような、暴ぼう力りよく団だんと言われても違い和わ感がまったくない強こわ面もての刑事だった。ただし体の線は減げん量りようをしたボクサーのように細く引き締しまっている。

「草加刑事、あなたは被ひ告こく人にんを逮たい捕ほしましたね？」

「はい、しました」

「ではその逮捕に至いたった経けい緯いについて証しよう言げんして下さい」

「はい。えー、司法解かい剖ぼうの結果、被害者は首を吊つられる形で絞こう殺さつされた後、自殺したように偽ぎ装そうされたと考えられました。

　被害者は散歩程てい度どの運動はよくしていたそうですが、だいぶ体を悪くしていることもあり、薄うす暗ぐらい夜間に一人で出歩くことはこれまでに一度もなかったそうです。

　そして生せい存ぞんしていた被害者が最後に目もく撃げきされたのは十二月七日の午後七時半、首を吊った状態で遺い体たいが発見されたのはそのおよそ三十分後です。偽装するのにかかった時間を少なめに取ったとしても、被害者は恐おそらく七時半から八時までの間に絞殺されたことは明確といっても差し支つかえないでしょう。

　我われ々われはその時間に旅館にいたすべての人物について調ちよう査さを行いました。その結果、被害者と何らかの親交があった人々が十人足らずいたことが分かりました。そしてさらに調査を続けた結果、その十人足らずの人の中で、アリバイがなく、かつ被害者が死し亡ぼうすることで利り益えきを得ることができ、そして一番重要なことですが、部屋にいた被害者を、首を吊り上げる形で殺害し得ることのできる人物がたった一人だけ見つかったのです」

「その人物はこの法ほう廷ていにいますね？」

「ええ、いますとも」

「指差して頂けますか？」

「彼です」

　誰を指差したかを記す必要はないだろう。

「草加刑事、順を追って説明して下さい。

　旅館うたかたには被害者と面めん識しきのある人が何人かいたとおっしゃられましたね？」

「ええ。先ほど証人として喚問された主治医の他ほかに、被害者の親類と、何人かの旅館の従業員です」

「その中でアリバイがないのは被告人だけだったということですね？」

「そうです。従業員の方は仕事中でしたし、他の人も温おん泉せんや食事などで別の人に目撃されていました」

「結けつ構こうです。では次に。あなたは被告人が被害者を殺害するに至いたった動機についても調べましたね？」

「ええ、もちろんです」

「ではその結果、判はん明めいしたことについて証言を」

「はい。皆みなさんもうすうすお気付きになられてると思いますが、被害者にはそれなりの資し産さんがありました。生前、彼女はその資産を様々な福ふく祉し施し設せつに寄き付ふしたのですが、それでも彼女が死亡することで決して少なくない遺い産さんがその遺族に相続されることになります。もちろんその中には被害者の娘むすめである被告人の妻つまも含ふくまれるわけです。

　また、被告人はつい最近リストラされ、現げん在ざいは妻の収入と失業保険を頼りにして一日中ブラブラしていることも判明しております」

　ひどい言いぐさだ。だが「異議あり。被告人は現在仕事を探している最中であって、決してブラブラ遊んでるわけではありません」などと申し立てたところで、結局ぷー太郎であることには違いないし、そもそもこの男の面構えではあんまり説得力もない。ここは藪から蛇を出してしまわないよう、黙っているべきだろう。

「ではその被告人が、どうやって被害者を殺害したのだと考えますか？」

「様々な証しよう拠こから検けん証しようしますと、恐らくこういうことだったと考えられます。

　やり方自体は単たん純じゆんです。これまでの証言にも出ていますが、被害者の死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こく、つまり午後七時半から八時にかけて、被告人は一人で被害者の真上の部屋にいました。

　恐らく被告人は二階の窓から下の部屋にいた被害者に呼びかけたのです。窓まどの外に何かを落としてしまったのでそれを拾って欲ほしいとでも言ったのかもしれません。そして被害者が一階の窓から顔を出します。

　あとは簡かん単たんです。あらかじめ輪っかをつけたロープを降おろし、被害者の首にひっかけ、思い切り引っ張ったんです。本庄博士が証言したことを繰くり返させて頂きますが、首にロープをかけて引っ張り上げた場合、必ずロープはあごの下から耳の後ろを通ることになります。これは首を吊った自殺のときと同じですから、後で偽装しても絞こう殺さつ痕こんは一つしか見つかりません。

　そして何より、定型的縊い死しと違って急きゆう激げきな力が一度にかかることはありませんから、顔が赤くなって膨ふくれるといった症状が遺体に現れることになります。

　その後、被告人は窓から外に降おり、後に遺体が見つかることになる納な屋やに被害者の体を運び、自殺に見えるよう偽装したというわけです」

「ありがとうございました、質問は以上です」

　なるほど。警察はそう推すい理りしたわけか。

　確かに説得力はある。その証拠に、陪ばい審しん員いんはもちろん傍ぼう聴ちよう人にんの誰一人として、不ふ審しんそうな顔をしてるヤツがいない。

「弁べん護ご人にん、反対尋問はありますか？」

　裁判長の問いかけに俺は立ち上がった。

「ええ。少しだけ。

　草加刑事。たとえば被害者の首にロープをかけ、お互い背中合わせになって背負うようにして首をしめた場合、やはり絞殺痕は首を吊ったときと同じ位置に残ることになりますよね？」

「ええ、そうです」

「ではその方法を使った場合、何も真上の部屋にいた被ひ告こく人にんでなくとも、殺害のチャンスはあったことになりませんか？」

「いえ、それはありません」

「な、なぜですか？」

「被害者がいた部屋から、遺体の見つかった納屋までは往おう復ふくで十分以上、しかも首を吊ったように偽装する時間を含ふくめれば十五分ぐらいは必要だったでしょう。

　さっきも申し上げたように、我々は午後七時半から午後八時にかけて旅館にいたすべての人々のアリバイを調べたのです。その結果、アリバイがなかったのは被告人だけだったのです。それがすべてですよ」

　な、なるほど。検けん察さつにしてみれば、別に殺害した方法は二階からロープを降ろそうが、背せ負おうようにして絞殺しようがどっちでもいいということか。しかし、アリバイがないという理由だけで被告人を逮たい捕ほできたとも思えないが……。

　いや、だからこそ陪審員達に被告人が犯はん人にんであることを印象付けるため、部屋が真上にあったということを強調したかったのだろうか？　あるいは、この後にまた決定的な証人でも出てくるということなのかもしれないが……。

　まあとりあえずこの時点では、あと一つ質問をして引き下がらなければなるまい。

「では最後に、草加刑事。被害者はかなりの高齢で、その上それなりの資産をお持ちだったと聞きました。彼女は遺書か何かを残していなかったんでしょうか？」

「いいえ。我々は旅館や被害者の自じ宅たくを念入りに調べましたが、遺書らしきものは何も発見できませんでした」

「……反対尋じん問もんは以上です」

　むう。遺書はなかったのか。これでは見当をつけていた数人の犯人候こう補ほの動機がなくなってしまう。

「結構です。滝検事、次の証人を」

「では検察側最後の証人となります。一いちノの宮みや智とも康やすさんを証言台に」




　一ノ宮智康。さっき出てきた一ノ宮明之の実の弟だ。

　そして、旅館うたかたの露ろ天てん風ぶ呂ろで俺おれにケンカを売ってきた挙あげ句く、コソコソと逃にげ出した意い気く地じなしでもある。

　少年の心のまま大人になったという文学的な表現はよく耳にするが、この男はなんというか、少年の心を持ったそのまま老人にまでなってしまったようだった。もちろん良い意味でいっているのではなく、世間知らずという意味だ。前もって影野から金に汚きたない性せい格かくだという話を聞いていたからだろうか、とにかくそんな悪いイメージしか抱いだけなかった。

　滝検事はまずこの証しよう人にんが被害者の夫の弟に当たる人物であることを証言させた上で、本ほん格かく的な尋問を開始した。

「あなたは事じ件けんのあった十二月七日、被害者と同じ旅館うたかたに泊とまっていましたね？」

「ええ」

「あなたの泊まっていた部屋は、被告人の隣りん室しつでしたね？」

「はい、そうです」

「では七日の午後七時半ごろ、あなたはどこで何をしていたかお答え頂いただけますか？」

「えー、その日私は午後七時過すぎに夕食を終え、七時半ぐらいまでテレビを見てたんですが、それから一度風呂にでも入ってこようと思いました。それで、隣の部屋には妻つまに帰られてしまった二岡君が一人でいることは知ってましたから、一いつ緒しよにどうかと誘いに行きました。結局、断られてしまいましたが」

　ぬ。そんなやり取りがあったとは聞いていない。

「おい二岡」

　俺は隣に座っている二岡を肘ひじでつつき、小声で尋たずねた。

「な、なんでしょう？」

「あいつの言ってる風呂に誘われたってのは本当か？」

「え、ええ。そういえば確たしかにそんなことがありました。その日はもう風呂には入ってましたから断ことわったんですが……」

「そうか」

　そういうことは早く言え──と言いたいところだが、今回に限かぎってはそんな話を前もって聞かされていたとしても、役に立っていたかは分からない。もう少し滝検事の出方を見るとしよう。

　尋問は続いていた。

「被告人を風呂に誘いに行き、断られた後、あなたはどうしましたか？」

「一人で浴場へと向かいました。ただ、脱だつ衣い所じよまで行ったところで、着き替がえを忘わすれていたことに気付いて部屋に戻ったんです。

　ところが、私はちょっと大おお雑ざつ把ぱな性格をしてるものですから、部屋に戻もどってもなかなか着替えが見つからなかったんです。

　それからしばらく着替えを探さがしてたんですが、ふと窓まどの外を見ると、あるものが目に入ったんです」

「それはなんですか？」

「私の義理の姉を背負った二岡君の姿すがたです」

　法廷が文字通りざわっとざわめいた。

　なるほど。こういう目撃証言があるとは聞いていたが、目撃者はこいつだったのか。

　確かにこの証言は致ち命めい的といえるだろう。もっとも、この証言が真実だとすればの話だが。

「つまり、被ひ害がい者しやを背せ負おった被告人が外を歩いていたわけですか？」

「ええ、その通りです」

「その時の様子を具体的に証言して下さい。詳くわしい時間は分かりますか？」

「ええ、ちらっとですが時計を見ましたから。午後七時四十分ぐらいのことでした」

「被害者はどのような状じよう態たいでしたか？」

「ぐったりしてまったく動く様子がありませんでした」

「では、彼女を背負っていた被告人の様子は？」

「見るからに怪あやしかったですな。明るい道ならいくらでもあるのに、わざわざ暗い人目のつかない道を選んでどこかへ急いでるようでしたよ」

「異い議ぎあり。今の証言は事実ではなく、この証人の憶おく測そくに過ぎません」

「異議を認みとめます。ただいまの証言を記録から削さく除じよします。陪審員の皆みなさんも今の証言は考こう慮りよの対象としないようにして下さい」

「質問は以上です。弁護人、反対尋問をどうぞ」

　なるほど、こうくるわけか。

　この証言は致命的なものだ。被害者の生存が最後に確認されたのが午後七時半で、死体が見つかったのが午後八時ごろ。もしこの間にぐったりした被害者を背負ってるヤツがいたとすれば、間違いなくそいつが犯人であると誰だれもが思うだろう。

　しかし、致命的であることは確かだが、その一方でこれは俺にとって非ひ常じように都合のいい証言であることも事実だ。

　二岡はその時じ刻こく、ずっと部屋にいたと言った。被害者を背負って夜道を歩いていたことなどあるわけがない。つまり、この一ノ宮智康の証言はウソということになる。ではなぜウソの証言をするのか？　その答えはごく限られている。こいつが誰かを二岡と見み間ま違ちがえたのか、はたまた二岡を犯はん人にんにするために意図的にウソをついたのか、あるいはこいつこそが犯人であるということだ。

　問題はいかにして問い詰つめるかだが、その辺は俺の趣しゆ味みでもある。俺はいつも通り正面から証人をにらみつけ、反対尋問を開始した。

「では一ノ宮さん、質問をさせて頂きます。あなたは食事の後、風呂へ行き、忘わすれ物を取りに戻ったところで、窓の外に被害者を背負った被告人の姿を見たわけですね？」

「はい、その通りです」

「ではまず、事件があった日の午後七時半から八時にかけてのあなたのアリバイを証明していただきたいのですが」

「ええ、いいですよ」

　俺が思わず拍ひよう子し抜ぬけするほどに、一ノ宮智康はあっさりと頷うなずいた。

「さっきも言いましたけど、七時四十分には一度部屋に戻もどりました。その後は八時過すぎまでずっと風ふ呂ろに入ってたんですよ。何人かの人と話をしたりしてましたんで、アリバイならその人たちが証しよう明めいしてくれますよ」

「つけくわえますと──」

　と、滝検けん事じが立ち上がった。

「先ほど草加刑けい事じも証言しましたが、我われ々われはすでに被ひ告こく人にんを除のぞいた全員のアリバイを確かく認にんしておりますので念のため」

　そう言い終えると、余よ裕ゆうしゃくしゃくといった感じで堂々と席に戻る。

　確たしかにその話は何度も聞いたのだが……。もしこの証人にアリバイがあるとなると、当然ながら犯人候こう補ほから外れることになってしまう。

　まあいい。その辺の調ちよう査さは後で影野にでもやらせることにして、まずは証言の信しん憑ぴよう性せいを失わせてやるとしよう。

「分かりました、アリバイについては結けつ構こうです。

　ではあなたが被告人らしき人物を見た時のことについてお尋たずねします。あなたの部屋の窓まどから、その被告人らしき人物まではどのぐらいの距きよ離りがありましたか？」

「うーん、そうですねえ。二階からでしたし、十五メートルぐらいだったと思いますが」

　まあそれぐらいか。よく知った人間の顔なら充じゆう分ぶん視し認にんできる距離というわけだ。

「ところで、あなたは風呂へ行くときに部屋の窓を開けてから行きましたか？」

　一ノ宮智康は鼻で笑った。

「そんなわけないでしょう。あの辺は夜は冷えるんですよ、窓なんて開けていったら大変なことになりますよ」

「つまり、あなたが忘れ物をして部屋に戻ったときも当然窓は閉しまってたわけですよね？」

「ええ、そうです」

「おかしいと思いませんか？」

「な、何がですか」

「外はとても寒かったんでしょう？　それなのに窓を閉めていれば、当然窓は曇くもっていたはずです。あなたは曇った窓越ごしに外を見ることができたんですか？」

　証人の顔が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたのを俺は見み逃のがさなかった。

「い、いえ、もちろん曇ってましたよ。ですけど、その曇った窓越しでも外に誰かがいるのがボンヤリと見えたんです。だからこんな時間に誰かな、と思って窓を開けたら、いたんですよ」

「被告人らしき人物が、ですか？」

「ええそうですとも」

　俺はニヤリと笑った。

「あなたは今ご自分でお認みとめになりましたね？　あなたが見たのは被告人ではなく、被告人らしき人物であったと」

　一ノ宮智康はコキーンという擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほどに顔を硬直させた。

「ちょ、ちょっと待って下さい、私にはそんなつもりはありませんでした。さ、裁さい判ばん長ちよう、今のは誘ゆう導どう尋じん問もんというヤツではないんですか？」

「ええ、確かに」

　裁判長は諭さとすように言った。

「ですが反対尋問では、証人の偏へん見けんを質ただすために誘導尋問は認められているのです」

「え──」

　キョトンと目をしばたたかせる。

　なかなか面おも白しろい反応をする証人である。

「一ノ宮さん、裁判長の方ばかり見てないでこちらの方を見て下さい。まだ質しつ問もんは終わってないんですから」

　一ノ宮は悔くやしげに唇くちびるをかみしめ、

「わ、分かりましたよ。次はなんですか？」

「あなたの言葉によると、被告人らしき人物は暗い夜道を、まるで人目を避さけるように歩き去っていったとのことでしたよね？」

「ええ、そうです」

「あなたは自分の部屋から、しかも初めは曇った窓越しにそれを見ることができたとおっしゃるわけですね？」

「え、ええ、私には見えたんですよ」

「変だと思いませんか？」

「な、何がです？」

「あなたも何十年という人生を送っておられるのです。窓が曇っていたという事実を別にしても、明るい場所から暗い場所に目をやった場合、どう見えるかご存知ありませんか？」

「え……。あ……」

「人間の瞳どう孔こうというものは、明るい場所に入ると自然と狭せまくなり、暗い場所に入れば逆ぎやくに広くなるそうです。そうすることによって、視界を確かく保ほするんです。つまり、人間の目というものは、明るい部屋の中から暗い外を見られるようにはできていないのです。

　つまり、あなたが明るい部屋の中から薄うす暗ぐらい外を見たとしても、そうそう見通せるはずはないと思うんですが」

　観客達が「そういえばそうだ」と言わんばかりに小さく頷くのが見えた。

「い、いえ、その、それは私がいた部屋が明るかった場合ですよね？　なら答えは簡かん単たんです、その時私は部屋の電気を点つけてなかったんですよ。だから薄暗い外の景色もよく見えたんですよ」

　段だん々だん言ってることが支し離り滅めつ裂れつになってきたことに本人は気付いているだろうか。

「ほう。あなたは忘れ物を取りに戻もどるために部屋へ戻ったと言いませんでしたか？　それも、探さがし物はなかなか見つからなかったと証しよう言げんなされたはずです。つまり、あなたは電気を消したまま探し物をしていたというわけですか？」

「そ、そうですよ！　簡単な探し物だからすぐ見つかると思ったんです！」

「ふん、バカバカしい」

「なっ──!?」

「お願いですから常じよう識しきで考えてみて下さいよ。真っ暗な部屋に戻って電気も点つけずに探し物をする？　その上曇った窓の外で、誰かが被ひ害がい者しやを背せ負おっているのが見えたって？　自分で言ってて無理があると思いませんか？」

「い、異い議ぎあり！」

　お約束のように滝検けん事じが立ち上がる。

「弁べん護ご側の質問は明らかに不ふ適てき当とうで、証人を中ちゆう傷しようするものであります！　しかも、バカバカしいなどと──」

「あー分かりました、先ほどの質問は撤てつ回かいいたしますよ。お答え頂いただかなくて結けつ構こう」

　俺は大げさに肩かたをすくめながら滝検事の申し立てを中ちゆう断だんさせた。

　こりゃあどう考えても、この証人が部屋の中から誰かを見かけたという可か能のう性せいには無理がありすぎる。被告人らしき人物が被害者を背負ってどこかへ歩いていったという証言は、恐おそらく狂きよう言げんだろう。そうとしか思えない。

　問題は、なぜこの男がそんな狂言を口にする必要があったのかだ。考えられる理由は二つに絞しぼられる。こいつが犯はん人にんなのか、あるいは意図的に被告人に罪つみをかぶせる必要があったかのどちらかだ。

　まあそれは後で考えるとして、とりあえずこいつの証言は聞くだけムダだということをさっさと証明しちまうとしよう。

「あなたは午後七時半に風ふ呂ろへ向かう前は、食事をしていたと証言しましたよね？」

「ええ、そうですが」

「なるほど。ではその献こん立だてを詳くわしく証言して頂けませんか？」

「異議があります裁判長」滝検事がすっくと立ち上がる。「その質しつ問もんは、本ほん件けんとまったく関連性がありません」

　こればかりは確たしかに滝検事の言う通りに思えるだろう。しかし、この証人が温おん泉せん旅館でどんな食事をしていたかを証言することができれば、必ずあることが判はん明めいするはずなのだ。

「裁判長、私はこの証人の記き憶おくを試ためしたいだけです。もし自分が食べた献立の内ない容よう一つ覚えていないようなら、外を歩いていた人物の顔を覚えていられるとも思えません。この質問は許きよ可かされるべきです」

「……ま、いいでしょう」

　裁判長は頷うなずいた。「その代わり、本ほん筋すじから離はなれる質問に関してはできるだけ手短にお願いしますよ」

「了りよう解かいしました。ではお答え下さい。献立は何でしたか？」

「まあ答えろって言うんでしたら答えますけどねぇ。

　あそこは和食が基き本ほんでしたから、地じ鶏どりの鍋なべと刺さし身み、それから汁しる物ものに──」

「晩ばん酌しやくはなんでしたか？」

「ビールを一本です。…………あ」

　ほら出た。

　俺おれはことさらに驚おどろいたふうを装よそおった。

「ビールを一本飲んでいた、と？　つまり、あなたは酔よっていたわけですか？」

「い、いえ、その直後に風呂へ行ったぐらいですし、それほど飲んだわけでは……」

「でもビールを一本も飲んでいたことは確かなわけですよね？」

「た、確かにそうですが、私はビールの一本ぐらいでは酔ったりしません。酒には強い方ですし」

「あなたの主観はどうでもよろしい。私の知り合いにはビールをコップ一杯飲んだだけで酔っ払ぱらえる人もいますよ。

　あなたは酒を飲んでいた。それもビールを一本も。本来なら車だって運転できないほどの量じゃないですか。つまり、あなたが二階から被告人らしき人物を見たとき、あなたは酔っていたというわけですね？」

「そ、それはそうかもしれませんが。ですが、その程てい度どの量じゃ酔った内には入りませんとも。私の目に狂くるいはありません、私は確かに見たんです！」

「ああそうですか。質問は以上です、さようなら」

「滝検事、再さい直ちよく接せつ尋じん問もんはありますか？」

「……いいえ」

　一ノ宮智康はまだ何か言いたげだったが、廷てい吏りに促うながされて渋しぶ々しぶ証言台を降おりていった。

　滝検事もこの事件を左右しかねない証人がコテンパンにされ、心中穏おだやかではない様子だった。

　裁さい判ばん長ちようが滝検事に言った。

「以上で検察側の立証は終了ですか？」

「はい裁判長。被告人が被害者を殺害したと疑うたがうに足るということは充じゆう分ぶんに理り解かいして頂けたと考えます」

　滝検事はいかめしい面つらのままで答えた。

　ふむ、殺人事件で検けん察さつ側の立りつ証しようが一日で終わってしまった。珍めずらしいこともあるものだ。

　……いやまあ、よく考えると予よ備び審しん問もんなんてものは文字通り予備的な審問なのだから、一日で終わるのはむしろ当然と言うべきなのだが。

　俺がよく相手にしている検察官どもは大たい抵てい二日とか三日ぐらいかけてネチネチと立証してくるやつらばかりだから、一日で終わりとなるとどうにも拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　まあたまには一日でカタがつく殺人事件の裁判があっても悪くはない。俺としてもさっさと終わらせたいところなのだが──問題は、いかにすれば被告人の無む罪ざいを勝ち取れるかが、今もってハッキリしないという点にある。

　実じつ際さい、確かに〝被害者が罪を犯おかしたと疑うに足る証しよう拠こ〟が提てい出しゆつされたことは間ま違ちがいない。最後に出てきた証言についてはそれなりに叩たたきつぶしたつもりだが、一〇〇％否ひ定ていできたかというとそうでもないだろう。

　そして一番の問題は、現げん時じ点てんでは被ひ告こく人にん以外に被害者を殺せた人物がいないことになっているということだ。

「それではこれから弁べん護ご側の反証に移うつりましょう」と、裁判長。「山鹿弁護人、準じゆん備びはよろしいですか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

　とりあえずそう答えざるを得なかった。

「結けつ構こうです。では証人の喚かん問もんを」

「被害者の司法解かい剖ぼうを行った本庄先生を」




　見るからに解剖が趣しゆ味みそうな法医学者が証言台に立つ。

　さて、目もつ下か俺がやるべきことはただ一つ。氏神の野や郎ろうを証言台に立たせる必要があると納なつ得とくさせることである。とにかく氏神が証言台に立てば、検察にまた一発きついボディブローを叩き込めるはずなのだ。

「さて、本庄博士。木下巡じゆん査さの証言の中でも少し出てきましたが、あなたは氏神氏の手による〝暫ざん定てい的な検死〟なるものについてはご存ぞん知じでしたか？」

「ええ、彼の手による報ほう告こく書しよも一いち応おうは受けとりました」

「となると、あなたが先ほど語った数々の証言は、氏神氏の検死報告の影えい響きようを受けていると言うわけですね？」

「いえ、そんなことはありません。私が証言したことは、すべて私自らが行った司法解剖に基もとづく厳げん然ぜんたる事実なんですから」

「ですが、あなたは氏神氏の検死報告を見たんですよね？」

「……ええ」

「それはあなたが司法解剖を行う前でしたか、それとも後でしたか？」

「前です。司法解剖を行う前にＦＡＸで受けとりました」

「ではその内容について少し思い起こして下さい。結果的に、氏神氏の検死報告とあなたの司法解剖の結果は一いつ致ちするものではありませんでしたか？」

「ええ、まあ一致はしました」

「あなたはまず氏神氏の検死報告を目にした。その後、自ら司法解剖を行った結果、氏神氏と同じ結けつ論ろんに至いたった。そうなんですね？」

「ええ」

「では、やはりあなたは氏神氏の検死報告の影響を受けていると言えるのではないですか？」

「いえ、たとえ彼の報告がなかったとしても、私は同じ結論に達したと思います」

「そうですか。ところで、検死というものはより早い段だん階かいで行った方がいいそうですね？」

「それはもちろんです」

「氏神氏はあなたよりも十時間以上も早く検死を行ったんですよね？」

「ええ、そう聞いています」

「そしてあなたは十時間も早くに検死を行った氏神氏の報告を読み、彼と同じ結論を下すに至ったわけですね？」

「……ええ、まあ確たしかにそうですが」

「ではあらためてお尋たずねします。あなたは氏神氏の検死報告をまったく、これっぽっちも参考にしなかったのでしょうか？」

　今度は即そく座ざに首を横に振ふることはできなかった。

「……そ、それはまあ、参考にならない点がないと言えばウソになりますが」

「ありがとう、結構です。というわけで弁護側は氏神氏の証人喚問を要求したいと思います」

　今気付いた。氏神氏。上から読んでも氏神氏。下から読んでも氏神氏である。

　……ひょっとして俺って余よ裕ゆうあるのか？




　薄うすら笑いを浮うかべた顔にキラリと光るメガネ。どうしても威い圧あつ的に見えてしまう高い身長。

　今、俺の前で、とうとうあの氏神が証言台に向かっている。

　その表ひよう情じようは「これから証言をしようとしているごく普ふ通つうのお医者さん」という感じではあったが、俺にはどうしても腹はらに一いち物もつ抱かかえているようにしか見えなかった。

　なにしろあの氏神である。以前、影野を証言台に立たせたときだって偉えらい目にあったというのに、その影野と同等、あるいはその上を行くといっても過か言ごんではないこの男が証言台に立つというのだ。一波は乱らんぐらいあるのはむしろ予よ測そくして然しかるべきだろう。

　ヤツが証言台に近づく度たび、俺の不安は募つのっていった。

　しかし──

「あなたは良心に従したがい、真実のみを証言することを誓ちかいますか？」

「はい、誓います」

　意外なことに、氏神は俺が拍ひよう子し抜ぬけしてしまうほどの丁てい寧ねいな仕し種ぐさと口調で宣せん誓せいを終えた。

　まあよく考えてみると、今のあいつはお役人という立場なのだ。それも監かん察さつ医いという、普段から警けい察さつと密みつ接せつな関かかわりをもつ職しよく種しゆである。裁さい判ばんを引っかき回すようなことをしようものならロクな目にあわないだろうことは容よう易いに推すい測そくがつく。

　その上所帯持ちとくれば、あの氏神とて大人しくならざるを得ないはずだ。

　俺はそう結論するに至り、いささか気を楽にして料理にとりかかった。

「では氏神さん、十二月七日の夜に起こったことについて証しよう言げんして下さい」

「分かりました。ただ、その事をお話しするにはまず今月の一日ついたちにまで話を戻もどさねばなりません」

「……は？」

　俺は目をしばたたかせた。どこに話を遡さかのぼらせる必要があるのだ？

「そ、そうですか。ではとにかく証言をお願いできますか？」

「はい。それは十二月一日、日曜日のことでした。

　私には妻つまと一歳さい三か月になる娘むすめがおります。私が言うと親バカに聞こえるかもしれませんが、この娘というのが妻に似にて実に可愛かわいいんです。こないだも近所の公園で遊ばせてたら、たちまち同じ年とし頃ごろの男が近づいてきて娘にモーションふっかけてくるんですよ。私が一いつ喝かつして追い払はらってやったんですが、いやあもう、将しよう来らいどれだけ男泣かせになるか今から楽しみで──」

　……一歳ちょっとの赤ん坊ぼう相手にこいつは一体何を考えてるんだ？　い、いや、突つっ込むのはそこじゃないな。

「あの、大変申し訳わけないのですが氏神先生」

　裁判長が申し訳なさそうに口を挟はさんだ。

「ご家族の心温まるお話も結けつ構こうなのですが、ここは法ほう廷ていですので、あまり審しん理りと関係のないお話はご遠えん慮りよ頂いただけないでしょうか？」

「それは残念です、ここからがもっといい話になるところなんですが」

　この裁判長、腰こしが低いとは思っていたが、まさかここまでとは。こういう時は一喝して「余計なことをくっちゃべるんじゃねえ、その薄うす汚ぎたねえ口は必要な時以外閉とじてろ！　法廷侮ぶ辱じよく罪ざいで牢ろう屋やにぶち込むぞ！」ぐらい言ってくれればいいのに。

「で、では証言を続けて下さい」

　俺は使いたくもない敬けい語ごを使って先を促うながした。

「はいはい。それで十二月一日のことですが、なにしろせっかくの休みです。というわけで一家三人揃そろって近所の商店街に買い物に出かけたんですよ。

　丁度歳末セールだかなんかで福引券けんを配ってましてね。折せつ角かくだからやってみようと、娘の可愛らしい小さな手をあのガラガラ回るヤツに摑つかませて回したんです。そうしたらさすが私の娘というべきか、一度目で見事に温おん泉せん旅行を当ててしまったんですよ。いやはや、我わが娘ながら大した運の持ち主でしょう？　この分だと将来宝たからくじと競馬で一山あてるのは目に見えてますよね？　だから一千万以上の貯ちよ金きんができたらどうしてやるべきかと銀行に相談に行こうと思ってるぐらいでして──」
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　……こ、これがあの氏神か？　大学時代、歯向かうものあればたとえ教きよう授じゆであろうが容よう赦しやなく薄ら笑いを浮かべて奈な落らくへと突き落としていた、あの氏神がここまでバカ親になるとは……。

　それとも俺をコケにするためにわざとこんな風を装よそおっているのか？　いや、妙みように幸せそうな面つらをしている氏神を見ると、到とう底ていそうは思えない。

　結婚というヤツはここまで人を変えてしまうということなのだろうか？　ならいっそ影野のヤツも誰だれかと結婚でもさせてやればもう少しマシな性せい格かくになるのだろうか？……というか、裁判中になんで俺もこんなバカなことを考えているのだろうか。

　裁判長がわざとらしくゴホンと咳せき払ばらいをした。氏神がそれに気付いて頭を下げる。

「ああ、失礼しました。

　まあとにかくそういうわけで、たまたま事じ件けんが起こった町の旅館に家族で泊とまることになったんです」

　……俺は一体何を質しつ問もんしていたんだっけか。

「と、とにかくあなたが旅館うたかたに泊まっていた十二月七日の夜、事件が起こったわけですね？」

「ええ。夜中の九時ごろだったか、ちょっと死体を見て欲ほしいということで連れ出されまして」

「それであなたは現げん場ばに赴おもむき、検死を行ったわけですね？」

「ええ、そうです」

「ではその結果について詳くわしく証言して下さい」

「遺い体たいは首にロープをかけて吊つり下がっている状じよう態たいでした。

　もちろん普ふ段だんなら遺体を降おろしてから検死を行うのですが、今回の場合は警察の捜そう査さが入っていない状じよう況きようでしたので、やむなく吊り下がったままの状態で検死を行いました。

　その結けつ論ろんは……先ほど本庄先生が証言したものとまったく同じです。これはやはり自殺ではなく、自殺を装った絞こう殺さつであると結論するに至いたりましたよ」

「なるほど。ところで氏神先生。あなたは木下巡査に呼よばれる前、部屋で何をしていらっしゃいましたか？」

「さて。何をしてましたかねえ」

「あなたはお酒をお飲みになられていませんでしたかねぇ？」

「ええ、まあたしなむ程てい度どには」

「しかしあなたは、大おお瓶びんのビールを六本は空にしてましたよね？」

　珍めずらしく滝検事の顔に動どう揺ようが走った。

　どこでそんなことを知ったんだ、と言わんげに俺の顔を注ちゆう視ししている。さすがに俺も一いつ緒しよになって大酒かっくらっていたとは露つゆほども思うまい。

「ええ、まあそれぐらい飲んでたような気もしますが」

「普通、それだけ飲んでれば酔よってると言いますよね」

「ええ、まあ多少酔ってたような気もします」

「つまり、あなたは酔ってる状態で検けん死しを行ったというわけですね？」

「ええ、そういうことになります」

「そして酔っていたあなたが行った検死報ほう告こくが、司法解かい剖ぼうをした本庄博士の下もとに渡わたり、その司法解剖結果に影えい響きようを与あたえることになったわけですよね？」

「ええ、そういうことになります」

　氏神はまったく臆おく面めんなく答えた。少しは遠えん慮りよする場面だろう、ここは。

　俺おれは少し黙だまって観客に今の尋じん問もんの意味を理解する時間を与えることにした。

　酒に酔った監かん察さつ医いが、そのままの勢いきおいで検死。そんないい加か減げんな検死報告が、警けい察さつやら司法解剖やらに影響を与えることとなった。まずはこの点を認にん識しきしてもらわねばならない。

「話をまとめましょう。

　あなたは夜中、結けつ構こうな量の酒を飲んでいるところをいきなり呼び出され、首を吊った被ひ害がい者しやの検死を、酔ったまま行った。そうですね？」

「ええ。ま、そんな感じです」

「質しつ問もんは以上です」

「むっ……」

　滝検事の眉まゆが大きく上下した。

「検察側、反対尋問はありますか？」

「もちろんやらせて頂いただきます！」

　裁さい判ばん長ちようの問いかけに、滝検事は勢いよく立ち上がった。

「氏神先生。あなたは被害者を検死した時、酒に酔っていたということでしたよね？」

「ええ、そのようです」

「当然、酔った状態で行った検死が完全に正せい確かくなものだとは私も思えません。しかし氏神先生、あなたはご自分の検死結果について、誤あやまった箇か所しよがあると思いますか？」

「いいえ。この裁判が始まる前に遺体の写真を見せてもらったりしましたが、顔のうっ血や溢いつ血けつ点てんの状況を見る限かぎり、〝首を吊った自殺に見せかけた絞殺〟であるという推すい測そくを否ひ定ていするものは何もありませんでした」

「結構です。反対尋問は以上です」

　そう易やす々やすと思い通りにはいかないらしい。

「では弁べん護ご側の次の証しよう人にんとして、草加刑けい事じを」




　正直なところ、俺はかなり参っていた。

　俺がこの裁判を迎むかえるにあたって唯ゆい一いつ考えていた抗こう弁べんといえば、氏神が酒に酔った状態で検死をし、しかもその報告が様々な部ぶ署しよに影響を与え、それが誤ご認にん逮たい捕ほに繫つながったのではないかと訴うつたえかけることだけである。そしてそれは、それなりに意い義ぎはあったはずだが、直ちに被告人の無む罪ざいに通じるようなものではなかった。

　今証言台に立った草加刑事にも訊きいておくべき点が一つだけある。しかし、問題はその後である。もはや俺ができることといえば、被害者を殺しうる動機を持った人間を片かたっ端ぱしから喚かん問もんし、そのアリバイについていちゃもんをつけるだけである。

　現時点ではハッキリ言って犯はん人にんの目星もつかない。というか、俺の依い頼らい人にんが犯人だと言われればむしろ納なつ得とくできるような気さえする。

「弁護人、質問を始めて下さい」

　裁判長に促うながされ、俺は意識を証言台の刑事へと向けた。

「草加刑事。一つお尋たずねしたいのですが、被害者はロープで首を吊った状態で発見されたんですよねえ？」

「ええ、そうです」

「つまり、そのロープが凶きよう器きと思われるわけですよね？」

「その通りです」

「普ふ通つう、凶器といえばもっとも重要な証しよう拠こ物ぶつ件けんですよね？」

「ええ、まあ」

「ではなぜ今回の審しん理りではその凶器が証拠物件として提出されていないのでしょうか？」

　草加刑事は熟じゆく年ねんの刑事らしく動どう揺ようを見せる素そ振ぶりこそ見せなかったが、自分の判はん断だんで答えるわけにはいかないのか、お伺うかがいを立てるように滝検事の方を見た。

　俺はついこの間、被害者が絞こう殺さつされた事件の裁判をやった。そのとき、被害者の首を絞しめた媒ばい体たいには、意外と犯人の手がかりが残ることを知った。今回もひょっとしたらそのロープに何らかの痕こん跡せきが残っているという可か能のう性せいは充じゆう分ぶんにあるはずだ。

　そもそも、検けん察さつ側が凶器であるロープを提出しなかったのは、ひょっとして俺に何か隠かくしておきたい証拠でも残っていたからではないか？　そう推測することもできる。

　しかし、滝検事は動揺する様子など微み塵じんも見せなかった。

「我われ々われ検察側としては何も問題ありません。弁護側がそう要求なさるのであれば、この証拠品をお渡ししましょう」

　そう言って机つくえの上からビニール袋に入ったロープを取り上げ、俺の弁護側席へと歩み寄よってくる。

　そして後ろ指一本指せないような完かん璧ぺきな礼れい儀ぎ正しさで俺の前にそれを置くと、再ふたたびすたすたと自分の席へ戻もどっていった。

「ただあいにくですが山鹿弁護人。そのロープについて我々検察は様々な調ちよう査さを行いましたが、被ひ害がい者しやの皮ひ膚ふ組そ織しきが付着してる他ほかにはまったく芳かんばしい結果は得られませんでした。ですのでこの予よ備び審問においては検察側の証拠として提出するつもりはありません。こんなものでよろしければあなたに預あずけておきますので、どうぞいくらでもお調べになって下さい。

　ただし、さっきも言いましたが我々はその証拠にあらゆる検査を行い、犯人と結びつくような証拠が検出されなかったことを確認しております。山鹿弁護人、あなたの法ほう廷てい戦せん術じゆつについては常つね々づね色々と耳にしております。くれぐれも変な気など起こさぬようお願いしますよ」

　言ってくれる。

「それは侮ぶ辱じよくにあたりませんか滝検事。私は弁護士として、これまでにただの一度も後ろ指を指されるような行こう為いをした覚えはありませんよ」

「ああ、これは失礼しました。先ほどの最後の発言については撤てつ回かいし、謹つつしんで謝しや罪ざいしましょう」

　三十度の角度で頭を下げてみせる。ったく、検事ってのはどうしてこんなのばかりなのだ？

　俺は怒いかりを抑え込んで裁判長に向き直った。

「裁判長、ちょっとこの証拠物件を吟ぎん味みする時間が欲ほしいので、少し休きゆう憩けいにして頂いただけませんか？」

　裁判長は背はい後ごにある壁かべ掛かけ時計をチラリと見やった。時じ刻こくは午前十一時五十分を回っていた。

「そうですね、もう昼時ですし。では午後一時まで休憩としましょう」




　　十二月十日　午後零れい時じ五分　弁べん護ご側控ひかえ室




　安物の長テーブルとパイプ椅い子すが置かれただけの控え室。

　法廷を出た俺は、まず審理の成り行きに不安を抱いだいていた二岡夫ふ妻さいを「とにかく裁さい判ばんはこちらに任まかせて昼飯でも食ってきて下さい」と追い出した。不景気な面をした人間を二人も傍そばにおいて考え事をしたところでいい結果が出るわけもないからだ。

　しかし。

「ちっ、やっぱりこんなもんが手に入ったところでどうにもならんか」

　ビニール袋ぶくろ入りのロープをぼけっと眺ながめ回す。

　正せい確かくに表ひよう現げんするのなら、ロープというより荒あら縄なわとでも呼よぶべきだろう。あのぶら下がった死体を見たときには気付かなかったが、こうやって改めて見ると意外に太い縄だったことに気付く。直径は二、三センチぐらいありそうだ。藁わらをねじって組み上げた、編あみ目めの粗あらい、文字通りの荒縄だ。死体が見つかった場所は古ふる臭くさい納な屋やだったし、恐おそらくこいつもその辺りから調達されたものなのだろう。我ながら喩たとえが悪いが、それこそＳＭの道具として使えば、ほどよく肌はだに食い込んでその手の趣しゆ向こうの人にはさぞかし喜ばれることだろう。

　一いち応おう断ことわっておくが、もちろん俺はその手の趣向の人間ではないので念のため。当然、雪奈の柔やわ肌はだに縄が食い込むような場面なんてちっとも想そう像ぞうしてしまったりなんかしないぞ。

　……さて。

　やはりというか、特に目を引くような点はまったく見当たらない。

「影野、お前なんか気付くことないか？」

　ぼけっと椅子に座すわってる穀ごく潰つぶし探たん偵ていにロープを放ほうり投げる。

　だが影野はそれをロクに見ることさえせずに、俺に投げ返した。

「検察の検査は済すんでるんだろ？　見て分かるような証拠が残ってるとは思えんな」

　同感だった。日本の警けい察さつや検察は、こと形式的な調査に関してならその優ゆう秀しゆうさは世界中を探さがしても右に出る国はない……らしいし。

「こんなもん見てたってどうせ何もわからねえさ。それよりさっさと飯めしでも食いに行こうぜ。お前への貸かしはまだ残ってんだからな」

「ちっ」

　このヘボ探偵には、前回の裁判の際さい、協力の見返りに飯を何度かおごることを約束していた。

　飯で探偵をこき使えるなら安いもんだと思っていたが、実際におごる段だん階かいになるとなんか出し惜おしみしたくなってくるのはなぜだろう。おごる相手がこの男だからか？

「よう、相変わらず不景気な面並べてやがるな」

　と、そのとき、部屋に突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやがあった。声こわ色いろとそのセリフの内ない容ようで、相手が誰であるかはすぐに分かった。

「何しに来やがったこの疫やく病びよう神がみ。ここは弁護側の控え室だ、検察の犬は出て行け」

「おいおい、つれないこと言うなよ。こんな地方じゃ他に知り合いもいないんでな、一いつ緒しよに飯でも行こうぜ。三人揃そろって食事なんて、学生時代を思い出すだろ？」

「……何であんなもん思い出さなきゃならねえんだよ。大学の食堂ならともかく、俺のような品行方正な弁べん護ご士しが一いつ般ぱんの飲食店で大立ち回りをやるわけにはいかん」

「おいおい。お前、なんか思い出す場面を間ま違ちがってるだろ。俺だって今じゃ所帯持ちの品行方正な大人だ、暴あばれたりしねーさ」

「どうだかな」

　しかし、まさか飯抜ぬきで午後の裁判をやれるほど俺もタフではない。結局のところ他にすることもなかったので、俺たちは三人そろって食事へと向かうことになったのである。




　裁判所のすぐ近くにあった大たい衆しゆう食堂。

　昼時とあってか食堂はずいぶん混こん雑ざつしていたが、俺たちはなんとかテーブルの一つを占せん拠きよすることに成功していた。

　……しかし、裁判所ではあまり気にならなかったが、こういう温おん泉せん街でもない公おおやけの場で浴衣ゆかたを着ているというのはどうにも恥はずかしい。俺は今いま更さらながらにやっぱりスーツでもレンタルしておけば良かったかと後こう悔かいした。

「さーて、何にすっかな」

　氏神がどこか楽しそうにお品書きを見ている。人が午後の裁判でどうしようかと悩なやんでいるというのに、いい気なものである。

「いらっしゃいませー、ご注文はお決まりでしょうか？」

　こんな大衆食堂には不ふ釣つり合あいな若わかい女が注文を取りに来る。

「日ひ替がわり定食を三つ……。ああ、お前らも同じでいいか？」

　氏神が俺と影野に尋たずねる。

「俺は別に構かまわんぜ」

「ああ、俺もそれでいい」と影野。

　今日の日替わり定食はナスの味み噌そ炒いためと書いてあった。まあそれほど嫌きらいなメニューでもない。

　氏神はウェイトレスに向き直り、

「じゃあ日替わりを九つ」

『待て』

　俺と影野の声が見事に唱和した。

「アホかお前は！　九つって何だ九つって！　定食を三つも食えるかよ」

「なんだ、でかい図ずう体たいして情なさけないヤツラだな。しっかり食わねえと頭も働かんぞ？」

「あんたは例外だ」と影野。「三人前も食ったら腹はらが一いつ杯ぱいになって動けなくなるのがオチだぞ、普ふ通つうはな」

「ちっ、仕方ねえな……。じゃあしょうがない、姉ちゃん、日替わりを五つだ」

「は、はあ……」

　せめて違う定食を三人前頼たのめというのに。俺おれは五人前のナスの味噌炒めがこの小さなテーブルに敷しき詰つめられる様子を想像し、食しよく欲よくを二割わりほど減げん退たいさせることとなった。

「やれやれ……」

　やがて呆あきれ顔のウェイトレスが去ると、俺は例のロープを取り出してまた観察を始めた。どうせ他にやることもないのだ。

「お。山鹿、それが例のロープってやつか？」

　氏神はそういうと、俺の手にあったロープをさっと取り上げた。

「こら、大事な証しよう拠こ物ぶつ件けんだぞ、お前は触さわるんじゃねえ」

　慌あわてて奪うばい返す。

　現げん在ざい、この証拠品の監かん督とく責せき任にんは俺にあるのだ。もし今このロープに何らかの細工でもされようものなら、俺が証拠を改変したとでっち上げられることにもなりかねない。

　そして氏神は現在宮仕えの身であり、検けん察さつの犬なのだ。俺を陥おとしいれるための厄やつ介かいな命令を受けていないとも限かぎらない。

　しかし。

　俺の懸け念ねんをよそに、極きわめて珍めずらしい現象が起こっていた。

　滅めつ多たなことではその顔から薄うすら笑いを絶たやさないあの氏神が、

「…………」

　呆ほうけていたのだ。

「おい、どうした？　あんたがそんな顔するとは珍しいな」

　影野が言った。

　すると氏神はギギギっと擬ぎ音おんでも聞こえてきそうなほどぎこちない動作で、呆けたままの面を俺へと向けた。

「山鹿。被害者が首を吊つってたロープっつうのはそいつなんだな？」

「ああ、そうらしいが」

「ちょっと待て！　そいつはどう見てもロープっつーより荒あら縄なわじゃねえか！」

「そ、それがどうかしたのか？」

　この男が動どう揺ようを見せるとはよほどのことである。俺でさえ思わず気け圧おされてしまった。

　氏神は舌した打うちをしながら頭をかき、

「ちきしょうめ、俺としたことがまさかこんな単たん純じゆんなことを見落としていたとはな。やっぱり飲み過すぎだったか……」

「どういうことだよ？　一人で納なつ得とくしてないで説明しやがれ」

「お前に一ついい知らせができたってことさ。

　……いや、まあ単なる可か能のう性せいの一つに過ぎん話だから決め手になるとは限らんが」

　まったく訳わけが分からない。

「ま、午後の裁さい判ばんが始まったらもう一度俺を証言台に呼よぶといい。少しはお前に有利になるだろうよ」

「俺にとって都合のいいことでも証言してくれるってのか？　どういうことだ、お前が急に弁べん護ご側の犬になってくれるとも思えんが」

「……犬はやめろ犬は」

「俺にとっちゃ全すべての証人は犬も同然なんだよ。大たい抵ていは少ししつけてやれば従順になるしな」

　たまに嚙かみ付くヤツもいるが。

「それよりもだ、答えになってねえぞ。あんたの突とつ然ぜんの心変わりの理由は一体なんなんだ？」

「ふん、確たしかに俺は検察に味方すべき立場の人間だ。だがな、お前に言っても信じてくれるとは思えんが、俺は真実に忠ちゆう実じつな男になったんだよ。俺のミスで無実の人間が断だん罪ざいされるのはさすがに見過ごせん。そうしないと佐緒里のヤツにも申し訳が立たんからな」

「……ほう」

　この氏神という男、ヘタをすると影野よりもウソを吐つくのがうまい。

　影野はどんなウソでもまったく表ひよう情じようを変えずに吐くが、氏神はどんなウソでも薄ら笑いを浮うかべて吐く。この薄ら笑いというものが厄介で、常に氏神が余よ裕ゆうを持っているように錯さつ覚かくしてしまうのだ。こうなるともうハッタリと本音の区別は完全につかなくなってしまう。

　この特とく徴ちようは学生時代からまったく変わっていない。いや、それどころか二年経たって一いつ層そう不ふ敵てきさが増ましているような気さえする。そのハッタリ屋にして検察側の犬である氏神が、突然俺に協力すると言い出したのだ。容よう易いに信用はできない。万が一足元をすくわれるようなことがあっては俺の面めん目もくは丸つぶれだ。

　だが、そんなこいつにも以前と変わったところが一つだけある。妻つまの名を出す時だけは善ぜん人にんに生まれ変わるらしいということだ。この数日間でそれだけはよく分かった。

　結けつ婚こんとはそこまで人が変わるものなのだろうか──という疑ぎ問もんはさておき、まあどうせ現時点では少々手て詰づまりなのは確かなのだ。ここは不本意だがこいつに頼たよるしかないだろう。

「分かった、まあいいだろう。それでだ、お前を証言台に立たせたとして、一体何を質しつ問もんすりゃいいんだ？」

「ああ、簡かん単たんなことだ。いいか──」
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　──氏神の説明を聞き終えたその瞬しゆん間かん。

　俺の脳のう裏りに、事件のカラクリがはっきりと映うつった。

「……おい、そりゃホントか？」

「少なくともウソじゃあない。あとは可能性の問題だが」

「ぬう」

　確かに氏神の言ったとおりなら、すべてのカラクリの説明がつくのだが……。

「ちょっと待てよ氏神」

　黙だまってタバコを吸すっていた影野が突然言った。

「それぐらい、首の絞こう殺さつ痕こんでも見れば誰だれでも気付くんじゃないのか？　いや、警けい察さつや検けん察さつが気付かなかったとしても、司法解かい剖ぼうをやったっつーあの本庄とかいう法医学者ならそういう知ち識しきもあるだろうし」

「いや、何せ被ひ害がい者しやは一ひと晩ばん中、十二時間近く首に縄かけてぶら下がってたんだぜ？　こうなると縄がどんどんズレて食い込んでいくからな、あの法医学者が見る頃ころには均きん等とうな痕あとなんて残ってなかっただろうよ。それに、司法解剖はあくまで死体を見るためのものだからな。首を絞めてたロープにまで目が届かなかったって可能性は充分考えられるさ」

「な、なるほど……」

　氏神が言ったことは、確かに可能性の一つに過ぎないかもしれない。

　だが、俺に──いや、弁護士にとってはそれで充じゆう分ぶんだった。




　　十二月十日　午後一時　地方裁さい判ばん所しよ第一法ほう廷てい




「弁護人、準じゆん備びはよろしいですか？」

　裁判長が言った。

「ええ、よろしいですとも」

「では審しん理りを再さい開かいしましょう。次の証しよう人にんはどなたですか？」

「被ひ告こく人にんの妻である二岡真由さんを」




　昼休み、氏神から話を聞いた後、俺は二岡真由を呼んである質問をした。そして彼女はその質問に答えることができなかった。

　それこそが彼女を証人として喚かん問もんすることが妥だ当とうであるという証明だった。俺はすぐさま彼女に午後の審理で証言台に立ってもらうことを了りよう承しようしてもらった。

　もっとも、何を証言させるかについては一言も説明していない。それどころか前もって『あなたにとってはあまり都合の良くないことを訊きくことになります』と脅おどしたほどだ。もちろん、それが二岡浩二のためになるとフォローはしておいたが。

　そのかいあって、証言台に立った二岡真由は非ひ常じように神しん妙みような顔をしていた。実におあつらえ向きである。

「さて、二岡さん。あなたは被告人と夫ふう婦ふで旅館うたかたに泊とまりに来ていましたね？」

「ええ、そうです」

「それはなぜですか？」

「なぜ、と言われると困こまりますけど……。私達は夫婦で共働きだったんです。それで夫は最近職しよくを失ったんですけど、その分私の仕事が忙いそがしくなったものですから、その……二人っきりになる時間がなかなか取れなかったんです。

　それで母が、〝たまにはゆっくりしなさい〟と旅館に部屋を用意してくれたものですから、有給を取って夫と一いつ緒しよにゆっくり過すごそうと思いまして……」

　そうですか、男と女で旅館に泊まってゆっくり二人だけの時間を過ごしたんですか。

　なんとなく腹はらが立ってくるのはなぜだろう。

「旅館に到とう着ちやくしたのはいつですか？」

「えーと、十二月の六日です」

「何なん泊はくの予定でしたか？」

「九日の月曜までの予定でしたから……三泊ですね」

「なるほど。ところで、あなたは事じ件けんのあった十二月七日に一度帰き宅たくしたそうですね？」

「ええ、そうですけど……」

「それはなぜですか？」

「月曜までは宿泊してる予定だったんですけど、ちょっと仕事の関係でどうしても戻もどらないとならない用事ができてしまったんです」

　ちょっと「ざまあみやがれ」とか思ってしまうのはなぜだろう。

「七日に旅館を出発したのは何時頃ごろですか？」

「お昼ご飯を食べた後でしたから……午後一時ぐらいだと思います」

「再ふたたび戻ってきたのはいつですか？」

「翌よく日じつの午前でした」

　つまり、被害者が殺害された前後は完全に旅館にいなかったということになる。

「残念ですが、それはウソです。犯はん人にんはあなただ！」

　……などと言えたら誰もがびっくりするに違ちがいない。

　だが残念なことに、その辺のアリバイは影野の調ちよう査さによって立証されてしまっている。

「では次に。あなたと被害者の関係について詳くわしく証言して頂いただけますか？」

「え？　ええと、親子です……としか言いようがないんですが……」

「話は変わりますが、あなたは十二月七日が何の日であるかご存ぞん知じですか？」

「……え？」

　二岡は目をパチクリとしばたたかせた。

　それは、昼休みにすでに一度尋たずねた質しつ問もんだった。

「ご理り解かい頂けなかったのならもう一度繰くり返しましょう。あなたは十二月七日が何の日だったかご存知ですか？」

「い、いいえ。特に思い当たらないんですけど……」

　二岡は昼休みに尋ねた時と同じ答えを返した。

「そうですか。質問は以上です」

　法廷内にいたすべての人々が一いつ斉せいに小首を傾かしげたことは言うまでもない。

　当然のように、滝検けん事じの反対尋じん問もんも行われなかった。




「次の証人は、被害者の夫である一ノ宮明之氏を」

　証言台に立った一ノ宮は、さっきの証言を聞いていたせいだろう、どこか釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。

「さて一ノ宮さん。私が調べたところによりますと、あなたが被害者と籍せきを入れたのは六年ほど前ということだそうですよね？」

「ええ、確たしかにそうですが」

「お二人が出会ったきっかけというのは一体どのようなものだったんでしょうか？」

「それは前に証言したと思いますが……」

「もう一度証言して頂けませんか？　私は頭が悪いので忘わすれてしまったんです」

「はあ。まあ構かまいませんが……。

　私たちが出会ったのは、高こう齢れい者しや向けのちょっとした集まりでした。

　そのとき昌子は前の夫を亡なくしてまして、同じく私も妻を亡くして独ひとり身だったものですから、お互たがいに寂さびしさを感じてまして、それでまあ、一緒になろうということになったんです」

　……俺が要求した質問ではあるが、今回の裁さい判ばんじゃあなんでこうも他人の結けつ婚こんの話ばかり聞かされなきゃならんのだ。

「ところで、被ひ害がい者しやは結婚する以前からかなりの資し産さんを有していたそうですね」

「え、ええ。まあ」

「では、あなたはどうでしたか？」

　その瞬しゆん間かん、法ほう廷てい内にどこか緊きん迫ぱくした空気が流れた。

「どう、と申されますと？」

「あなたが結婚しようとしていた女じよ性せいにはそれなりの資産がありました。では、あなたも同等の資産をお持ちだったのかと思いまして」

　滝検事が何か言いたげに腰こしを上げかけたが、結局何もしなかった。

「……私の資産は……まあ、人ひと並なみだったと思いますが」

「つまり、彼女よりはずいぶん少なかったわけですね？」

「……ええ、まあ」

　怒おこらずに答えられたのは年の功と言うべきだろうか。

「ところで、あなたは魚を飼かうことが趣しゆ味みだと言ってましたよね？」

「ええ。それが何か？」

「どんな魚を飼われてるんですか？」

「ど、どんなと言われましても……。普ふ通つうの海水魚ですが」

「ほう、海の魚ですか。そりゃあまた飼うのが難むずかしそうですね」

「いやまあ、それほどでもありませんが」

　一ノ宮は複ふく雑ざつそうな顔で答えた。

「ところで、ペットというヤツはピンキリで、高こう価かなものになるとそれこそ数十万、飼うための機材もいくらでも高いものがあるそうですね」

「……ええ、まあ」

　顔の険けわしさが増ました。

「あなたが飼ってるという魚は、一体どれぐらいしたんでしょうか？」

「ちょ、ちょっと待って下さい裁判ちょ──」

　と、今度こそ滝検事が腰を上げたそのとき、

「いい加か減げんにして下さい！　はっきり言って下さいよ、つまり私が金目当てに妻つまと結婚したと言いたいんですか!?」

　もはや怒いかりを隠かくそうともせず、一ノ宮が叫さけんだ。

「とんでもない、あなたの奥おくさんへの愛あい情じよううんぬんについては一いつ切さい触ふれるつもりはありませんよ。

　ただ私がこの場で立りつ証しようしたいのは、あなたは奥さんの持っていた資産のお陰かげで、趣味に没ぼつ頭とうすることができたという点だけです。ですよね、一ノ宮さん？」

「異い議ぎあり！」滝検事が元気よく叫ぶ。「一連の質しつ問もんは明らかに本ほん件けんとは無関係かつ不必要なものです！　本件に関連性の見られない一連のやり取りを記録から削さく除じよするよう要求します！」

「その要求は却きやつ下かします。滝検事、弁べん護ご側の意図はあなたにもお分かりのはずです。あなた方検察側が遺い産さんを動機の一つとして挙げている以上、一連の質問には決してこの事件との関連性がないとはいえません」

「ぐっ……」

　滝検事は悔くやしそうに腰を下ろした。この裁判長、結けつ構こういい人かもしれない。

「そういうわけですので一ノ宮さん、質問を続けさせて頂いただきます。

　これは旅館の従じゆう業ぎよう員いんの方に少し聞いたんですが、あなたは大たい層そう立りつ派ぱな水すい槽そうをいくつもお持ちで、その中に何十万もする高価な魚を飼っておられるそうですね」

「……ええ」

　魚のことなんざ調べちゃいない。だが俺おれのハッタリに、一ノ宮はあっさり頷うなずいた。

「もう最近では散歩ぐらいしかできなくなってしまった奥さんには付き合いきれず、魚の方にかかりきりだそうですが」

　一ノ宮は不ふ快かいそうに眉まゆを寄よせ、見事な縦たて皺じわを一本、眉み間けんに深く刻きざんだ。

「どういうことですか？　私は妻のことをないがしろにしたことはありませんが」

「しかし、これも従業員の方から聞いた話ですが、最近のあなたは奥さんのところにいるより魚のところにいる時間の方が長いそうじゃないですか」

　滝検事が立ち上がった。

「異議あり！　裁判長、弁護側は証人を辱はずかしめようとしております！」

「確たしかにいささか度を超こしている感はありますな。弁護人、少し控ひかえて下さい」

　は、辱めるって……。そんな風に言われると何か自分がとんでもない悪人のように思えてしまう。少なくとも俺はじいさんを辱めて楽しむような感性は持ち合わせていない。

「では一ノ宮さん。これまでの証言を踏ふまえて質問させて頂きます。

　あなたの奥さんが殺された十二月七日ですが、それが何の日だったかあなたはご存ぞん知じですか？」

　その瞬間、法廷に奇き妙みような空気が流れたのは無理からぬことだろう。なにしろ、ついさっきこの場にいるすべての人間の小首を傾げさせた質問なのだから。

「……い、いえ。ただの土曜日のはずですが」

　予想通りの答えが返ってくる。

　状じよう況きようは整った。これ以上じらしてはさすがに陪ばい審しん員いんも白けてしまう。タネ明かしをするタイミングは今しかない。

「そうですか。つまりあなたは、ご自分の奥さんの誕たん生じよう日びもご存知なかったわけですね」

「…………あ」

　さすがにそれで分かったのか、一ノ宮は呆あつ気けに取られたように口を開けた。

　観客達も納なつ得とくしたように頭を上下させ、証言台に注ぐ視し線せんにわずかだが非ひ難なんの色を混まぜこむ。

「旅館うたかたの従業員から聞いたところによりますと、被害者の誕生日である十二月七日も、あなたは一日のほとんどを魚と一いつ緒しよに過すごしていたそうですね？」

「…………」

　もはや質問に答えることはできないようだった。居い心地ごこちが悪そうにもじもじとしている。

「ところで、あなたはつい最近奥さんにかなりの額がくの生命保ほ険けんをかけたそうですね？」

「えっ!?」

　一ノ宮はぱっと顔を上げた。さすがにこの質問にも黙だまっていると立場が非ひ常じように悪くなることには気付いたのだろう、早口にまくしたてる。

「た、確かに妻には生命保険をかけてました。ですが、つい最近といっても十か月も前の話ですし、妻だけではありません、私にもかけられてます。なにせ私達は高こう齢れいなんです、いつお互たがいに不幸があるか分かりません。それぐらいはどこの夫ふう婦ふも普ふ通つうにやっていることだと思いますが。

　そもそも、お互いに保険をかけ始めたのは昨日今日ではありません、結婚した時からずっとかけてたんですよ。その積み立て型の保険が十か月ほど前に満期になったので、あらためて高齢者向けの別の保険に入ったというだけの話です」

「なるほど。万が一自分に不幸があっても、相手に苦労させないための保険、というわけですか？」

「ええそうです」

「ですが、そんな保険よりも自分の誕生日を覚えていてくれた方が、あなたの奥さんにとってはよほど嬉うれしいことだったとは思いませんか？」

「異議あり！」

　勢いきおいよく立ち上がる滝検けん事じ。

「その質問は誘ゆう導どう的であり、かつ重じゆう要よう性せいもなく、本ほん件けんとの関連性もまったく見受けられません！」

「いーえ滝検事。あなたはそう思うかもしれませんが、この質問は私の主しゆ張ちようと大きな関連があるんですよ」

「ほう。それはいささか興きよう味み深ぶかくはありますな」

　裁さい判ばん長ちようが言った。

「ですが弁べん護ご人にん、そういうことでしたらまずはその関連性について先に立証して頂いただくべきでしょうな」

「分かりました。では私が喚かん問もんする次の証人によって、その関連性を明らかにしてご覧らんに入れましょう」

「よろしい、次の証人はどなたですか？」

「最初に被害者の検死を行った氏神氏を」




　氏神がいつも通りの摑つかみ所のない薄うすら笑いを浮うかべて証言台に立つ。

　よもやここへきて裏うら切ぎることはないだろう。そう思いたい。もしヘタに嚙かみ付いてきやがったらあいつの奥おくさんに訴うつたえてやる。

　俺は決意を新たに証言台に向き直った。

「では氏神さん。まず、このロープをご覧下さい」

　俺は証言台に近寄り、例のビニール袋ぶくろ入りロープを手て渡わたした。

「そのロープに見覚えはありますね？」

「いえ。あんまり」

　一いつ瞬しゆん、背せ筋すじが寒くなった。

　そんなわけがあるかっ、つい一時間前にあれほど見たばかりだろう！

　やはり氏神は氏神だったのか？　この土ど壇たん場ばにきてついに本ほん性しようを現すつもりなのだろうか？

　……いや、まあ待てよ。よく考えると、こいつが俺のところへ来て証しよう拠こ品ひんを見た──なんてことがバレれば、本来は検察の犬である氏神の立場に良くない影えい響きようを及およぼすことになる。

　なるほど、それで氏神はこの場で初めて証拠品を見た、という態たい度どを取ったのか。

　俺はその辺りの事じ情じようを瞬時に理り解かいすると、予定していた質問の再さい構こう成せいを瞬時に完かん了りようさせ、尋じん問もんを続けた。

「今あなたが持ってるのは、被害者の首を吊つっていたロープなんですよ。にもかかわらず、見覚えがないと言うんですね？」

「ええ」

「それはなぜですか？」

「ま、あの時はちょいと酔よってたもんですから。死体についてはじっくり検分した覚えがあるんですが、ロープについてはさっぱり見てませんでした」

「では、あらためてそのロープを見て下さい。何か気付いたことはありませんか？」

　氏神はロープを観察し始めた。やがて顔を上げて頷うなずく。

「ええ、一つだけ妙みようなことがありますね」

　その顔には相変わらず薄ら笑いが浮かんだままだった。

　陪ばい審しん員いん達にインパクトを与あたえるにはイマイチな芝しば居いであるが、まあ贅ぜい沢たくは言えまい。

「その妙なこととは一体どんなことですか？」

　氏神はロープを掲かかげるように軽く持ち上げ、

「このロープは、太い縄なわを何本も束ねて一本にしてあります。そのため、編あみ目めがやたらと大きくなってるんです。凹おう凸とつの差が大きいと言った方が分かりやすいでしょうか？」

「ようするにそのロープはでこぼこし過すぎてるというわけですね？　しかし、そのことがこの事じ件けんと何の関係があるんでしょう？」

「簡かん単たんなことです。何度も言いましたが、いわゆる定型的縊い死し──首に縄をかけて自らの体重によってまんべんなく首を絞しめた場合、わずかな時間内に強い力が首にかかり、様々な重要な神しん経けいが圧あつ迫ぱくされ、瞬間的に心しん臓ぞうが停止して死に至いたります。この時、遺い体たいにはうっ血や溢いつ血けつ点てんなどは見られず、その顔は青白くなります。

　ところが、それをこのような大きな凹凸があるロープで行った場合、完全に首が絞まるということがなくなってしまうんです」

「つまり、凹凸の隙すき間まのせいで首がまんべんなく圧迫されなくなってしまう、ということでしょうか？」

「ええ」

「つまり、瞬間的に死し亡ぼうするということがなくなるというわけですね？」

「そういうことです」

「なっ……！　ま、まさか……！」

　俺が何を主しゆ張ちようしようとしてるのか悟さとったのだろう、滝検けん事じの眉まゆが大きく動いた。

　氏神の証しよう言げんは続く。

「その場合、通つう常じようの絞こう殺さつと同じようにゆっくりと首の血液の流れが阻そ害がいされることになり、今回の被ひ害がい者しやのように顔がうっ血して赤く腫はれ上がることになります」

「なるほど。では氏神先生、そういった条じよう件けんを踏ふまえ、あらためて専せん門もん家かであるあなたにお尋たずねしましょう。あなたは誰だれが被害者を殺害したと思いますか？」

「いいえ。これは他殺ではないと思われます」

　陪審員達が息を吞のんだのが分かった。

「他殺ではない。つまり氏神先生、被害者は自殺したとおっしゃるわけですか？」

　俺は質しつ問もんを続けた。ここは間を空けて考えをまとめる時間を与あたえてやる場面ではない。たたみかけて一気に形けい勢せいを逆ぎやく転てんさせてやる時だ。

「ええ、その通りです。もちろん私は実じつ際さいにその場を見たわけじゃありませんからあくまで可か能のう性せいの一つですが。

　恐おそらく被害者は普ふ通つうに首吊り自殺を図はかったんでしょう。ところがさっきも言ったように、使用したロープの問題で、定型的縊死の症しよう状じようが出なかったんです。

　もはや可能性の問題ですが、私個こ人じんの意見としましては、これは恐らく自殺だと申し上げるべきでしょうな」

「なるほど。ありがとうございました、尋問は以上です」

「反対尋問をさせて頂いただきます！」

　さすがに今回ばかりは黙だまっていられないのだろう、滝検事が勢いきおい込こんで立ち上がる。

　まあ何を質問するかは分かっている。氏神の証言が可能性の一つでしかないことを主張したいのだ。

「氏神先生。あなたが今おっしゃったことは、あくまで可能性の一つでしかないんですよね？」

　ほらきた。

「ええ、その通りです」

　氏神も検察側に対してこれ以上波風を立てたくはないのだろう、素す直なおに頷いた。

「つまり、これまでの検察側の主張通り、被告人が二階から被害者の首をロープで絞め、その後に自殺と見せかけるための偽装を施したという可能性を少しも否ひ定ていするものではありませんね？」

「ええ、その通りです」

「結けつ構こうです、以上です」

　俺は間を置かずに立ち上がった。

「では再直ちよく接せつ尋問を行わせて頂きましょう。

　氏神先生、被害者は自殺だとする説と、検察側が主張した他殺という説。専門家のあなたとしては、どちらの可能性の方が高いと思いますか？」

「私個人の意見として申し上げましょう。

　私は監かん察さつ医いをしているのでよく知っているのですが、近年、高こう齢れい者しやの自殺というのは非ひ常じように増ふえているんです。

　現げん代だいの高齢者は、あの太平洋戦争をも生き抜ぬいてきた人々です。その頃ころの苦労を思えば、よほどのことがない限かぎり自殺などするわけがありません。

　ところが現実に自殺は増えています。なぜでしょうか？　年齢による体の不調も確たしかに一いち因いんなのですが、一番の原因は家族に冷たくされたことにあるのです。狭せまい家に住み、ストレスのかかる生活を送り、子こ供どもは塾じゆく、親は残業とパートという日々を送っていれば、高齢者達は必然的に邪じや険けんに扱あつかわれてしまいます。

　人間は、肉体的な障しよう害がいには結構耐たえられるものです。ですが精せい神しん的なダメージには耐えられません。これ以上生きて家族に迷めい惑わくをかけたくない、邪険にされたくない──長く辛つらい戦争時代を生き抜いてきた高齢者達であっても、あっさりと自殺に至ってしまう過か程ていにはこういった理由があるのです。私は監察医として、そんな自殺した遺体を幾いく度ども見てきました。

　以上のことを踏まえて、この事件を振ふり返ってみましょう。一目瞭りよう然ぜんです。被害者はここ半年、体を壊こわしていました。彼女自身ずいぶん落ち込んでいたでしょうし、夫にはさぞかし迷惑をかけていると思ったことでしょう。そして十二月七日、彼女の誕たん生じよう日びです。せっかく呼よんだ一人娘むすめは仕事が入ったからと言って帰ってしまい、夫も趣しゆ味みにかかりきり、誰も自分の誕生日のことなど覚えてくれていなかった……」

　氏神は肩かたをすくめて言い足した。

「彼女が自殺に至いたったと考える理由としては充じゆう分ぶんです」

　法ほう廷ていはシンと静まり返った。

　俺ですらも一言も口を挟はさむ余よ地ちがなかった。

「……再さい直接尋じん問もんは以上です」

　まさかあの氏神がここまで長ったらしく演えん説ぜつしてくれるとは。

　勝った。俺はこのとき初めてそう思った。




「次の証人は一ノ宮智康さんを」

　さて、もう大おお詰づめだ。

　氏神のおかげで、陪ばい審しん員いん達に被告人が無む罪ざいだと考えることのできる合理的な解かい釈しやくを与あたえることができた。一つ障害が残っているとすれば、この男の「被告人らしき人物が被害者を背せ負おっているのを見た」という証言だけである。

　前回反対尋問したときにかなり否定したつもりではあるが、まだ確かく実じつとはいえない。ここで完全にとどめをさすとしよう。

「一ノ宮さん。あなたは十二月七日、被害者に何かお祝いわいの言葉の一つでもかけましたか？」

「……い、いえ。別に」

「そうですよね。酒かっくらって風ふ呂ろへ入ってたんですよね。

　ところで、我われ々われ弁べん護ご側の考えによりますと、今回の事じ件けんは恐おそらく他殺ではなく自殺です。

　しかしそう考えた場合、あなたの証しよう言げんとは明らかに食い違ちがうことになります。さて、そこで。

　あなたは偽ぎ証しよう罪ざいのことはご存ぞん知じですよね？　裁判でウソの証言をした場合、偽証罪が適てき用ようされ、非常に重い罰ばつ則そくが科せられます」

　一ノ宮はびくりと身をすくませた。

「え、ええ、まあ」

「しかし、偽証罪というものはかなり適用の判はん断だんが難むずかしいものです。少々極きよく端たんですが例を申し上げましょう。たとえば私があなたに〝１＋１は？〟という質しつ問もんをしたとしましょう。そしてあなたは答えが３であると証言したとします。

　当然ながら、１＋１の答えは２です。これは誰でも知ってる歴然たる事実です。それゆえ、もし答えが３であると証言した場合、誰もがあなたがウソをついているとしか思わないでしょう。そうなると、たとえあなたが１＋１の答えは３であると心の底から信じていたとしても、本当の答えが２であると誰もが知っている場合、あなたはウソをついているということになってしまうのです。偽証罪の適用は免まぬかれないでしょう。

　しかし、人間というものはどんなときでも過あやまちを犯おかしますし、裁判所もそれは認みとめ、いつでも判断を正す機会を与えて下さいます。もしあなたが１＋１の答えは３であると証言したとしても、それが過ちであることを自ら認めれば、偽証罪に問われることは絶ぜつ対たいにありません。

　さて、それを踏ふまえてあらためて質問したいと思います。

　十二月七日の夜、あなたは自室から被ひ害がい者しやを背負った被告人らしき人物を見た覚えがありますか？」

「…………」

　一ノ宮は一度検けん察さつ席を見た。その時どんな顔をしていたかは俺おれに見えなかったが、滝検事の顔色が赤くなったことだけは分かった。

　やがて一ノ宮は俺に向き直った。その顔には、まるでゴマをするかのような薄うすら笑いが浮うかんでいた。

「いえ、今考えたらあれは多分見間違いだったと思います。多分警けい察さつから話を聞いてごっちゃになっちまったんでしょう。私も酔よってましたし、雪だるまでも見間違えたんじゃないですか？」

「ありがとう、質問は以上です」




「では弁護人、次の証人を喚かん問もんして頂いただけますか」

　裁判長が言った。

「いえ、弁護側はこれ以上証人を喚問するつもりはありません。以上をもって反証を終しゆう了りようしたいと思います」

「そうですか。ということは、これより最終弁べん論ろんということになりますが……」

　最終弁論。随ずい分ぶん久ひさしぶりな気がする。

　今回の裁判では、俺は自殺説を主しゆ張ちようしている。すでにその説はかなり信しん憑ぴよう性せいをもって受け止められているとは思うのだが、他ほかに明確な犯はん人にんがいない以上は、どうしても最終弁論をやって陪審員を納なつ得とくさせるという方法を取らざるを得ない。

　俺は別に最終弁論というヤツは嫌きらいではない。もっとも、俺が扱あつかう刑けい事じ裁判の場合、なぜか最終弁論までいかずに検察側が起き訴そを取り下げることが多く、俺の弁論の実力を発はつ揮きする機会はあまりなかった。

　裁判において、弁護人がもっとも輝くのは、やはり証人喚問と最終弁論である。今回は久々の最終弁論だ、いくぶん気合いも入る。もっとも、最終弁論なんてものはある程てい度ど型が決まっており、それほど個こ性せいを発揮できる場ではないのだが。

「お二人とも、直ちに最終弁論に入って構かまいませんか？」

　裁判長が俺と滝検事に問いかける。断ことわる理由はなかった。

「はい。弁護側としましては、もし滝検事がお疲つかれでないようでしたら、今すぐにでも最終弁論を行いたいと思います」

　我ながらあからさまな挑ちよう発はつである。だが、陪審員が見ているこの場では滝検事も逃にげるわけにはいくまい。

　しかし、滝検事の返答は意外なものだった。

「裁さい判ばん長ちよう。我々は最終弁論を行うに当たり、何点か方ほう針しんを見直す必要が生じました。つきましては審しん理りの延えん期きをお願いしたいのですが」

「…………あ？」




　結局のところ──

　今回の裁判では、俺が最終弁論をする機会は永えい遠えんに失われることになる。

　なぜなら今日の審理が一いつ旦たん終了し、全員が法ほう廷ていから出た後で、滝検事がこっそり池上裁判長の下もとを訪おとずれ、こう告げたらしいからである。

　起訴を取り下げると。




　　十二月十日　午後三時　地方裁判所前




「山鹿先生、本当にありがとうございました」

　裁判所の前の道路。

　ついさっきまで俺の依い頼らい人にんだった男と、その妻つまが頭を下げる。

「いえいえ、二岡さんこそ無む罪ざい放ほう免めんになって何よりでした」

　もう無罪にしてやったんだから用はないだろ、さっさと俺を家に帰してくれと言いたいところだったが、二時間ドラマでいえば弁べん護ご士しが最後に依頼人からお礼を受けるのは一種の肝きもである。付き合わざるを得なかった。

「でも……それほど素す直なおには喜べません」

　と、二岡真由がうつむきながら言った。

「結局、母は自殺だったんですよね？　山鹿先生のお話からすると、母をそこまで追い詰つめた責せき任にんの一端は私にあるんですから……」

「そうだよ、あんたが母親の誕たん生じよう日びさえ覚えてりゃ俺は何日間も雪奈から離はなされることもなかったんだ、反省しやがれ反省を」

　……などと言えるわけもなく。

「過すぎてしまったことはしょうがありませんよ。それよりも、これからはお二人で母親の分まで精せい一いつ杯ぱい生きるんですね。そうすれば一ノ宮昌子さんも草葉の陰かげで喜んでくれることでしょうよ」

　と、できる限かぎり綺き麗れいな言葉を選んで吐はく。

「そうですね……。ありがとうございます」

　二岡真由は涙なみだをためながら再さい度ど頭を下げた。

　そんなわけがない。一ノ宮昌子は絶ぜつ望ぼうの末に首を吊つって自殺したのである。「死んだ人の分まで生きればきっと報むくわれる」なんて、自じ己こ満足という以外の何物でもない。自分よければすべてよしとはよく言ったものだ、自分が死ななければいくらでも泣ける。

　……などと考えていることはおくびにも出さない。

「あの、山鹿先生はこれからどちらへ？」

　二岡浩二が言った。

「もちろん、地元へ帰るつもりですが……何か？」

「あ、いえ、実はこっちにいいお店を何なん軒けんか知ってるんです。もしよろしければ、お礼に食事でもと思いまして」

　ふざけんな。なんで俺が夫ふう婦ふと一いつ緒しよに食事をしなきゃならんのだ。これ以上おのろけにあてられるのはゴメンだ。

「いえ、せっかくですがお二人の邪じや魔まをするわけにはいきませんよ。せっかく自由の身になれたんです、今は夫婦間のスキンシップを重じゆう視しするべきですよ」

「そ、それもそうですね」

　と、なぜか二岡浩二は顔を赤らめて言った。

　……なんで俺がこんなことを言ってやらねばならんのだ。まったく、外そと面づらのいい弁護士を演えんじるのは本当に難なん儀ぎである。

「では私はこれで帰ります。また警けい察さつにとっ捕つかまるようなことでもあればご連れん絡らく下さい」

「はい、本当にありがとうございました」

　二岡夫妻は再度頭を下げた。

「あんたら、とりあえず頭を下げてりゃいいとか思ってるんじゃないだろうな？」

　と言いたいのをぐっとこらえ、俺は車を停めている駐ちゆう車しや場じようへと向かった。




　　十二月十日　午後八時五分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ前




　俺の経けい営えいする法律事務所が入っている古いビルの前。ここへ戻もどってくるのも実に三日ぶりである。

　だが、その前まで辿たどり着いたところで、俺はある不審を抱いだいていた。

　あの裁判所から車を飛ばし、不本意ながら影野と氏神を自じ宅たくにまで送り届とどけてから戻ってきたため、もう日は完全に落ちていた。

　あらためて事務所がある二階の片かた隅すみに目をやる。

　留る守すのはずの事務所に、なぜか明かりが灯ともっていたのだ。

　俺はカギを掛かけずに何日も事務所を空けるほどマヌケではない。

　どこぞのクソガキ辺りが家出のためにカギを壊こわして侵しん入にゆうしたのではないかという恐おそろしい可か能のう性せいもあったが、まさかそこまですることはない……と思いたい。

　一いち応おう、雪奈には自由に出入りできるようカギを渡わたしているが、今日は何時に戻るかも言ってない以上、こんな時間まで事務所にいるとは思えない。

　あるいはひょっとすると俺の勝利を祝いわうために待っていてくれたのだろうか？

　……などと俺は非ひ常じように都合のいい想そう像ぞうを抱いだきつつ、二階へと上がった。

　事務所の玄げん関かんへと忍しのび寄よる。まあ冷静によく考えれば、一番真っ当な可能性は不法侵入者──事務所荒あらしの類たぐいなのだ。

　不法侵入者が相手となれば、多少手て荒あらに歓かん迎げいしてやっても、すべて正当防ぼう衛えいの範はん囲いで収おさめることができる。反はん撃げきする気も起きないぐらいに痛いためつけてやるのも許ゆるされるだろう。何しろここ数日はフラストレーションのたまる出来事ばかり起きていたし。せいぜいその鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらおうではないか。

　俺は思い切り玄関を蹴け飛とばし、素す早ばやく中へと押おし入った。

「きゃっ!?」

　が、聞き覚えのある悲鳴に、俺は押し入ったままの姿勢で体を硬直させざるを得なかった。

　事務所では、雪奈が独りでテレビを見ていたのだ。

「な、なんだ雪奈か。びっくりさせんなよ」

「び、びっくりしたのは私の方ですよ！　どうしたんですか、一体？」

「いや、留守のはずの事務所に明かりが点ついてたからな。てっきり事務所荒らしかと……」

　つまり俺はよりにもよって雪奈を泥どろ棒ぼう扱あつかいしてしまったわけである。

　いくら温おん厚こうな雪奈でもひょっとして怒おこらせてしまったか、などと思わず危き惧ぐを抱いたが、今回に限かぎっては杞き憂ゆうだった。

「そんなことより大変なんです善行さん！　ちょっとこれ見て下さい！」

　雪奈は慌あわてた動作で俺の腕うでを摑つかむと、テレビの前へと連れて行った。

『──遺い体たいが見つかったのは一ノ宮明之さん七十三歳さいで、温おん泉せんで有名なあぶく町に湯とう治じに来ていたということです』

「……何？」







[image: ]







　一いつ瞬しゆん、聞きなれた固有名めい詞しが耳をよぎった。

『遺体からは睡すい眠みん薬やくが検出されており、警けい察さつは事じ故こや自殺を含ふくめたあらゆる面から捜そう査さを行っています』

　そしてモニターに映うつし出される顔の画像。

　見み間ま違ちがえようがなかった。ほんの半日前に会っていたのだからそれも当然だろう。

　一ノ宮明之。つい先日殺された、一ノ宮昌子の夫である。そして半日前まで俺の依い頼らい人にんだった二岡浩二の義ぎ父ふということになる。

「……こりゃまた妙みようなことになってるな」

「はい。遺体は午後六時ごろ、あぶく町に流れてる川で発見されたそうです」

「ほう」

　ほんの二時間と少し前である。川で見つかったということは、死し因いんは溺でき死しだろうか？　睡眠薬が検出されたということは事じ件けんの匂においも漂ただよってくるが……。

　まあいずれにせよ、もう俺には関係のないことだった。何しろここからあぶく町までは遠すぎる。行くのも面めん倒どうだし、雪奈とまた離はなれるのもゴメンである。

　もっとも、これでまた二岡浩二が殺人容よう疑ぎで逮たい捕ほされるなんてことでもあれば別だ。それはいくらなんでも面おも白しろすぎる。状じよう況きようによっては弁べん護ごしてやってもいい。

　だが今回に限ってはそれはないだろう。あの夫ふう婦ふなら今頃は裁さい判ばん所しよがある町の方で夕食でも食っているはずなのだから。

「そういえば雪奈。お前はどうしてここにいるんだ？」

「え？　善行さんが帰るのを待ってたんですよ。晩ばん御ご飯はんもすぐ温あたためて食べられるようにしておきましたから」

　心の中でよっしゃーと喝かつ采さいを叫さけんだ。

　なんという雪奈の気き遣づかいか。いつ帰ってくるかも分からない俺をずっと待っていてくれたのだから。

　影野を自宅まで送り届けるのは面倒でしかなかったが、その報ほう酬しゆうが雪奈と二人っきりの食事なら文もん句くはない。

　何よりこれはチャンスだ。数日ぶりの再さい会かい。そして二人っきり。旅館でできなかったことを、今こそ完かん遂すいする絶ぜつ好こうのチャンスなのだ。

　俺はできる限りやさしげな顔を作り、そして言った。

「ありがとう雪奈。わざわざ俺を待ってくれてたんだな」

　そういってさりげなくテレビを見ている雪奈の肩かたに手を回し、一気に事を運ぼうとした──まさにその時だった。

　ブルブルブルと、聞きたくもない音がした。背せ広びろの内ポケットから。

「あ、善行さん携けい帯たいが鳴ってますよ」

「んなもんほっときゃいいんだよ！」

　……などと言おうとしたが、そんなことをすれば真ま面じ目めな雪奈に何を言われるか分からない。

　俺は断だん腸ちようの思いで携帯を取り出した。

　もしこれが影野か皐月辺りからだったら、いたずら電話扱いにして即座に切ってやろうかと思ったが、表ひよう示じは非ひ通つう知ちになっていた。

「はい、山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよですが」

　怒いかりを押し殺して電話に出る。

『……あ、山鹿先生。突とつ然ぜん電話してすいません』

　聞き覚えのある声だった。

「いきなり謝あやまるぐらいだったら電話してくんじゃねえコラァ！」

　……などと怒ど鳴なりつけたくなる衝しよう動どうをぐっと堪こらえる。

　それは、つい半日前まで俺おれの依頼人だった男だった。

「どうしましたか？　もう無罪放免になったんです、私に用事なんてないでしょうに」

『いえ、それがその……ちょっと困こまった事じ態たいになってしまいまして』

　俺はため息を吐ついた。どうせさっきニュースで言っていた一ノ宮明之に関連することに違いない。大方こいつの親しい誰だれかが逮捕されて、俺に弁護を依頼しにきたのだろ。

「今度は誰が逮捕されたんです？　ひょっとしてあの主しゆ治じ医いあたりですか？」

『いえ、それがその……私と妻つまなんです』

「………………は？」

　一瞬、何を言っているのか分からなかった。

『また逮捕されてしまったんです。義父の殺害容疑で』

「な、なんだとおぉ!?」




　……二岡浩二の裁判で、最終弁べん論ろんをする機会が失われたことを知ったとき、いささか気合いを入れていた俺は不完全燃ねん焼しようという感を拭ぬぐえなかった。

　だが今度は、俺の大っ嫌きらいな検けん察さつ官を相手に、イヤというほど弁論をさせられることになろうとは、もちろんこの時点では知る由よしもなかったのである。




　そして結局、今夜もロマンスは露つゆと消えるのであった。





（つづく）









　あとがき




　……えー、すいません。

　とりあえず本書はこういう形になってしまいました。邂かい逅こう編へんです。次巻へ続きます……。

　実はこの上下巻という組み合わせは以前からちょっとやってみたいと思ってたんですが、そこはそれ生き馬の目を抜くこの業界、次の本も出させて頂けるという確かく約やくをもらうというのは決して簡かん単たんなことではありません。

　ですが、皆様のご支し持じのおかげでこのタクティカル・シリーズもずいぶん安定してきたそうでして、最近になってとうとう次も本が出せるかということは心配しなくてもいいというありがたいお言葉を編集部から頂いただくことができました。そんなわけで、今回はこのような構こう成せいに挑ちよう戦せんさせて頂きました。

　決して最初は一冊で終わる予定だったけど、ついつい書いてる内に分ぶ厚あつくなっちまったのでやむを得ず上下巻になりましたとか、そんな行き当たりばったりなことは決してありません。ええ、はい。




　……えー。この続きである第六巻は年内十二月に発売できたらいいなあ……とか思ってます。そもそもこの上巻を読んで頂き、また「下巻も買ってやろう」という気になって頂けるのかという心配もあり、また三か月の間が開いてしまうのは大変に申もうし訳わけないのですが、話が分からなくなってしまうような構成にはしないよう努力いたしますので、どうかお見み捨すてにならずお待ち頂ければ幸いです……。




　とりあえずあとがきもまだ色々と書いてみたいことがあったのですが、その辺は次巻が終わってからあらためて書きたいと思います……。

　それではでは。
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